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埋蔵文化財は、私たちの祖先により築かれた貴重な歴史的財産であります。私たち

はそれらを正しく理解し、文化財保護法の理念に基づき活用し、そして後世に伝えて

いかなければなりません。

しかしながら、埋蔵文化財は、近年の増大する大規模な開発等により厳しい状況に

おかれています。その中で、埋蔵文化財の保護と各種開発事業の調整を図るために、

遺跡の性格、所在地、範囲等を正確に示すことが必要であることはいうまでもありま

せん。

当教育委員会では、国庫補助金の交付を受けて昭和52年以来遺跡の分布調査を実施

しているところでありますが、現在確認されている遺跡数は1万ヶ所余りにも上りま

す。これらの遺跡の周知徹底を図る必要があるとともに、開発事業との調整の中で発

掘調査を行った記録や遺跡の範囲・内容確認を目的とした試掘調査の記録を明らかに

することが必要であると考え、平成元年度より報告書を作成しております。

本報告書は、平成13年度に実施した県内遺跡の発掘調査、試掘調査及び分布調査の

成果をまとめたものであります。本報告書の活用により、文化財の保護に資するとこ

ろがあれば幸いに存じます。

調査の実施と報告書の作成にあたり、関係各位から御指導御協力を賜りましたこと

に対し、心より感謝申し上げます。

平成14年3月

岩手県教育委員会

教育長 合田 武



1 本書は、岩手県教育委員会が平成13年度に実施した県内遺跡発掘調査事業に係る調査結果の概要報告で

ある。なお、本事業は国庫補助金の交付を受けて実施したものである。

2 本事業は、岩手県教育委員会が主体となり、関係市町村教育委員会の協力を得て実施した。

3 遺跡位置図は国土地理院発行の1/25,000の地形図を原図に、原寸大を原則とし、遺構及びトレンチ配置

図は、各事業者より入手した地形図あるいは工事平面図を原図として掲載した。

4 発掘調査については、概略を記した。

5 試掘調査に係る遺跡の指定範囲についてはアミで示し、試掘溝は実線で示した。

6 遺跡の名称については、分布調査は遺跡コード番号を主とし、すでに遺跡名の付けられているものにつ

いては遺跡名も併話した。発掘調査・試掘調査については遺跡名を主とした。

7 本事業の調査、整理、報告書編集等は岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課の中村英俊主任文化財主

査、神 敏明文化財専門員、鎌田 勉文化財専門員、金子俊二文化財調査員、日下和寿専門学芸員、戸板

貴之文化財調査員、阿部勝則文化財行政研究員が担当した。

8 本事業の記録及び出土品は、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課が保管している。
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1国営いさわ南部農地整備事業関連発掘調査

五反町遺跡(NE44」0117)

所在地;胆沢郡胆沢町小山字二の台

事業者;東北農政局胆沢猿ケ石土地改良建設事業所

いさわ南部農地整備事業建設所

調査期日;平成13年7月9日-7月10日(2日間)

本遺跡は、 J R東北本線前沢駅の北西約10軸こ位置し、

胆沢扇状地の中位段丘面にあたる上野原段丘崖に立地す

る。標高は158-165 mを測り、追跡の南側を東西方向

に流れる沢に向かってゆるやかに傾斜している。現況は

主に水田と宅地で、一部は牧草地となっている。

今回の調査は、平成12年度の試掘調査で検出した焼土

遺構他の記録保存として実施した。焼土が検出された場 第1図 五反町遺跡位置図

所の北側では、縄文時代中期の竪穴住居跡群を検出しており、それらと開通する遺構の可能性が考えられた。

調査面積は約100n子であり、同時に昨年度調査未了区に試掘トレンチを3箇所設定している。

調査の結果、検出された遺構は、焼土1基、その下層から土坑1基、さらにその周辺から柱穴15基であっ

た。検出された焼土は、平面形が120c皿前後の楕円形を呈しており、断面の状況からみて住居跡の炉跡(地床

炉跡)と推定される。焼土が検出された箇所は、旧沢跡が埋没して表土下に黒色土が厚く堆積していたこと

から、開田による地形改変が著しい当地区にしては、旧地形が比較的良好に残っていた場所であったと考え

られる。焼土は、この旧沢跡の黒色土上面から検出された。

焼土部分には一回り大きな土坑状の掘り込みがあり、その壁土から縄文土器の細片が出土している。土抗

に切られる柱穴状の中土抗があり、焼土の周辺にも同様の中土抗が点在していた。これら土坑埋土中から土

器細片が少量出土しており、焼土・土抗よりも古い時期の住居跡に伴う柱穴の可能性が考えられる。

一方、調査未了区の試掘トレンチでは耕作土下が地山ローム面となり、遺構・遺物は発見されなかった。
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第2図 五反町遺跡調査区位置図
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五反町遺跡発掘調査区

遺構配置図
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[壁土注記]

l. 5YR6/8橙色焼土。粘性ややあり。

しまりややあり。地床炉に伴うものか。

2. 10YR 5/6黄褐色へ10YR3/3青褐色シルト。

粘性ややあり。しまりややあり。

3. 10YR3/2黒褐色シルト。粘性ややあり。

しまりややあり。

第3図 五反町遺跡遺構図・出土遣物
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2 国営いさわ南部農地整備事業関連発掘調査

二の台遺跡(NE44-0230)

所在地;胆沢郡胆沢町中山芋二の台

事業者;東北農政局いさわ南部農地整備事業建設所

調査期日;平成13年7月10日

本遺跡は、 J R東北本線前沢駅の北西約10kmに位置し、

胆沢扇状地の中位段丘面にあたる上野原段丘崖に立地す

る。調査地の標高は165m前後を測り、現況は水田であ

る。今回の調査では遺跡北西側のほ場整備予定

の田面を対象に2本の試掘トレンチを設定した(T l-2)。

一段下の水田に設定したTlでは、トレンチ中央部分

から陥し穴状遺構1基(陥し穴2)を検出した。検出し

た陥し穴状遺構は平面形が溝状を呈し、幅0.6m前後で、

北隅は不明だが長軸は長さが4m以上と推測される。こ

の遺構については、設計田面標高が現況どおりのため遺

構確認のみを行った。 T2でも水田中央の北より部分で

同様の溝状の陥し穴状遺構1基(陥し穴1)を検出した。

この田面については掘削を実施する計画のため遺構の記

録保存を行った。遺構の長軸は4.4m程、開口部幅60̃

75cmである。深さは125c皿前後で、底面は幅13-20c皿の

フラットな状況であった。耕作土層中及び遺構埋土から

は遺物は出土しなかった。 2箇所のトレンチで確認した

陥し穴状遺構は2基であったがそれらは同様の形状と角

度をもっていたことから、北側の旧河道に沿う形で連続

している可能性も考えられる。

第4図 二の台遺跡位置図

団
陥し穴1断面図
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陥し穴1平面図

陥し穴1理出藍己

1 10l’Ii2/1隷色ンルト(、

褐色上を施状に少癒合む。

2 10Yli3/4暗褐色ンルト。

隷土色・褐色上を柁状(こ調合む。

褐色上中プロノクを夕凪食む。

3 10l’部/6褐色ローム将シI/ト。

黒色上を能状Iこ少血合む

砺琢上

1 10l’Ii2/1黒色ンルト(,

褐色ロームを鮒一小プロリグ状に10%含む,

第5図 二の台遺跡遺構図

第6図 二の台遺跡調査区位置図
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3 国営いさわ南部農地整備事業関連調査

小田切遺跡(NE34-2397)

所在地;胆沢郡胆沢町中山地内

事業者;東北農政局いさわ南部農地整備事業建設所

調査期日;平成13年7月5日

遺跡は、 JR東北本線陸中折居駅の西南西約7.5kmに

位置し、胆沢扇状地南西部のなだらかな丘陵上に立地し

ている。遺跡の標高は124-143mで、現況は主に水田と

なっており、既に地形改変を受けている。

今回の調査は、平成12年11月に農道(砂利敷き道路)

建設予定地の試掘調査を実施した際に、土抗と陥し穴

状遺構が検出された部分について遺構確認調査を実施し

た。確認調査面積は約233壷である。 第7図 小田切遺跡位値図

調査の結果、検出された遺構は、陥し穴状遺構2基と土坑1基である。調査区域東側で検出された陥し穴

状遺構1は、平面形が溝状を呈するもので、検出面の規模は長さが215c皿、幅が50cⅢ程である。調査区域西側

で検出された陥し穴状遺構2も平面形は溝状を呈し、規模は長さが200c皿、幅が60cm程である。陥し穴状遺構

1の長軸は東北東一西南西方向で、陥し穴状遺構2の長軸は北一高方向である。いずれの陥し穴状遺構も黄

褐色の地山上面で検出され、壁土は褐色土である。

調査区域西端で検出された土抗は平面形が長楕円形を呈し、検出面の規模は90×180cm程である。検出面は

第3層上面で、壁土は外側が褐色土、内側が黒褐色土であった。遺構内及び調査区域からは遺物は出土して

おらず、遺構の構築時期を特定することはできないが、陥し穴状遺構の形状から縄文時代の遺構と推定され

る。
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第8図 小田切遺跡調査区位置図
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4 ほ場整備事業二子地区関連調査

商圏遺跡(NE56-0195)

所在地;北上市二子地内

事業者;北上地方振興局農村整備事務所

調査期日;平成13年4月16日一20日(5日間)

遺跡は、 J R東日本東北本線村崎野駅の南東約500m

付近に位置し、北上川右岸の沖積地に立地する。現況は

水田・宅地跡である。標高は66mほどで、東側より一段

高い。調査面積は約300壷である。基本土層は、第1層

が水田耕作土で層厚15へ20c皿、第2層が暗灰色の水田床

土で層厚10c皿、第3層が黄褐色ロームの地山で、遺構検

出面である。調査区は、現在ある水田面により3層の地

山まで削られており、概ねかってのは場整備時に大きく
第9図 南田遺跡位置図

削平を受けているものと判断された。

検出された遺構は、平安時代の竪穴住居跡3棟、土坑4基、焼土遺構4基、溝跡5条、柱穴状土坑13基で

ある。出土遺物は土師器・須恵器など小コンテナ1箱である。

調査区西側では、溝跡4条、土坑2基、柱穴状土坑6基が確認された。土坑lは、平面形は楕円形で、規

模は開口部径120×80c皿、底部径90×70c皿、深さ15c皿である。断面形は浅皿状を呈し、壁土は黒褐色土の単層

である。土坑2は、平面形は円形で、開口部径95c皿、底部径75c皿、深さ20c皿である。断面形は、浅皿状を呈

し、埋土は黒色土の単層である。いずれの土坑からも出土遺物は無く、時期の詳細は不明である。溝跡4条

は、いずれも幅15へ20cⅢほどで、縦横に交差する。何らかの区画を目的とした溝跡の可能性もある。出土遺

物は無く、時期の詳細は不明だが、比較的新しい可能性がある。

調査区東側では、竪穴住居跡3棟、土坑2基、焼土遺構4基、溝跡1条、柱穴状土坑7基が確認された。

1 ・ 3号竪穴住居跡は、いずれも壁・床の一部を確認できたのみで、規模・形状の詳細は不明であり、 2号

竪穴住居跡も東側が調査区域外に掛かるため全体像は不明な部分がある。

第10図 南田遺跡調査区位置図
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1号竪穴住居跡は、住居跡の北端のみが検出された。確認された北壁から、平面形は一辺3mほどの隅丸

方形を呈するものと推定され、住居跡の主軸は方位を意識しているものと思われる。壁高は北壁で20へ25c皿

である。床面は3層を掘り込んでつくられ、ほぼ平坦である。 1号竪穴住居跡からは、須恵器の底部片・胴

部片、土師器の内黒の杯や聾の破片が出土している。

3号竪穴住居跡は、住居跡の平面形における南西端のみを検出した。部分的な調査になったが、遺構の形

状から、竪穴住居跡の可能性が高いと判断した。規模・形状とも不明だが、壁高は45c皿あり、床面は3層の

黄褐色ロームを掘り込んでつくられている。壁土下位の3層が焼土と炭化材を多量に含む層で、焼失した住

居跡の可能性が考えられた。本住居跡からの出土遺物は無いが、 1 ・ 2号住居跡と同様に古代の住居跡と推

定される。なお、住居跡を切って掘り込まれていた柱穴は比較的新しいものと判断された。

2号竪穴住居跡の規模・形状は、径3.5m以上、隅丸方形と推定される。北壁と西壁は確認できたが、東側

は調査区域外であり、南壁は確認できなかった。埋土は黒褐色土の単層である。床面は3層を掘り込んでお

り、ほぼ平坦である。中央付近に径60×50c皿の地床炉を伴う。焼土の厚さは8c皿ほどである。柱穴はPPl-

PP7の7基が確認された。出土遺物は少ないが、糸切痕をもっ杯の底部、須恵器の饗の胴部片、土師器の饗

の□綾部片が出土している。また、鉄樺も出土していることから、小鍛冶跡の可能性もある。 2号竪穴住居

跡の南側周辺で確認された焼土遺構や柱穴状土抗も同様の遺構の下部施設である可能性がある。

2号溝跡は上幅50へ65c皿、深さ25c皿で、 l号竪穴住居跡の南側で屈曲し、南西・南東方向に延びている。遺

物は土師器(不掲載)が出土しており、平安時代と推定される。性格は不明だが、何らかの区画溝の可能性

がある。溝跡の内側では土坑2基が検出された。このうち3号土抗は2号溝跡より新しい。 3号土抗の規模

は、径110cm、深さ20cmほどで、埋土は暗褐色土が主体である。 2基の土抗は、規模・形状・埋土の様子か

ら、同様の性格を有する遺構と考えられる。詳細は不明ながら、建物跡を構成する可能性がある。

出土遺物は、土師器・須恵器の他に弥生時代の高林の台部が出土している。

今回の調査で、本遺跡は平安時代の集落跡であることが確認された。また付近に弥生時代の遺構が存在す

る可能性も有している。

高田遺跡土器観察表

図版 No. 掲載 No. 出土地点 層 位 種類 器種 部位 成形 面調 内面調整 

計測値(cm) 

口径 器高 底径 底面 備考 

12 1 1号住居跡 壁土1層 須恵器 饗 底部 ロクロ 8.0 高台付 

12 2 l号住居跡 壁土1層 須恵器 饗 胴部 T 

12 3 1号住居跡 壁土1層 土師器 杯 □綾部 ロクロ M・内黒 

12 4 1号住居跡 壁土l層 土師器 杯 口縁部 ロクロ N N 

12 5 1号住居跡 壁土1層 土師器 饗 胴部 M・N N 

12 6 2号住居跡 壁土2層 土師器 饗 底部 ロクロ 回転糸切り 

12 7 2号住居跡 埋土2層 須恵器 坤、 胴部 ロクロ 

12 8 2号住居跡 埋土 土師器 饗 口綾部 ロクロ N N・M 

12 9 P3 埋土 土師器 饗 口綾部 ロクロ N N 

12 10 P3 壁土 土師器 杯 口綾部 ロクロ M・内黒 

12 11 P7 壁土 土師器 饗 底部 ロクロ M・内黒 8.0 
回転糸切り・ 高台付 

12 12 南東端 南東ベルト 土師器 杯 底部 ロクロ 内黒 6.5 

12 13 南東端 包含層 土師器 杯 底部 ロクロ N M・内黒 5.0 回転糸切り 

12 14 トレンチ(T)32 包含層 弥生? 高林 底部 5.8 しR縦 

12 15 トレンチ(T)35 包含層 土師器 聾 胴部下半 N 9.0 

※調整、 M:ミガ牛、 N:ナデ、T:タタキ。
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5 ほ場整備事業猫用左岸地区関連調査

林崎I遺跡(MF66-2158)

所在地;遠野市上郷町地内

事業者;遠野地方振興局遠野農村整備事務所

調査期日;平成13年11月 6日へ7日(2日間)

本遺跡は、 J R釜石線平倉駅の北西約1輔こ位置し、

猿ケ石川と猫I旧こ挟まれた丘陵福部に立地している。標

高は372へ380 mを測り、現況は牧草地と水田となって

いる。今回の調査は、担い手育成基盤整備事業に伴い、

今年度施工される田面と支線道路予定箇所を中J高こ、計

20本のトレンチを設定した(Tlへ20)。

調査の結果、農道を挟んだ北側に設定したトレンチ

(Tl -9 )と、既に削平を受けて地形改変がなされた
第13図 林崎工遺跡位置図

南側及び西側に設定したトレンチ(TlO-15)からは、

遺構・遺物は確認されなかった。一方、線路沿いの高台部分は現況から比較的旧地形が残存していることが

予想されたため、重点的に試掘調査を実施した。最も線路寄りの箇所に設定したトレンチ(T16)において、

地表面から30c皿の所から陥し穴状遺構1基を検出した。検出面の壁土及びその周辺からは遺物は出土してい

ない。この遺構は、長さ 250cmx幅20へ40cmx深さ25c皿のもので、検出された遺構の状況から、縄文時代の

陥し穴状遺構の底部付近と推定された。

陥し穴状遺構は3層上面で検出されているが、遺構の立地状況から線路付近の高台は地山面までが浅く、

ある程度の削平を受けていると推定される。当遺跡はJ R釜石線を挟んで東側山裾部に広がっており、今回

の調査区のすぐ隣を平成13年度春に(珊岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが本調査を実施している。
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第14図 林崎I遺跡調査区位置図

一間一

\、一〇.一

ノ高 /、
0 1・2000 50m

! j 王



6 ふるさと農道緊急整備事業黒川乙部地区関連調査

沢川目遺跡(しE48-1011)

所在地;盛岡市大ケ生11、沢川目

事業者;盛岡地方振興局盛岡農村整備事務所

調査期日;平成13年5月10日へ5月15日(4日間)

本遺跡は、 J R東北本線矢巾駅の東約5.5kmに位置し、

北上川左岸の河岸段丘上に立地している。今回の発掘調

査は、昨年度調査で検出した竪穴住居跡1棟と新たに検

出した陥し穴状遺構1基を対象に記録保存を行った。

竪穴住居跡は地山の褐色土及び黄褐色ローム上面で遺

構プランを確認した。住居跡の平面は、一辺が3m50cⅢ

程の隅丸方形を呈し、カマドは住居跡東側に存在してい

たが、煙道部分は残存していなかった。カマドの向きを 第15図 沢川目遺跡位置図

中心事由にすれば、本住居跡は東から北に300程の傾きが

あるようである。埋土1層目の黒褐色土には一部で灰白色火山灰の小ブロックが含まれていた。火山灰を含

む層の下層(2層)は、地山ロームをブロックで含む粘性の強い堆積土であり、人為的に埋め戻された可能

性が推測される。壁土に含まれる遺物は平安時代前期の土師器片が主体であり、黒褐色土よりも人為堆積層

に、より多くの遺物が含まれていた。カマド右袖周辺の床面上に焼土粒を多く含む土の広がりがあり、その

中に完形の須恵器壷や内黒土師器杯等が含まれていた。それらの遺物はカマド周辺に焼土と共に完形のまま

捨てられ、近年の果樹園達成時等に欠損したものと推定される。本住居跡に伴う土坑類は、南側に5基確認

している。いずれも床面から検出されたものである。カマド右柚周辺の焼土層の下にはP2、 P5があり壁

土は黒色土であった。 P3については、埋土の殆どが焼土粒を多く含む層であり土器片も含まれていた。 P

3は、平面規模が100c皿×80cmの楕円形で、深さは30cm程であった。カマド袖はロームを住居の壁と床面に貼

りつけたものであった。カマドの幅は160c皿程で、カマド中央には土師器長胴聾を倒立して置き支脚としてい

た。住居跡西側の陥し穴状遺構は380cmx60c皿程で検出面から底面までの深さは110c皿前後であった。

第16図 沢川目遺跡調査区位置図
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別二粉末体で鳩胸色小ブロック、炭化物桂を少il絡む。

粉末体で、耳順凋色別.小ブロック、黒褐色上・炭化物栂を少最含む

前
端
皿
上
組

Oさ

褐色!・ブロックを20%、馴雄を少最合む、カマド賠猿

災褐色上人ブロックを40%、別二‡蒔少略む。

プロッター池沢に組i拾む

色柄、ブロックを30-40%含む。貼尿と同様の冊。鵠
鵠 しまるっ

褐色優上ブロックを含む。 O l:40 50cm

雪冒∃星

欝
1冊’R2I11黒色シルト言彊川/

2. 10l’R2,/2 潤色ルト、鮪まり中 潤色工上陸50鮪高

告繍牛曙磐口論瑠離娠醐

0 1:80 2m

l i 」



′‾ ‾-i‾ 

\_ 
/ 

漢 

I 

」 
\__ 

\ 

ヽ__ \ - 

第18図 沢川目遺跡出土遺物1
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8

沢川目遺跡 出土遺物観察表

番号 出土遭構 出土地点・層位 器 種 成形 外面調整 内面調整 
法 琉 

備 考 
日 経 器 高 底 径 

l l号竪穴住居跡 カマド付近 土師器杯 ロタロ 
- 

醸、へラミ1淳 13.8cm 5.1em 6.8em 回転糸切り痕 

2 1号竪穴住居跡 カマド付近 土師器杯 ロタロ 
ー へラミガキ 13.Ocm 5.8em 6.4em 回転糸切り痕 

3 1号竪穴住居跡 カマド炉内部 土師器饗 ロクロ 
ー 

16.Oem 13.2em 7.6em) 回転糸切り痕 

4 l号竪穴住居跡 
カマド炉培土、 土師器長 ログロ へうケ利、へうナチ へうケ利、へラナチ 22.Oem 残存器高 最大径 輸磋痕 
P3培土 胴琵 27.Oem 24.4em 

5 l号竪穴住居跡 カマド付近床面 土師器杯 ログロ 鯛へラケズリ 5.3em 回転糸切り痕 

6 1号竪穴住居跡 カマド炉壁土 土師器襲 ログロ へラナ利、へラナチ へラナチ 輪横痕 

7 1号竪穴住居跡 カマド付近床面 須恵器壷 ログロ へラケガ) へラナチ 11.7em 21.6em 10.Oem 

8 l号竪穴住居跡 カマド壁土 須恵器糞 ロクロ へラケガ) へラナチ 外面平行叩き 

9 1号竪穴住居跡 3区壁土 土師器杯 ロクロ 脚へラケズ) 内黒、へラミ桝 7.1em 回転糸切り痕 

10 1号竪穴住居跡 3区培土 土師器杯 ロクロ 内黒、へラミガキ (16.Ocm) 低部欠損 

11 1号竪穴住居跡 2区・P3壁土 土師器襲 ロクロ へラケガ) へラナチ 

第19図 沢川目遺跡出土遺物2
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7 県営中山問総合整備事業関連調査

四十九里遺跡(ME57鵜2028)

所在地;北上市黒岩地内

事業者;北上地方振興局北上農村整備事務所

調査期日;平成13年4月23日-26日(4日間)

遺跡は、北上川左岸の中位段丘面に立地する。現況は

水田と山林になっており、水田は斜面を削って段々に形

成、区画されている。

今回、この遺跡を含む地域がほ場整備の予定地に組み

込まれ、設計上止むをえない箇所について調査を実施し

た。

四十九里遺跡周辺は縄文時代の遺跡は密集する地域で

ある。北上川東岸に限ってみても、近くには、国史跡八 第20図 四十九里遺跡位置図

天遺跡があり、縄文時代の円形建物跡、鼻、口、耳形の土製品など、縄文時代中期、後期に属する多量の遺

物が発見されている。また、南下すると樺山遺跡があり、縄文時代中期一後期初頭の住居跡、墓域が発見さ

れ、現在国史跡となり、遺跡整備が実施された。現在の北上市東陵中学校地には横町遺跡があり、北上市教

育員会により発掘調査が実施され、縄文時代前期の大型住居跡など多数の遺構、遺物が見っかっている。

古代の遺跡は寺院跡が多い。四十九里遺跡にほぼ近接して、白山廃寺跡があり、 9世紀から12世紀までの

遺物が出土している。国見山廃寺は9世紀末から10世紀を中心とする遺構が発見され、礎石建物跡等が確認

されている。定額寺に比定されている古代寺院である。横町遺跡からは礎石建物跡が発見されている。横町

廃寺とされ、 11世紀から12世紀のものである。

今回は水路設置部分で、掘削される箇所に3-4mx60mの調査区を設け、約230壷を発掘した。調査区の

標高は81m程である。かっての開田時に、全体的に削平を受けており、旧表土、遺物包含層は無く、 3層上

面(地山)が遺構確認面であった。特に調査区南側が切り土により著しく削平を受けている。北側に向うに

つれ、盛土等が厚くなり、地形が落ち込んでいくのが観察された。調査の結果、土坑2基、柱穴状の中土坑

2基が発見された。

=

8o.種e

調査地点

第21図 四十九里遺跡調査区位置図
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土坑2基は、いづれも調査区中央付近に位置する。 1号土抗は、長径170cm、短径92cmの隅丸方形で深さは

10c皿で、埋土は黒褐色土の単層である。所属時期は、出土遺物に土師器の小片があること、壁土のしまり具

合等から平安時代と考えられる。深さ、周囲の状況から、本来の土抗の深さを維持しておらず、かなりの削

平を受けていたと考えられた。

2号土抗は開口部長径110cm、短径115cmの円形で、深さ40cmである。開口部より底面が広い、いわゆる断

面フラスコ状の土抗で、埋土は5層に分かれ、黄褐色と黒褐色土の混じったものである。縄文時代中期の土

器片が出土している。出土した土器は埋土中から横になって出土し、出土位置に規則性は認められなかった。

時期が明らかなものは、 6の土器で大木8b式期のものである。 3もそれに近い時期のものと考えられる。 2

は、つばが付く土器のつば部分破片であると考えられる。両面ともミガ羊が加えられ、破断面の観察からす

ると貼付部分より剥落したことが分かる。有孔鍔付土器破片の可能性があると推定される。 9は土師器底部

片である。埋土から出土しているが、平安時代以降の削平時に混入したものと推定される。

柱穴状の中土抗は直径30c皿の円形で深さ30c皿である。出土遺物はなく、時期は不明である。

園圏
[三二_二二三二一二≠

1掘上、了5\’R2/2黒褐色、しまり強、砧件ややあり、

炭化物杓子、境的色持上プロノク(両室1-5mm)が少flt否まれる

上銅器が含まれている、

‾、

-〇 一 一一

墓園
0 1 60 1nl

亡臆 :∴∴∴∴ :
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第22図 四十九里遺跡遺構図
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四十九里遺跡 出土遺物観察表

番号 出上道構 出上地区、層位 器 種 外面の特徴 内面の特徴 

1 上覧2 埋上区画l 深鉢 平行、斜位洗練文 ミガキ 

2 t二坑2 埋士区画l つば破片 ミガキ ミガキ 

3 上坑2 現出幻両1 深鉢 純文(Rし)→純化沈雑文、 

炭化物付着 

梯位ミガキ 

4 上覧2 現出大同2 深鉢 縄文(しR)→横位沈線文、 

ミガキ 

ミガキ 

5 上境2 埋土区画2 

丁●寧なミガ羊、 推定底径8cm 

ミガキ 

6 士坑2 理工区画3 深鉢 

隆洗練による渦巻文、 縄文(原体不明) 

炭化物付着 

7 上坑2 理工区画3 深鉢 縄文(Rし) ナチ 

8 上坑2 壇上区画3へ4 深鉢 縄文(RしR)、ミガキ ミガキ 

9 上境2 壇上区画3へ4 土師器饗 ミガ羊、底径8cm ハケメ 

第23図 四十九里遺跡出土遺物
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8 緊急地方道路整備事業関連調査

用袋遺跡(JE18-1026)

所在地;二戸市福田芋川袋地内

事業者;二戸地方振興局土木部

調査期日;平成13年8月6日へ7日(2日間)

遺跡は、 J R東北本線二戸駅の南西約6.7kmに位置し、

安比川右岸の河岸段丘上に立地している。遺跡の標高は

152m前後を測り、現況は畑地及び盛土造成地である。

今回の発掘調査は、平成11年11月の試掘調査において

陥し穴状遺構を1基検出したことから、記録保存を目的

として発掘調査を実施した。発掘対象面積は約6壷で、

発掘調査部分の基本層序は以下のとおりである。第1層:

表土10へ40c皿、第2層:暗褐色土(中撒浮石を含む) 10

へ20c皿、第3層:黒褐色土5へ10c皿、第4層:褐色土

第24図 用箋遺跡位置図

(地山)層厚不明。

発掘調査を行った陥し穴状遺構は平面形が溝状で、断面形はY字状を呈する。規模は開口部の長さが385c皿、

幅が55c皿、底部は長さが355c皿、幅が13c皿で、深さは74c皿である。検出面は第2層上面で、底部は第4層まで

掘り込まれている。

この陥し穴状遺構からは遺物が出土しなかったため構築時期を特定することはできないが、溝状を呈する

形状から、縄文時代の遺構と推定される。

図星輩

褐色色ト ンルト 締まり中

褐色上 砂櫛/ルト 締まり中

黒褐色上 ンルト 締まり佼

持場色上 ンルト 締まり中

略潤色上 砂蹄シルト 締まり密

黒褐色上を′トプロノクで浪人

第25図 川袋遺跡調査区位置図・逼構図
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9 緊急地方道路整備事業関連調査

大向Ⅱ遺跡(J E18「1149)

調査期日;平成13年5月7日へ10日(4日間)

事業者;二戸地方振興局土木部

所在地;二戸市似鳥大向地内

遺跡は、 JR東北本線二戸駅の南西約6kmのところに

位置し、安比川右岸の沖積地に立地する。標高は148m

前後を測り、現況は道路である。

今回の調査は、緊急地方道路整備事業に伴うものであ

る。平成12年度に(珊岩手県文化振興事業団埋蔵文化財セ

ンターが調査を行っているが、現道があったための未調

査部分約220n了について調査を行った。

基本層序は、 1層:黒褐色土(盛土) 35c皿、 2層:黒

褐色土20cm、 3層:径Immほどの浮石を少量含んだ黒

褐色土15c皿、 4層:黄褐色の浮石を含む暗褐色土20c皿、

5層:地山の褐色土となっている。

第26図 大向Ⅱ遺跡位置図

今回の調査では溝跡1条、柱穴状土坑2基が検出されている。

溝跡は、調査区中央付近から北東一南西方向に延びる。幅は80̃100cⅢ前後で、長さは調査区域外と水道管

埋設部分に続くので不明であるが、検出された長さは7mほどである。

柱穴状土抗は調査区の南西側で検出されてい

る。平面形はほぼ円形を呈し、開口部径26c皿、

底部径15cⅢ前後、深さ35cⅢ前後を測る。

遺物は盛土の中から土師器の杯底部片及び須

恵器破片が各1点出土している。

各遺構の埋土から遺物は出土しなかったが、

十和田a降下火山灰が含まれることなどから古

代の遺構と考えられる。

0 1:1000 40m

食≡ヲエゴ
l(西区盛土)

第27図 太向Ⅱ遺跡調査区位置図・遺構図
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10 地域支援道路ネットワーク整備事業関連調査

向沢遺跡(しG43-1012)

所在地;宮古市花輪地内

事業者;宮古地方振興局農政部

調査期日;平成13年7月16日一31日(11日間)

遺跡は、長沢川右岸の低位段丘に接する丘陵縁辺の西

向き緩斜面に立地する。標高は14m程である。現在畑と

なっている箇所を中lいこ遺物が分布し、今回の調査区は

遺跡の西端に近い部分で、水田面と接する位置にある。

現地には作業用仮設道路が既に設置されており、調査

実施に際し、それらの盛土があったので、それらを取り

除く作業から着手した。なお、道路敷地の西側は旧水田

に盛土した部分であるので、当初から掘り下げは行わな 第28図 向沢遺跡位置図

かった。

遺構確認面は2面存在し、 3層上面は近世、 5層上面は縄文前期である。 3層上面では、近世の掘立柱建

物跡1棟、焼土1基が発見されている。 5問× 2間以上の規模で調査区外に延びている。柱穴は直径0.5m程

の大きさのものが多い。付近から近世陶器が出土している。焼土は直径50c皿、厚さ5c皿である。土抗は1.7m

Xl.1mの大きさである。掘立柱建物跡に沿って第6層(マサ土)が南北に分布しており、その配置から整地

したものと考えられた。掘立柱建物跡ピット4壁土から縄文時代前期の繊維土器が1点出土している。おそ

らく5層上面に存在する住居跡の遺物が柱穴掘削に伴い、下層から掘り上げられたものである。

5層上面では、縄文時代前期の竪穴住居跡、陥し穴状遺構1基、ピット2基が発見された。竪穴住居跡は

短径2.3m、長径3.1m以上の大きさで、調査区外に延びている。深さは0.6m程、床面にピットを伴っている。

壁土は2層に分けられ、壁土1は中撤火山灰層である。この層はさらに2つに細分される。住居跡の南側に

小ピットがあるが、 3層上面の近世の掘立柱建物跡の掘方によって撹乱を受けた部分である。出土遺物には

第29図 向沢遺跡調査区位置図
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第30図 向沢遺跡遺構図
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北壁セクション

1舶 盛上、通路敷きに伴うもの。

2屈 唱的色シルト、 10YR3/3、小母様を混入する。しまり中、旧表土である。

3屑 黒褐色シルト、 10YR2/2、しまり弱、粘性弱。

4席∴黒褐色シルト、 10YR2/3、粘土ブロック(随従15へ20cm)を希に混入する、

粘性なし、しまり弱。

5屑 灰褐色上、中細環を混入する。しまり中、粘性なし。

6栖 マサ土、 2.5YR7/6、明黄褐色、秒質シルト。しまり弱、粘性弱。

竪穴状遺構培土1価 中振火山」灰層、上下に細分できる。

上部10YR6/3、にぷい輩橙色、粘性、しまり弱。

下部 25YR8/6、黄色、粘性、しまり鵜

壇上2屑10YR3/2、隷褐色シルト、小角接を含む。粘性なし、しまり弱。

土坑1

二〇
三

1 10YR2/3、隷褐色、シルト、小擦(10%)混入、しまり中。

2 10YR2/2、黒褐色、シルト、しまり中。

3 10YR3/4、暗褐色、ローム(パミス混入) 、擦混入、しまりやや藍

陥し穴状遺構

圏
間

O l.60 1m

」 :∴∴∴∴ :

A
.
e

」 しこ12.600m --」将

竪穴状遺構

D

」臆

∈
8
?
讐
=
」

⊥
∞

1 シルト、 10YR3/2黒褐色。

しまり弱、粘性ややあり。

2 シルト、 10YR3/2黒褐色、小殉懐を含む。

しまりあり、粘性なし。

3 秒質シルト、 10YR4/6掲色、小礁含む。

しまり弱、粘性なし。

4 シルト、 75YR3/′3暗褐色、殿化鋏を含む。

しまり弱、粘性なし。

ピット1

E 12.400m F

ト一 一十

ヽニコン。

1 2.5YR3/1黒褐色、秒髄シルトと。 10YR3/6暗赤色、砂肝シルトが

混じったもの。師宣3へ5emの中瀬火山灰ブロックを若手企む。

ピット2

鱒∴等
1秒節シルト、 10YR3/3暗褐色、小接が比較的多い。

しまり中、拙作弱、拙文時代前期の上勝を含む。

シルト、 2.5YR5/6賞褐色で中瀬火山灰ブロックを含む。

シルト、 10YR2/3黒褐色1二も含む。

しまりあり、粘性なし、削文土器を含む。

2 シルト、 10YR2/2黒褐色、粘性なし。しまりあり。

3 シルト、 10YR3/2黒褐色、相性なし、しまり強、

酸化鉄無機で非常に堅い。

第31図 向沢遺跡遺構図・出土遺物
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縄文前期の土器(大木1へ2式)と石器があるが、全体的に遺物の出土は少なかった。

さらに18m離れた所から陥し穴状遺構1基が発見された。大きさは長さ2.1m、幅1.3m、深さ0.7mで埋土1

層から縄文土器が出土している。

また、住居跡に先行するピット2基が発見された。遺物等が出土しておらず、詳細時期は不明で、縄文時

代前期以前としておきたい。

なお、調査区南側には3ヶ所、深掘り調査区を設け、遺構、遺物の有無確認を行ったが、検出されなかっ

た。遺跡の中心から外れていると考えられた。

堀立柱建物跡

十央←寺

A L=12.800m A’

薗壁面
0 1:60 1m

i∴i∴ 雪

第32図 向沢遺跡遺構図
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11一級河川衣川筋泉ヶ城地区河川等

災害復旧事業関連調査

淵畑遺跡(NE65 - 2360)

所在地;胆沢郡衣川村七日市場地内

事業者;一関地方振興局土木部

調査期日;平成13年5月21日一30日(8日間)

遺跡は、 J R東日本東北本線平泉駅の北西約3血付近

に位置し、北上川支流の衣川左岸の低位段丘に立地する。

標高は73へ74m前後で、南側を東流する衣川との比高

は8へ10mである。現況は道路・畑地である。今回は、

泉ヶ城地区河川等災害復旧事業に伴い面積180壷の発掘

調査を実施した。基本土層は、第1層が表土で層厚25c皿、

第2層が黒色シルトで層厚30へ50c皿、第3層が暗褐色の 第33図 淵畑遺跡位置図

漸移層で層厚5c皿、第4層が黄褐色ロームで最終遺構検

出面である。今回の調査で検出された遺構は、竪穴住居跡9棟、掘立柱建物跡2棟、土坑2基、溝跡1条で

ある。このうち、溝跡1条は、時期決定の資料を欠き、時期の詳細は不明だが、重複する住居跡を切ってい

たことから、縄文時代より新しいものと判断される。他の遺構はすべて縄文時代中期に属し、重複が著しい。

遺構の占地は、段丘縁である南側に向かって緩く傾斜する調査区のなかで、北側はど遺構の密度が低く、段

丘縁の南側はど遺構の密度が高くなる傾向がある。傾斜の度合いは、北側がやや急で、南側ほど緩くなり、

このことが遺構の密度や立地に係わりがあるのかもしれない。以下に各遺構と出土遺物について概要を述べ

る。個々の遺構や遺物のデータはそれぞれの観察表を参照していただきたい。

竪穴住居跡9棟のうち、規模・平面形が把握できたものは5棟で、径3へ5mで円形を基調とする。炉跡

が確認できたものは7棟で、このうち1号・ 2号・ 3号・ 8号(推定)の4棟が複式炉であり、土器埋設部

をとゴー十一一

第34図 淵畑遺跡調査区位置図
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(大木9式土器の深鉢)を伴うものがl棟、石組部を伴うものが3棟である。複式炉と考えられる炉跡の変

遷をみると、石組部十石組部十前庭部(1 ・ 3 ・ 8住)→土器埋設部十石組部+前庭部(2号住)の流れが窺

え、土器を伴わない石組部をもつ複式炉から土器埋設を伴う複式炉へと変化している可能性がある。この複

式炉の形態変化は、岩手県南部における該期の遺跡において広く見られるものであり、矛盾しない。ただし、

埋設土器が大木9式期のもので、若干古い傾向がある。このことは、遺跡が北上川流域においてより南側に位

置することに拠るのではないかと考えられる。次に住居内において複式炉の構築される位置であるが、 4棟

の住居跡いずれも西壁側に複式炉が構築されており、住居内において炉を構築する方向に規則性が読み取れ

る。このことは、これらの住居跡の存続時間がある程度連続していることを意味していると思われる。出土

遺物としては、 1号住居跡の複式炉前庭部の壁土から碗拍片(不掲載)が出土している。また、重複する1

号住居跡と2号住居跡の問で検出された剥片集中遺構は径10× 8c皿の浅皿状のピットに剥片がまとまってい

たもので、貯蔵剥片の可能性がある。剥片は全部で21点あり、石材はすべて頁岩である。剥片に規格性を読

み取ることは難しいが、微細な使用痕を有する剥片が数点ある。位置関係から1号住居跡に伴う可能性があ

る。掘立柱建物跡は、北側と南側で各1棟検出された。 1号掘立柱建物跡は径90c皿の柱穴が柱間3.3mで並ぶ。

柱穴はさらに調査区域外に延びるものと推定され、建物跡全体の構造は確認できなかった。 2号掘立柱建物

跡は、径40へ50c皿の柱穴4本で構成される方一間の建物跡で、柱間2mである。建て替えも確認できる。時

期は、縄文時代中期で、住居跡群より新しい可能性がある。土坑2基は調査区南側で、住居跡と重複して確

認された。時期は縄文時代中期と思われる。

出土遺物は、縄文土器大コンテナ4箱(35,673.7g)、石器大コンテナ1箱(総量28,219.6g、製品72点)、土

製品4点、石製品1点である。縄文土器は67点掲載した。個体復元可能な土器が少なく、全般に胎土が脆く、

摩滅が著しい。大木8 aへ10式期の土器が見られるが、大木8 bへ9式期の破片が多い。遺構の重複を反映

して、混在が多い。石器は、石鍍11点、石錐1点、石匙4点、不定形石器28点、両極石器1点、 R・F2点、日・

F9点、石核1点、石盤1点、擦石10点、凹石2点、石皿1点、台石1点である。剥片石器の石材は概ね頁岩で、

石鑑には黒曜石、不定形石器には赤色頁岩も用いられている。また、黒曜石には母岩や屑片、赤色頁岩の石核

があることから、この地に石材を持ち込んで石器製作を行っていたものと思われる。礫石器の石材は概ね安

山岩で、採石には花崗閃緑岩も用いられている。土製品は、円盤状土製品2点、斧状土製品1点、環状土製

品1点である。石製品は三角形に整形した扁平な石の一端に貫通孔をもっ垂飾りである。

今回の調査範囲は、縄文時代中期中葉から後葉を主体とする集落の居住域であることが判った。居住域は

段丘の縁に沿って調査区の東西方向にさらに広がるものと推定される。

第1表 淵畑遺跡 竪穴住居跡観察表 ( )数値:残存値

No 図版 写図 遁欄名 半面彬 規模(m) 炉の形態 
扉の規模 (cm) 焼上の 厚さ(cm) 

柱穴・紬置 
付属 施設 

周薄 重複(i【1→新) 備考 
遭物 (掲載No) 時代 (細文時代) 

1 35 4 1号住居跡 円形? (5.0)? 披式が 300×140 18 9・壁偉大 
貯蔵 剥片? 

× 

2・6・9住→ 1号仕 
なし 温lへ5 中期後楽 

2 36 3 2号住居跡 ll∫形 5.0×(4.0) 儀式か 290×130 15 4・不明 なし ○ 3別)三→2号住 東側調査区外 持直6-34 中期後葉 

3 36 4 3引初号跡 巨J彬? 5.0? 複式か 200×200 鳥 13・不明 なし ○ 3引l:→2号住 なし No35-37 中期後楽 

4 37 4号住居跡 円形? 4.5以上 地束か1・2 
180×100(1) 150×190(2) 

5 3・雄大? なし × 5号仕と重殺 西側調査区外 No38-48 中期後楽 

5 37 5号住居跡 用彬? 4.5以上 地尿か 125×90 15 不明 なし × 4号住と重複 東側調査区外 温49-55 
中期中葉 ー後葉 

6 36 6号住居跡 用彬 2.3×2.0 地尿か 60 不明 不明 なし × 6号仕→1号薄 東側調査区外 温56 中期 

7 36 7号住居跡 不明 不明 地味か 125×120 20 2・不明 なし × 7号仕→6号住 なし 中期後楽 

8 37 4 8号住居跡 用形 3.5以上 
複式か? (信条旧都) 

70×了0 6 9・不明 なし × 

8号住→ 1号上・9号住 

西側調査医外 No57・58 中畑中葉一 

9 37 4 9号住居跡 用形 ′上5以上 不明 不明 不明 1 なし ○ 8号仕-ン9号仕 I駒胴金区外 甑59 中期中葉一 

ー26「



l号住居跡 ( )数値:残存個
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第35図 淵畑遺跡遺構図1
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寺
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王 l 曇

B

「 し二了3300m

2号1帥!跡 A A’・B B’

剛を∴∴∴∴色調 上作

1 10l’R3I/l 黒褐色 ンルト 絡まり錬

2 10†’R互3 にふい債掲色 ローム 締まり中

3 10l’Rる′13 (こ高、貴潤色 ローム 締まり錬(徴式掴f腰部の埋

e

十一し二了3000m

D

「 し二73 000m

1 10l’R3/4 瑞相色 ンルト 簿去り密∴茂色上部5%
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O 1 80 2m

〇十i∴∴ l l
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C

ト し=了3300m

C’

〇〇一〇」

0 140 1m

雪雪王雪雪∃星星∃呂

了号(持出弥(1 C’

硝化 色月∴∴∴∴上作

1し0l’R3′1黒的色/lし卜 締まり中∴褐色小ブロック合

2 10l’R23 親掲色 ノルト 締まりやや籍∴掲色小ブロック0悦混入

O 1 40 1m

」臆 」 圭

第36図 淵畑遺跡遺構図2
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1号掘据主建物跡

2号掘立柱建物跡( )敵櫛:戒存仰

l号掘立位建物跡

1号棚、質i建物跡 PPl・PP2 A ^

刷音 色増 上竹

1 10l’【i2/2 黒掲色∴秒間ンルト締まり中

騎赤褐色焼上プロリグ3脱混入。

黒的色 ノルト 締まり中 褐色小ブロック1脱混入。

黒褐色 ノルト 輪まり中 凋色小プロソク3脱混入。

2号」薄み

1 10l’R2/’2 照柑色 ンルト締まり密

1号士坑 ノ率

第2表 淵畑遺跡土坑観察表( )数値‥残存値
道筋名 1号上境 

医 版 道開口381遺物i42 

検出 i状況 1ーI層 

重職 灼係 8号仕居跡,1号上坑 

形 状 ・i 郡 

半面 いびつな制IJ彬 

断面 椀彬 

馴I部 180×120ぐm 

虎部 110×65ぐm 

架さ 35ぐm 

阜 黒紺色上 

I● 
I I 緩く湾曲する 

壁 i外側する 

!I .地物 N0.65・-66 

時期 削文i周年中期後薬 

迫楯名 2号上坑 

図版 道榔i38i遺物申2 

検出 .状況 I‖刷 

重 灼係 2号上坑・9号問I一騎, 

形 状 ・I 翻 

半面 筋目形 

断面 梯形 

刷I部 130×110ぐm
i 

氏部 碕X25em 

深さ 31ぐm 

理 紺的色上 

底l i 捻く傾斜する 

華 外傾する 

出 二道物 No.6了 

時期 制文時代中期中葉 

2号掘立柱建物跡

2号堀立-PPl

午」臆了3200m A’

困固
2号掘立-PP2

†上73 20竺」’

三三
2才腕立桂建物跡「PPl.PP2 A」A’・B-B’

脚立 色調 上作

1 10YR3/4 暗褐色 シルト 締まり中。

2 101“R2/3 黒褐色 ンルト 鮨まり中。

3 10YR3/4 瑞相色 シルト 鮨まり中 炭化物1米混入。

A A’
」臆し=73600m 〇一十

‾ニー‾二三‾○○‾‾ /

B B’
「-しこ了3.400m 〇〇十

ユニ

1号薄跡 A-A’・B-B’

冊立∴∴∴∴色調 上陸

1 10l’R2/3 梅暗褐色 ンルト箇まり密。

2 10l’朋/3 暗褐色 シルト 締まりやや藍

3 10l’R5/6 明褐色∴秒押上∴締まり俵

0 上80 2m

雪∃∃∃∃星∃

淵畑遺跡遺構配置図
7 !  !

第38図 淵畑遺跡遺構図4
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第3表 淵畑遺跡 土器観察表

図版 No 掲載 No 

出土地点 層 位 器種 文様(原体)の特徴 
煤の 付着 内面 調整 

胎士 時期 

3 9 1 1号住居跡一炉 壁土 深鉢 【「唇:刻日・突起、日へ:RしR縦→隆洗練 N 2 大木8b 
3 9 2 1号住居跡一炉 前 庭部壇上 深鉢 」l一:Rし縦横斜→洗練 M 3 大木8b? 
3 9 3 1号住居跡一炉 前 庭部埴土 深鉢 口唇:隆帯、胴:しR縦→洗練 M 4 大木9? 
3 9 4 1号住居跡一炉 前 庭部壁土 深鉢 口 :突起、胴:しR縦→洗練 N 2 大木8b? 
3 9 5 l号住居跡一炉 焼士直上 深鉢 胴 :沈線→RしR縦(底部付近) 不明 4 中期 
3 9 6 2号住居跡 北半培土 深鉢 胴 :洗練、環状突起、Rし縦? N 2 中期 
3 9 7 2号住居跡 北半壁上 深鉢 口 :Rし横 不明 4 中期 
3 9 8 2号住居跡 北半壁土 深鉢 口 :しR楼→隆沈線 ー 

M? 2 大木8b 
3 9 9 2号住居跡 壁土1層 深鉢 口 :隆帯 不明 2 大木8b? 
3 9 10 2号住居跡 埋 土1層 深鉢 口 :隆帯、Rし縦 N 3 大木8a? 
3 9 11 2号住居跡 壁上1層炉付近 深鉢 口 :隆帯 M 3 大木9 
3 9 12 2号住居跡 壇上1層 深鉢 口 :隆帯 N 2 大木9? 
3 9 13 2号住居跡 北東培土2層 深鉢 口 :隆帯、胴:RしR縦→隆洗練十装飾 M 2 大木8b 
3 9 14 2号住居跡 壇上2層炉付近 深鉢 口 :隆帯 N? 2 大木8b 
3 9 15 2号住居跡 北東壇上2屈 深鉢 口 :隆帯、胴:洗練(縦位)? 不明 4 大木8b 
3 9 16 2号住居跡 埋土 深鉢 胴 :隆洗練 N 2 大木8b 
3 9 17 2号住居跡 埋 上2屑 深鉢 「1 :隆帯、胴:Rし縦→隆帯・洗練 N 3 大木9 
3 9 18 2号住居跡 北‾ 前埴土2層 深鉢 口 :隆帯 N? 2 大木9 
3 9 19 2号住居跡 北- 肝培土2層 深鉢 口 :鯨文・刺突列、胴:Rし縦→隆洗練 M 2 大木8b 
3 9 2 0 2号住居跡 北東壁土2層 深鉢 胴 :縄文→沈線 N? 2 大木9? 
3 9 21 2号住居跡 壇上2層 手、 鉢 口 :隆帯 ◎ N 2 大木8b? 

i39 2 2 2号住居跡 理臆 土2層 深鉢 口 無文、頸:隆帯 N? 2 大木8b 
3 9 2 3 2号住居跡 壇上2層 深鉢 胴 :Rし縦→洗練 N 2 大木9 
3 9 2 4 2号住居跡 壁土2層 7 鉢 口 隆帯・洗練(キャリバー) N 2 大木9 
3 9 2 5 2号住居跡 南東壁土3層 深鉢 洗練(綴付) N 2 大木8b? 
4 0 2 6 2号住居跡 南東壇上3屑 深鉢 縄文→洗練 N? 3 大木9 
4 0 2 7 2号住居跡 北東壁土3層 深鉢 口 沈線→刺突(縦位) M 3 大木8b? 
4 0 2 8 2号住 ー跡 北東培土3屑 深鉢 口 隆帯 不明 2 大木9 
4 0 2 9 2号住 コ跡 壁土3層 深鉢 口 Rし縦→隆洗練 M 2 大木8b 
4 0 3 0 2号住居跡 理工3層 器台? 脚: RしR縦・透し孔、脚の端部が肥摩しない M? 2 中期 
4 0 31 2号住居跡-PPl 壁土 深鉢 ロー:Rし縦 M 2 中期 
4 0 3 2 2号佳 書跡 壁土 深鉢 底 文様不明 N? 2 中期 
4 0 3 3 2号住 一跡 培土l層炉付近 深鉢 口 隆帯、刺突(縦位) M 2 大木8b 
4 0 3 4 2号住居跡一炉 埋設土器 深鉢 胴 しR縦→洗練 M 2 大木9 
4 0 3 5 3号住居跡 上 深鉢 胴 しR縦→隆沈線 M 2 大木8b 
4 0 3 6 3号住居跡-PP 壇上 深鉢 胴 しR縦→隆沈線 N 2 大本9 
4 0 3 7 3号住居跡一炉 壁土 深鉢 口: Rし横→洗練 ? 

2 大木9? 
4 0 3 8 4号住居跡 壁上 深鉢 = 無文、胴:隆沈線 ? 

2 大木9? 
4 0 3 9 4号住居跡 理「 深鉢 口: 隆帯十貼付、胴:沈線(縦位) ? 

2 大木8b? 
4 0 4 0 4号住居跡 埋 深鉢 胴: しR縦 M 2 大木8b 
4 0 41 4号住居跡 母音 深鉢 胴: しR縦→洗練 N? 2 大木9 
41 4 2 4号住居跡 理臆 深鉢 ロー:しR縦→沈線 ○ ⅣI 2 大木9 
41 4 3 4号住居跡 理臆 深鉢 胴 沈線→しR縦横 ? 

2 大木10 
」1 4 4 4号住居跡 壇上 テ・ 鉢 日 熊文、胴:隆洗練 M 2 大木8b 
41 4 5 4引主席跡 理∴ ) 鉢 「「へ:洗練(縦位) N? 2 中期 
41 4 6 4号住居跡 埋 深鉢 底:文様不明、底面:ミガキ ? 

2 中期 
41 4 7 4号住居跡 埋 深鉢 突起:隆洗練、透し孔、胴:しR縦→隆洗練 ● \」 2 大木8b 
41 4 8 4号住居跡 埋臆 二2層炉付近 深鉢 口: しR縦→隆洗練、4波状? M 4 大本8b 
41 4 9 5号住居跡 埋臆 深鉢 しR縦→洗練 N? 2 大木9 
41 5 0 う号仕 臆章跡 埋臆 深鉢 一:細文→隆沈線 ? 

3 大木9 
41 5l 5号僅差 手跡 束 理工 深 鉢 月 RしR縦→洗練 M 2 大木9 
41 5 2 5号十 属跡 束半壇上 深 鉢 朋 RしR縦→隆洗練 ? 

3 大本8b 
41 5 3 5号住居跡 東半壇上 深 鉢 胴: RしR縦→洗練 .) 

2 大木9 
4l 5 4 5号住Ii ヰ跡 埋: 二炉付近 深鉢 園丁: 随帯・洗練 ? 

2 大木9? 
41 5 5 5号I 屈跡臆PPl 母子 深鉢 胴: RしR縦→隆洗練 M 2 大木8b 
41 5 6 6号I ー跡 埋二 深 鉢 胴: RしR縦 N? 2 中期 
41 5 7 8号仕 一跡 東側壌土 深鉢 日: 無文、胴:Rし縦→沈線・隆帯 M? 3 大木9? 
4l 5 8 8号1 居跡一周滞 埋 深鉢 =: 隆沈線 ? 

2 大木8b 
41 5 9 9号住居跡 埋臆 深鉢 胴: 単絡1(R)縦→隆沈線 N 2 大本8b? 
41 6 0 l号脇立柱建物跡-PP2 埋 深鉢 胴: しR縦 M 3 中期 
4 2 61 1号掘 柱建物跡一PP4 埋二 深鉢 胴: Rし縦・洗練 ? 

2 大木9 

4 2 6 2 l号掘] 柱建物跡-PP4 埋 深鉢 口: 隆帯・縄文? ? 
2 大木9? 

4 2 6 3 l号掘‾ 柱建物跡 PP2 埋 深鉢 凧 しR縦→隆洗練 M 2 大木9? 
4 2 6 4 2号堀立柱建物跡-PP2 壁土 深鉢 凧 Rし縦→隆洗練 N? 2 大木8b 
4 2 6 5 l号上境 壁土 深鉢 厄 輪横部分で剥落 ? 

2 中期 

4 2 6 6 1号上境 埋土 深鉢 月 RしR縦→隆沈線 ? 
3 大木8b 

4 2 6 7 2号上境 壁土 深鉢 財 RしR縦→洗練 ? 
2 大木9? 

凡例

部位の名称、 1「唇:口唇部、口:口綾部、頸:頚部、胴:胴部、底:底部、底面。

煤の付着、 ○:内面に付着。 ●外面に付着、 ◎内外面に付着。

内面調整、 M:ミカキ、 N:ナチ。

胎土、 l :緻密である。

2 :細礫を含まず、砂粒を含む。

3 :細礫・砂粒をわずかに含む。

4 :細礫・砂粒を多量に含む。

施文順序:旧→新
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第4表 淵畑遺跡 石器観察表
( )数値:残存値

No 出土地点 層位 器種 
計測値(cm) 

(g) 

石材 備考 
長さ 幅 厚さ 

l l号住居跡一炉 焼臆 右錬 十干 1.7 0../1 0.7 頁岩 凹基蕪茎錬 

2 1号住居跡-骨子 焼 右鍛 2.0 (l.3) 
0.3 (0.5) 頁岩 田 基無茎錬 

3 l号 椙跡一炉 焼 右鉄 (1.3) 1.5 0.3 (0.6) 貴君 「 基無量鍛 

∴1 l号I 居跡一府 焼 右錬 (2.1) (l.2) 0.5 (0.6) 責苦 基蕪茎鍛 

5 l号 居跡一炉 焼 右錬 (1.5) (L1) 0.3 (0.4) 頁岩 凹基蕪茎鍼 

6 1号住居跡一炉 焼 古鏡? (L9) l.6 0.5 (1,8) 黒曜石 未 製品? 

7 2号住居跡 埋 2屑 右鎌 (1.7) (l.8) 0.4 (1.1) 寅吉 基無茎錬 

8 2号 暦跡一炉 理工 右錬 (1.3) 
l.0 0.3 (0.3) 頁岩 凹壁紙茎鎌 

9 2号 跡一炉 坤臆 右鎌 (1.3) 1.3 0.3 (0.3) 黒曜石 凹基無茎鎌 

10 4号 跡 理士 石錬 2.7 l.4 0.3 0.4 頁岩 凹基無茎錬 

11 4引主宙跡 埋十・ 右錫 3.4 2.0 0.7 2.8 寅吉 凹基無茎錬 

12 試 ト レンチ 壇上 右錐 (こう.4 2.9 0.9 (6.4) 頁岩 錐部欠損 

13 2号 屠跡一炉 理 右匙 7.4 3.0 0.8 18.4 貴君 縦型、刃部:片面加工、師部:両面加工 

1/1 4号 三居跡 理上 石匙 4.9 3.0 0.9 15.3 貴君 縦型、刃部:一個縁に片面加園丁 

15 」号 三I【 跡 埋 石匙 7.8 3.5 0.9 30.8 頁岩 縦型、刃郎:十別線に両面加工 

16 9号 二属跡 埋 石匙 5.7 2.8 0.9 11.7 貴君 縦型、刃部:∴側線に片面加工 

古 2号 三屋跡 理 2層 不定彫石器 (3.5 2.5 0.8 (3.5) 貴著 尖刃 一端に片面加工 

18 2号 居跡 坤臆 2 不定彫石器 (1.8) (2.1) 0.8 (2.1) 頁岩 尖刃 一端に片面加工 

19 2号 居跡 埋臆 2I 不定形石器 (3工) (2.3) 
1.0 (7.6) 頁岩 直刃 一個 縁に片面加工(IR) 

20 2号住居跡 埋十 2 不定彫石器 5.1 2./l L1 13.2 頁岩 .刃 一個 縁に片面加工 

21 2号住居跡 理 2I 不定形石器 (∠上2 3.6 1.2 (12.1) 頁岩 直刃 一個 縁に片面加工 

22 2号住居跡 理工 .2 不定形石器 0.0 3.4 1.0 17.3 頁岩 直刃 一側線に片面加工 

23 2号住居跡 埋 ∴ 不定彫石器 7.2 6.3 1.3 45.6 頁岩 直刃 一個 縁に片面加工 

登1 2号 三居跡 理 ∴‖ 不定形石器 (3.1 l.3 0.6 (2.5) 頁岩 直刃 一個 縁に片面加工 

25 2号 Il 跡 理工2I 不定彬石器 3.9 3.5 0.5 7.5 頁岩 弧刃 一線に片面加工(掻器) 

26 2号 跡 理_臆 _2 不定彬石器 十5 3.1 0.8 8.6 流紋岩 直刃 一個 縁に片面加工 

27 2号 跡 埋 .2I 不定形石器 7.1 3.9 1.1 30.9 流紋岩? 直刃 一個 縁に片面加」二 

28 2号 一跡 理 言 不定彫石器 3.0 1.9 0.7 3.2 頁岩 直刃 一個 縁に片面加工 

29 2号住居跡 上3 不定彫石器 5.2 3.4 1.0 20.2 貴著 し直刃 一個 縁に片面加工 

30 2号住居跡 北西理臆 3屈 不定形石器 1.7 2.6 0.5 2.!l 頁岩 直刃 二伸 縁に片面加工 

31 2号住暦跡 北西埋臆 二3層 不定彫石器 3.2 3.5 1.0 13.7 頁岩 直刃 一一側線に片面加工 

32 2号 括跡 埋 不定彫石器 2./1 2.6 1.0 4.9 頁岩 直刃 二伸 縁に片面加工 

33 2号 屈跡 埋 不定形石器 (3.3) 3.9 0.8 (6.7) 責苦 直刃 一個 縁に片面加工(IR) 

3/1 2号 信 跡 理臆 不定彫石器 5.9 4.2 1.l 35.0 頁岩 直刃 十凧 縁に片面加工 

35 2号 一跡 埋 不定彫石器 5.6 1.7 0.7 7.0 寅吉∴∴i桓 壬刃 朝 縁に片面加工 

36 2号 差 跡 理 不定彫石器 5.1 4.3 0.6 12.1 貴君 直刃 一側線に片面加工 

37 2号 手跡 埋 不定形石器 ・・1.5 6.0 1.2 25.6 頁着 直 刃 一個 縁に片面加工(IR) 

38 4号 l跡 埋 不定彫石器 (3.0 4.7 0.8 (10.7) 寅吉 直刃 一個 縁に片面加工 

39 4号 三屋跡 理 不定彫石器 4.6 3.3 0.6 9.3 頁岩 直刃 一個 縁に片面加工 

/10 5号 士 弱く 理工 不定彫石器 3.0 3.7 l.0 10.0 寅吉 直刃 一個 縁に片面加工(IR) 

41 5号 ’跡 東半理工 不定彫石器 (1.9) (1.9) 0.8 (l.7) 頁岩 直刃 一個 縁に片面加工? 

烏 1号溝跡 周辺 不定彫石器 3.l 3.2 0.9 12.1 頁岩 直刃 二伸 縁に片面加工 

(13 試掘トレンチ 理工 不定彫石器 6.1 0.6 0.7 6.7 頁岩 尖頭器状 

∴1」 試掘トレンチ 理 不定彬石器 2.5 1.7 0.7 3.3 赤色頁岩 直刃:一側線に片面加工 

45 4号住居跡 理 上 両極石器 2.0 2.0 l.3 4.2 黒曜石 二辺 売手の剥離 

46 2号住居跡 埋 右核 了.2 8.3 4.6 272.1 赤色頁岩 

/17 2号I †跡 埋 二2層 石繋? 7.0 1.3 0.6 12.2 粘板岩 両面に擦痕・両端に敲打痕 

48 2号 書跡 北西理工2層 擦石 7.3 7.4 6.5 526.4 安山岩 全面に擦面 

/19 2号 居跡 北西理工3層 擦右 了.4 6.8 5./! 397.5 安山岩 両面に擦面 

50 2号I ー跡 北 【母型土3層 採石 8.9 7.0 5.7 498.5 安山岩 片面・一側線に擦面、片面に窪み 

5l 2号 弱く 坪 土 擦右 11.0 5.8 3.3 326.0 安山岩 片面に浅い敲打痕 

52 4号l 一跡 坤 土 擦右? 7.2 5.9 3.9 178.0 花南関緑掌 一端に敲打痕 

53 4号 屠跡 増 採石? 8.0 7.4 5.5 489.5 安山岩 両面に擦面 

54 4号 居跡 埴 士 採石? 10.8 7.4 4.8 649.9 閃緑岩 両面に擦面 

55 2号掘立柱建物跡-PP 南半壇上 標石 (10.8) 9.6 5.8 (831.8) 安山岩 両面に擦面 

56 1号土坑 東半理工 擦石 (7.5) 7.3 4.1 (344.0) 安山岩 両面に擦面、披熟痕 

57 試掘トレンチ 理工 縁石 10.1 6.3 4.3 390.5 安山岩 両面に擦面 

58 2号住居跡 床恒 凹石 1L6 10.6 6.2 1,106.1 安山岩 片面に円錐状の窪み 

59 2号住居跡 埋 凹右 (8.2) 5.2 4.9 (299.5) 安山岩 片面に円錐状の窪み 

60 3号住居跡一炉 炉 石肌 40.0 36.0 11.0 15,100.0 落籍凝灰山 部分的に縁あり。使用面平坦で披熱 

61 2号住居跡 埋土 台石 29.0 24.0 0.0 6,600.0 安山岩 使用面平坦、敲打による剥離あり 
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13(北東2層黒色土)

萎二〇毒‾
19(北東2層黒色土)

12(ベルト埴土

1層)

16(培土) 17(2層)

21(2層)

20(北東2層黒色土)

23(2層)

第39図 淵畑遺跡出土遺物1
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2号住居跡(2)

3 ○
○
か
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間
閣

26(南西3屑

暗褐色上)

27(北東3層

暗褐色士)

33(埋上l層炉付近)

31(PPl理工)

32(埋土)

」臆臆1i3 芋m
40(机) や謬強

第40図 淵畑遺跡出土遺物2
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4号住居跡(2)

亡畳ク
46(ベルト壁土)

45(培土)

48(壇上2層炉付近)

5号住居跡

第41図 淵畑遺跡出土遺物3
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71(4住壁上)

第42図 淵畑遺跡出土遺物4

第5表 淵畑遺跡 土製品観察表

図版 No, 掲載 No. 

山上地点 唐竹 種別 
計測値(cm) 

重量 (g) 内面 調整 

胎土 文様(原体)の特長・備考 時期 
長さ 幅 厚さ 

42 68 1号住居跡 壇上3層 円盤状十製品 4.0 4.1 0.9 15.4 不明 3 摩滅著しく文様不明・胴部破片 中期 

42 69 1号住居跡 壇上3層 円盤状上製品 (4.0 4.1 0.7 (9.6) 不明 3 しR縦→隆沈線、周縁研麿、胴部片 中期 

42 70 4引主席跡 理工 斧状士製品 (7.5 (4.4) 2.4 (87.0 N? 4 蕪文、両面に縦方向の擦痕、凸凹有り 中期 

42 7l 4号住居跡 押上 環状土製品 (4.0) 

ー 
1.9 (13.7) N? 4 外周に太い沈線が巡る。直径7へ8cm? 中期 

凡.例

内面調整、 M:ミガキ、 N:ナデ、 -:なし

船上、 1 :緻密である。

2 :細礫含まず、砂粒を含む。

3 :細礫・砂粒をわずかに含む。

3 :紙礫・砂粒を多量に含む。

第6表 淵畑遺跡 石製品観察表

図版 Nα 掲載 No 

出上地点 屈伸 種別 
訂潰I」値(cm) 

(g) 

石材 文様(原体)の特長・備考 時期 
長さ 幅 厚さ 

42 72 占号住居跡 
壇上 ⊥ 

二的彫右製品 3.6 3.6 0.8 15.2 流紋岩 垂飾り、一端に両側から穿孔、両面に旅寝 中期 
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12 山本川筋山本地区通常砂防事業関連調査

遺跡(MF91-1028)

所在地;江刺市米里芋山本地内

事業者;水沢地方振興局土木部

調査期日;平成13年5月28日へ29日(2日間)

遺跡は、 J R東日本東北新幹線水沢江刺駅の北東約16

kmに位置し、山本川左岸の小規模沖積地に立地する。

標高は270m前後であり、現況は畑地・水田・宅地であ

る。

今回の発掘調査は通常砂防事業に伴うもので、河出の

流路拡幅に伴い、遺跡範囲が削平されるため、調査を実

施した。同時業に係る前年度の試掘調査の結果、遺物包

含層が確認されていた範囲を発掘調査した。調査は約 第43図 MF91-1028位置図

100n字である。

基本層位は第1層;表土、シルト、層厚は15̃20c皿で、縄文土器が若干含まれる。第2層;暗褐色土、シ

ルト、層厚25-35c皿、縄文土器を含む、第3層;黄褐色土、砂礫層(地山)、層厚不明、礫を多数混入する。

調査の結果、調査区の東側で縄文時代前期から中期の遺物包含層が発見された。包含層は層厚35c皿で、包

含される土器はそれ程多くなく、小破片が多い。出土遺物は底部片、口綾部・体部片、円盤状土製品がある。

1は底部片で、 2は縄文前期、 5は縄文中期、大木9式期のものである。 6は作り、調整が雑なもので、直

径3c皿である。

遺構検出は2層中及び3層上面で行ったが、全く検出されなかった。遺跡の主体部は調査区の南側にある

ものと推定される。

第44図 MF91-1028調査区位置図
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遺跡は山本川と人首川が合流する場所に近い所に立地している。大きく見ると人首月Iの上流域に位置して

おり、当時の縄文集落としてもかなり標高の高い場所であると言える。この周辺を含め、市内の遺跡詳細分

布調査が進んでいないため、詳しい状況は不明であるが、江刺市東部の山間部にはかなりの数の縄文集落が

あったものと推定される。伊手地区の久田遺跡は縄文後期中葉を中心とする集落であることが(財)岩手県

文化振興事業団埋蔵文化財センターの調査によって明らかとなっている。

これに対し、江刺市西部の沖積平野部には弥生・平安時代を中心とする集落が多数発見されており、弥生

時代、もしくは平安時代以降に大きく開発された地域とみることができる。つまり集落の分布も大きくみて、

東部の山間部から西部の平野部へと移動したことが窺える。

江刺市東部はこれまで発掘調査が実施されることが少なかったが、これは大規模開発が市西部の沖積平野

に集中していたため、弥生時代、平安時代の集落跡の発掘調査が目立っていた。今後、市内全域の調査が進

展すれば、時代ごとの集落跡の変遷が把握できるものと考えられる。

圏
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第45図 MF91鵜1028遺構図・出土遺物
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13 地方特定道路整備事業関連調査

新規遺跡(しF77-0265)

所在地;下閉伊郡川井村大字江繋第8地割地内

事業者;宮古地方振興局土木部

調査期日;平成13年11月26日へ27日(2日間)

本遺跡は、 J R山田線陸中川井駅の南約7.5血に位置

し、薬師川に沿って伸びる丘陵尾根の裾部に立地してい

る。調査区の標高は、 297m前後を測り、現況は原野・

畑地である。今回の調査は、緊急地方道路整備事業に伴

うものである。今回の調査地は、平成12年10月に一度試

掘調査を実施しているが、重機が入れない状況のため人

力による調査だったことにより今回再調査を実施した。

今回の調査では、道路新設部分を対象に、幅130c皿、 第46図」F77-0265位置図

長さ4m程のトレンチを9本設定した(Tl -9)。

調査の結果、調査区西側に設定したT3とT9で、焼土が検出された。 T3で検出された焼土1は、 25cⅢ

×18cm程の不整形を呈するものである。焼土2は、 65cmx50c皿程の規模で、平面形は不整楕円形である。 T

9で検出された焼土3は、 60c皿x50cⅢ程の不整楕円形を呈する。焼土2と焼土3については、焼成状況は良

好であり、住居跡の炉跡等の恒常的に火を使用した痕跡と推定される。焼土1については、焼土2 ・ 3と比

べると規模も小さく、焼成も弱いことから、住居跡の炉跡の可能性は低いが、焼土2に近く、その真北に位

置することから、同一住居内の何らかの関連施設であったことが推測される。

各焼土の周辺からは遺物は出土しなかったため、焼土の時期は不明である。焼土2 ・ 3が住居跡の炉跡で

あったとすれば、後年住居跡の大部分が削平されたために、周辺に生活の痕跡が残らなかったものと推測さ

れる。また、他のトレンチからも遺物は一切出土していなかったことから、今回の調査箇所の時期について

も不明である。
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14 交通安全施設等整備事業関連調査

田中遺跡(MF43-2127)

所在地;遠野市綾織町上綾織字田中地内

事業者;遠野地方振興局土木部

調査日;平成13年9月10日へ18日(7日間)

遺跡は、 J R釜石線岩手二日町駅の北北東約0.8kmに

位置し、遠野盆地の北西斜面に立地する。調査区の標高

は255m前後を測る。現況は原野であるが、以前は畑地

として利用されていた時期がある。

今回の発掘調査は交通安全施設等整備事業に伴うもの

で、平成7年に試掘調査を行った際に、焼土が検出され、

住居跡の存在が予想される部分について調査を行った。

基本土層は、第1層は表土で層厚20へ40c皿、第2層は 第48図 日中遺跡位置図

小礫の混入する黒褐色土で層厚20c皿、第3層は黒色土で層厚20へ40c皿、第4層は黄褐色土の砂質の地山であ

る。

調査の結果、検出された遺構は溝状遺構6条、土坑2基、柱穴状土坑28基である。溝状遺構は、幅30-

75c皿、深さは12へ20c皿で、長さは調査区域外に続くため不明である。 6条のうち、東西方向に延びるものが

l条、南北方向に延びるものが4条、東西方向から南北方向に曲がるものが1条である。土抗は2基検出さ

れ、土坑1は径1.5m以上、深さ32c皿で、楕円形を呈するものと推定される。土坑2は溝状遺構4と重複してい

るため詳細は不明だが、径68c皿、深さ14c皿で、楕円形を呈するものと推定される。いずれの土抗も断面形は

浅皿状を呈する。柱穴状土抗は、平面形が円形基調で、規模は径30-50c皿、深さ20へ60cmである。このうちP

Plへ6は東西方向に並び、間尺が1.3へ1.9mで、建物跡と考えられる。 PP3 . 5には径15cmほどの柱痕跡が

残っており、断面形はいずれも四角形で面取りがなされている。時期は近世以降と推定される。

今回の調査では、遺物は土師器・須恵器が出土したが、遺構には伴うものではなかった。なお、試掘調査

で検出された焼土は、現地性のものではなく、落ち込みの壁土に炭化物と焼土粒が少量混じるものであった。
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15 八戸大野線軽米町大道口地区

道路改良事業関連調査

大道口遺跡(IF65-2166)

所在地;九戸郡軽米町上舘43番地

事業者;二戸地方振興局土木部

調査期日;平成13年 6月25日、 7月12日(2日間)

本遺跡は、軽米町役場の東南東約8.7kmに位置し、丘

陵の東緩斜面に立地している。遺跡の標高は285m前後

を測り、現況は主に畑地である。

今回の調査は、平成10年度の試掘調査で遺構の存在が

予想されていた道路拡幅部分について試掘調査を実施し

た。前回の試掘調査において遺構の存在が予想された道

路東側の部分と、前回試掘調査を行っていない道路西側 第51図 大道口遺跡位置図

の部分に17本のトレンチを設定した(TlへへT17)。

調査の結果、遺構の存在が予想された道路東側の部分では、 T 2で土器片が出土したものの、遺構は検出

されなかった。この箇所については、本来遺構が存在した場所の可能性があるが、以前の現道建設の際に削

平を受けてしまった可能性がある。

一方、道路西側のT17で土抗がl基検出された。 4層の南部浮石上位層で検出されたこの土抗は、平面形

が円形で、断面形はビーカー状を呈していた。規模は開口部が径130cm、底部が径100cm、深さは65cⅢ程であっ

た。底面は7層八戸火山灰層を掘り込んでいた。壁土は黒色を呈し、南部浮石粒を少量含むものであった。

南部浮石主体の壁の崩壊土もあり、自然堆積による土層と判断した。この上坑からは遺物は出土しなかった

ことから、構築時期は特定できないが、付近から縄文土器片が出土しており、縄文時代の貯蔵施設等に使用

した遺構と推定される。

第52図 太通日遺跡調査区位置図・遺構図・出土遺物
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16 共同利用型研究開発施設整備事業関連調査 ツ

菓子V遺跡(KE76-1221)隣接地

所在地;岩手郡滝沢村滝沢字巣子地内

事業者;岩手県地方振興部科学技術課

調査期日;平成13年10月11日̃12日(2日間)

調査区域は、 JR東日本東北本線滝沢駅の西約1 kmに

位置し、岩手火山を供給源とする火山灰台地上の緩斜面

に立地している。調査区域の標高は253m前後を測り、

現況は岩手県畜産試験場の牧草地である。菓子V遺跡は

今回の調査区域の西側に隣接しているが、遺構が検出さ

れたことから遺跡の範囲は、今回の調査区域まで拡大す

るものと考えられる。

今回の調査は共同利用型研究開発施設整備事業に伴っ

て、平成13年5月8日に建設予定地の試掘調査を実施し

第53図 菓子Ⅴ遺跡隣接地位置図

たところ、陥し穴状遺構が2基検出されたことから、記録保存を目的として実施したものである。発掘調査

面積は2箇所の合計が約16n子で、調査区の基本層序は以下のとおりである。第1層:表土10c皿、第2層:黒

褐色土20cm、第3層:灰褐色土(生出スコリア) 20cm、第4層:暗褐色土20cm、第5層:褐色土30c皿、第6

層:橙色柳沢パミス10c皿、第7層:黄褐色土40c皿以上。

検出され、精査を行った遺構は、陥し穴状遺構2基である。事業予定地東側で検出された陥し穴状遺構1

は、平面形が溝状で、断面形はT字状を呈する。規模は開口部の長さが350c皿、幅が50c皿で、底部の長さは

370c皿、幅は13c皿、深さは95cⅢ程である。検出面は第5層上面で、底部は第7層まで掘り込まれている。この

陥し穴状遺構の底部は、南北側が開口部より10cⅢ程外側に広がる。事業予定地中央部付近で検出された陥

し穴状遺構2も平面形は溝状で、断面形はT字状を呈するものである。規模は開口部の長さ360c皿、幅75c皿、

第54図 菓子V遺跡隣接地調査区位置図
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底部の長さは335c皿、幅20c皿で、深さは70cⅢ程である。検出面は第5層上面で、底部は第7層上面に形成され

ている。どちらの陥し穴状遺構も長軸はほぼ南北方向を向いている。いずれの陥し穴状遺構からも遺物の出

土はなく、遺構の構築時期は不明であるが、陥し穴状遺構の形状から縄文時代の遺構と推定される。

今回の調査区域の北側は岩手県立大学の敷地となっており、大学校舎を建設する際の発掘調査においても

今回の調査で検出されたものと同様の陥し穴状遺構が見っかっている。このことから、この付近一帯が縄文

時代に狩場として利用されていたと推定される。
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第55図 菓子Ⅴ遺跡隣接地遺構図
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17 土地改良総合整備事業太田西部地区関連調査

上平遺跡(しE25-0012)隣接地

猪去館遺跡(しE25-0016)隣接地

所在地;盛岡市猪去字上平地内

事業者;盛岡地方振興局盛岡農村整備事務所

調査期日;平成13年3月14日へ15日(2日間)

両遺跡は、 JR東北本線盛岡駅の西約6.5kmに位置し、

雫石川の中位段丘(砂礫段丘)と、その北側及び東側に

広がる扇状地に立地している。調査区域の標高は140へ

146mを測り、現況は水田である。

今回の調査は土地改良総合整備事業に伴うもので、昨

年度試掘調査を行ったところ遺構が検出された2つの遺

跡の農道拡幅部分及び水路部分について、遺構確認調査 第56図 上平遺跡隣接地・猪去館遺跡隣接地位置図

を実施したものである。

調査の結果、確認された上平遺跡の基本土層は、以下のとおりである。第1層:表土(耕作土) 25c皿、第

2層:暗褐色土(上位に十和田a降下火山灰が厚さ3へ5c皿で水平に堆積) 35c皿、第3層:黒褐色土15へ25c皿、

第4層:褐色土(地山)層厚不明。上平遺跡では、第3層下位から第4層上位において竪穴住居跡13棟、土

坑4基を検出した。検出された住居跡は重複が激しく、また全般的に遺構プランが不明瞭であるため、平面

形・規模は推測の域を出ないものが多い。土抗は住居跡と重複するものもあるが、比較的遺構プランが明瞭

である。遺物は住居跡・土抗から縄文時代晩期の土器が出土している。出土遺物から推定して、検出された

遺構の時期は、全て縄文時代晩期と推定される。

猪去館遺跡で確認された基本土層は以下のと

おりである。第1層:表土(耕作土) 20-30c皿、

第2層:黒褐色土10c皿、第3層:褐色土25c皿、

第57図 上平遺跡隣接地調査区位置図・遺構配置図

一45-



第4層:暗褐色土18c皿、第5層明黄褐色士(地山)層厚不明。猪去館遺跡では第5層上面で竪穴住居跡3棟

(平安)、土坑3基、柱穴状土坑3基、溝跡2条を検出した。竪穴住居跡は調査区北側において検出された。

出土遺物等から平安時代の遺構と推定されるが、残存状態が悪く、遺構プランは全般に不明瞭である。土坑・

柱穴状土坑・溝跡については、遺構プランは比較的明瞭であるが出土遺物がなく、時代を特定することはで

きない。遺物としては平安時代の土師器が少量出土したほか、弥生時代の土器が数点と石皿が1点出土して

いる。

仁と2号

上坑2号

薄1号 上境1号

3(住居跡3号)

O l:1500 30m

雪 ! ∴ i

2(住居跡3号)

4(住居跡3号)

O l:3 10ぐm

I I 」

第58図 猪去館遺跡隣接地調査区位置図・遺構図・出土遺物
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Ⅱ 試掘調査





1 一般国道4号水沢東バイパス関連調査

杉の堂遺跡(NE27-0100)

所在地;水沢市神明町地内

事業者;国土交通省東北地方整備局岩手工事事務所

調査期日;平成13年6月12日

本遺跡は、 J R東北本線水沢駅の東約1.5kmに位置し、

北上川右岸の胆沢扇状地の水沢段丘上位面に立地する。

調査地の現況は主に畑地で、北側は宅地として利用され

ていた。今回の試掘調査では、今回の事業予定地内に12

箇所の南北方向のトレンチを設定した(Tlへ12)。

竪穴住居跡はT2.T9.Tllで検出した。 T9で確

認した竪穴住居跡は、一辺5m程の方形のプランで、壁

土に多量の土師器片を含むものであり、遺物から平安時 第59図 杉の堂遺跡位置図

代前期の住居跡と推定される。 T2とTllで確認した竪穴住居跡も、埋土中の遺物から同様の時期と推定さ

れる。また、 Tl ・ 2で検出した溝跡については、遺構埋土上部に水性堆積の灰白色火山灰層があり、検出

された竪穴住居跡との関連が考えられる。

T12の南側では、大規模な竪穴状の遺構を検出した。遺構の形状や埋土の状況から平安時代の住居跡とは

明らかに異なるものである。平面規模は長軸10m程の長方形を呈しており、遺構の東側に溝が2本とりつく

形になっていた。壁土は黒褐色シルトを主体とするもので、検出面の埋土の一部から手づくねかわらけと常

滑産陶器片が出土している。手づくねかわらけは、平泉の12世紀後半の遺構から出土するかわらけときわめ

て類似するものである。この竪穴状遺構の南側に比較的大きな掘方をもっ柱穴群を検出しており、この遺構

と同時期の掘立柱建物跡が存在する可能性がある。

平安時代前期の遺構は、重複が少なかったが、調査区東側で遺構が比較的密に存在しているようである。

(平成14年度本発掘調査予定)

第60図 杉の堂遺跡調査区位置図
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2 胆沢ダム建設事業関連調査

大滝水上遺跡(NE22「2286)

所在地;胆沢郡胆沢町若柳字慶存

事業者;国土交通省東北地方整備局

胆沢ダム建設事務所

調査期日;平成14年8月29日へ9月28日(16日間)

遺跡は、 J R東日本東北本線水沢駅の西約20kmに位

置し、胆沢川によって形成された河岸段丘の高位段丘上

に立地している。調査区の標高は285m前後を測り、現

況は山林及び荒地(以前は畑地・果樹園として利用され

ていた)である。

今回の調査は、胆沢ダムの建設に伴ってダムの堤体材

料となるコア材(材)を採取する工事を行うにあたり、

事業予定区域内の保安林の指定を解除する必要があるた

第61図 太清水上遺跡位置図

めに実施した。調査対象面積は14,800n了である。なお、調査区域東側及び南側に隣接する区域については、平

成12年度より(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが発掘調査を実施しており、これまでに竪穴

住居跡(住居状を含む) 61棟、土坑148基、陥し穴状遺構26基、焼土跡13基、溝跡1条などが検出されている。

今回の試掘調査では、調査区域内の任意の地点に、立ち木をさけながら幅約1.8m、長さ3へ18mのトレン

チを50本設定した。

調査区の基本土層は、以下のとおりである。第1層:表土(森林土) 10へ15cm、第2層:暗褐色土20へ25cm、

第3層:黄褐色土(地山)層厚不明。

試掘調査で検出された遺構は、竪穴住居跡4棟、土坑26基、陥し穴状遺構6基、溝跡3条、焼土跡1基、

柱穴状土坑27基である。調査区域東側のT48へT50においては竪穴住居跡と推定される暗褐色土の広がりが

検出された。この地点に隣接する埋蔵文化財センターの発掘調査区域では、平面形が長方形(隅丸長方形も

含む)で長軸の長さが10へ20mの大型の住居跡が、円形の遺構空白地帯を取り囲むように配置される住居群が

確認されており、今回検出された住居跡もこの集落の一部と推定され、規模と形状も同様のものと考えられ

る。住居跡の時期は、出土した土器の形式から縄文時代前期後葉と推定される。また、 T46・ T50では、他

に4箇所で遺構と推定される暗褐色土の広がりが検出されており、円形の住居跡あるいは大型の土抗の可能性

がある。

上境はT3.T7.T18.T22.T26.T28.T29.T31.T36.T40.T41.T42.T45.T48におい

て検出された。ほぼ調査区域全域に渡って検出されているが、調査区域の西側に向かい、住居群から遠ざか

るにしたがって少なくなる傾向がある。土抗の形状は平面形が円形を呈するものが多く、径は1-1.5m程で

ある。

陥し穴状遺構はT9. T30. T34. T44. T46で検出された。形状は溝状を呈するものが多いが、長楕円形

を呈するものもT34で1基検出されている。溝状の陥し穴状遺構の規模は幅が70cm前後で、長さはトレンチ

外に続くため不明であるが、 3m前後と推定される。
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溝跡はT16・ T17で検出されているが、現地表面からも窪みが確認できる部分があり、 T15で近代の炭窯

と推定される炭化物の広がりを検出していることから、この溝跡も近代のものの可能性がある。溝跡の幅は

50cm前後である。 T25で検出された焼土も表土直下に薄く形成されている状況と炭化物の残存状況から近代

の炭窯の可能性が高い。なお、本遺跡の西側に隣接する「なめだけI遺跡」の試掘調査においても近代のも

のと推定される炭窯が1基検出されている。

柱穴状土抗は、 T5. T9.T45. T46. T47で検出された。特にT45へT47では集中して検出されてお

り、竪穴住居跡群との関連が推定される。柱穴状土抗は円形のものがほとんどで、規模は径が20̃30cmであ

る。

遺物は縄文土器が住居群のある調査区域東側を中lいこ出土しているが出土量は少ない。縄文土器は前期後

葉のものが主体である。また、 T7より石槍が1点出土している。

これらのことから、今回の調査区域の東端部分には、発掘調査で検出されている円形に配される竪穴住居

群を構成する住居跡が多数存在し、調査区域中央部付近には土坑群が形成されている可能性が高い。 (平成14

年度本発掘調査予定)



3 北上川上流改修砂鉄川直轄床上浸水対策

特別緊急事業関連調査

河崎の柵擬走地(OEO9-1099)

所在地;川崎村針山地内

事業者;国土交通省東北地方整備局岩手工事事務所

調査期日;平成13年5月22日

遺跡は、 J R東日本大船渡線陸中門崎駅の南1.8kmに

位置し、砂鉄川左岸の河岸段丘縁に立地している。

現況は畑・住宅等で、標高は20m前後である。

遺跡は、天喜4年(1056)に安部貞任の軍勢が源頼義

の軍勢を迎え撃っため設けられた河崎の柵の擬走地とさ

れている所である。

今回の試掘調査は、平成12年度より継続している上記 第63図 河崎の柵擬定地位置図

事業に伴うもので、昨年12月に試掘調査が実施できなかっ

た箇所を中心に実施した。

基本層序は川寄りの標高の低い箇所では次のようになっている。第1層、耕作土、層厚25cm。第2層、褐

色砂質土、層厚50cm。第3層、褐色砂質土、層厚20cm、炭化物混入、遺構確認面。第4層、褐色砂質土、層

厚40cm。第5層、褐色砂質土、層厚不明、縄文土器が出土している。

一方、県道寄りで標高の高い箇所では次のような層序になっている。第1層、耕作土、層厚23cm。第2層、

茶褐色土、層厚48cm。第3層、黄褐色砂層、遺構確認面である。

全体を見通してみると、局所的に存在する地層があり、層の堆積は単純でないことは明らかである。

トレンチ1から縄文土器、炭化物、トレンチ2・3からは竪穴住居跡2棟、土坑5基、焼土2基、トレン

チ5では土坑1基、焼土1基、トレンチ6からは柱穴2基、トレンチ9 ・10では土抗が計6基発見された。

なお、トレンチ7、 8を入れた畑は、長芋栽培のためのトレンチャ一により一部撹乱を受けている。遺構確

認面は標高差、出土遺物から平安以降と縄文時代の2面存在する。縄文時代の面は地表から1.3m以上下がる

ようである。何れの遺構も砂地を掘り込んだものであり、非常に崩れ易く、埋土は地山より若干色調が黒色

を呈している傾向があった。

試掘調査の際、 T4からT 7の間を通り、北上川に直行する農道の中央からビニール袋3袋分の土師器片、

須恵器片を採取した。農作業時に障害となる礫と共に畑地から投げ捨てられたものと思われる。試掘調査で

平安時代の遺構が確認されているので、その埋土上部に含まれていた遺物と推定される。

平成12年度以降の調査成果、今回の試掘調査結果からすると、この遺跡は大きくみて、縄文時代、弥生時

代、平安時代から中世、近世の4時期に大別されることが判明した。

前回の試掘調査結果と合わせると、川から遠ざかり、標高が高くなる程、遺構の密度が高くなり、遺構確

認面が2面存在することが指摘できる。 (平成14年度本発掘調査予定)

一邸題∃



第64図 河崎の柵擬定地調査区位置図
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4 地方特定道路整備事業関連調査

蔵屋敷遺跡(ME64喜0148)

所在地;北上市和賀町長沼地区

事業者;北上地方振興局土木部

調査期日;平成13年5月24日

本遺跡は、 J R北上線藤根駅の南西約1.Ok問に位置し、

和賀川左岸の河岸段丘縁辺部に立地している。遺跡の立

地する低位段丘は、和賀川両岸に典型的に発達し、縄文

時代から古代にかけて数多くの遺跡が確認されている。

特に本遺跡の西側には国指定史跡江釣子古墳群の中の長

沼古墳群が隣接している。遺跡の現況は、宅地・水田・

畑地・山林であり、標高は88m前後である。今回の調査

は、県道拡幅工事に伴うものであったが、歩道用地部分 第65図 蔵屋敷遺跡位置図

が未買収地であったため、県道に隣接する墓地改築範囲を含め調査対象とした。調査に入った段階で、既に

基地が移転しており、一部褐色の地山が露出する状況であったので、墓地改築範囲を中lいこ遺構検出を行っ

た(Tl)。

調査の結果、トレンチ北側の褐色土上面で、方形の竪穴住居跡の一部を検出した。埋土は、しまりのない

黒褐色シルトで、土師器片と炭化物粒が含まれていた。埋土に含まれていた土師器片は、ロクロによる土器

であり、平安時代前期頃の時期が想定される。遺構を検出した面は、過去の墓地造成時に削平を受けており

本来は褐色地山面の上位層である黒色上層中から遺構が掘り込まれていた可能性が高い。

今回検出した住居跡は、北側の歩道用地に延びていくと推測されるが、検出状況から住居跡は複数切りあっ

ている可能性も考えられる。また、調査地の西側に細長く延びる山林は地形的に当該期の遺構が多く遺存し

ている可能性が高い。 (平成14年度本発掘調査予定)
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第66図 蔵屋敷遺跡調査区位置図
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5 地方特定道路整備事業関連調査

雲南遺跡(NF78-1214)

所在地;陸前高田市小友町字雲南地内

事業者;大船渡地方振興局土木部

調査期日;平成13年11月16日

本遺跡は、 J R大船渡線小友駅の西約2kmに位置し、

広田湾沿いに発達した丘陵の北東向き斜面に立地してい

る。調査区の標高は15m前後を測り、現況は畑地・水田・

山林である。今回の調査は、地方特定道路整備事業に伴

うものである。今回の調査では、道路新設部分を申Jいこ

幅160c皿、長さ4へ8m程のトレンチを5本設定した

(T lへ5)。なお、調査地は現況の畑から多量の土器が

露出する状況で、埋蔵文化財が集中的に存在している可 第67図 雲南遺跡位置図

能性が高いと判断したため、遺構保護のため中心部分へのトレンチを設定せず、調査区両端にのみ設定した。

調査の結果、南側に入れたT lへ3で縄文時代前期を中心とする土器が多量に出土した。 T3では、表土

直下で焼土と火山灰層(中搬火山灰)が検出されているが、遺物の出土状況からみて、この焼土については

住居跡に伴う遺構の可能性が高い。北側に入れたT4 ・T5では、明確な遺構は検出されなかったが、検出

面よりも上の層で土器片が出土している。

今回の遺跡に係る事業予定地内では、多量の土器片や石器類を表採することができる。平成12年度に陸前

高田市教育委員会が、事業予定地の一部を発掘調査した際には、重複する土抗等の遺構や、火山灰層に挟ま

れた形で遺物包含層を検出していることから、事業予定地内にも多数の遺構・遺物が存在するものと推定さ

れる。

第68図 雲南遺跡調査区位置図
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6 -般国道456号関口地区地域活性化支援道路

整備事業関連調査

員の淵工遺跡(MEO7-0167)

所在地;石鳥谷町関口地内

事業者;花巻地方振興局土木部

調査期日;平成13年1月31日(水)

平成13年5月11日(金)

本遺跡は、稗貫川右岸の河岸段丘上に立地しており、

J R東北本線石鳥谷駅から南東に約4kmに位置してい

る。標高は86へ90mで、現況は水田及び果樹園となって

いる。

試掘調査の結果、基本層序は次のようになっている。

第1層、表土、耕作土、層厚10へ20cm。第2層、黒色 第69図 貝の淵I遺跡位置図

シルト、層厚10-40cm、第3層、暗褐色土、漸移層、層厚0へ5cm、第4層、黄褐色土、地山、層厚0へ

10cm、第5層、砂礫層、層厚不明。第4層上面が遺構検出面である。

試掘トレンチは事業予定地内に計30本設定した。その結果、 T19以南では遺構、遺物とも発見されなかっ

た。 T19では竪穴住居跡が2棟発見され、大きさがそれぞれ4m、 2mほどの方形であること、埋土中からロク

ロ成形の土師器が出土したことから平安時代のものと推定される。この2棟が1mほどしか離れていないこと

から、異なる時期のものと考えられる。

T20、 23、 25、 27においても遺構が検出された。 T20では竪穴住居跡1棟が発見され、埋土中に火山灰と

推定されるものが混入し、ロクロ土師器も含まれていた。 T23では竪穴住居跡1棟と土抗が発見された。 T2

5では、竪穴住居跡1棟が確認され、径4m前後の大きさである。北西隅で焼土も確認されており、カマドの可

能性がある。 T27でも竪穴住居跡が確認された。径は3m以上と推定された。

以上の結果、この遺跡は平安時代の集落であることが判明した。住居跡も約20棟ほどと見込まれ、この地

区の拠点的な集落と考えらる。今回の事業予定地ではないが、国道西側果樹園から縄文土器が出土しており、

付近には縄文時代の遺構も存在するものと推定される。 (平成14年度本発掘調査予定)

第70図 貝の淵I遺跡調査区位置図
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7 地域活性化支援道路整備事業・

新交流ネットワーク道路整備事業関連調査

館遺跡(N F14-0159)

所在地;住田町世田米字小股地内

事業者;大船渡地方振興局土木部

調査期日;平成13年5月10日、 11月15日

平成14年1月30日(3日間)

遺跡は、住田町世田米にある住田町役場の北西約6km

付近に位置し、大股川と小股川に挟まれた丘陵斜面に立

地する。標高は180̃190m前後を測り、現況は高位面が

水田・畑地、低位面が宅地である。遺跡は東向きの斜面

となっている。今回は、地域活性化支援道路整備事業に

伴い、事業予定箇所が遺跡の範囲内であることから試掘 第71図 館遺跡位置図

調査を実施した。調査範囲は、平成13年度に埋蔵文化財センターで本調査した2,500壷の山寄りの西側を除く、

北側・東側・南側で、調査区域外にさらに遺構が広がる可能性があるため調査を実施したものである。

調査は、幅1.7mの試掘トレンチ31本を設定した。基本土層は、第1層は耕作土で層厚20̃80c皿、第2層は

黒褐色土で層厚20c皿、第3層は暗褐色土で層厚10cm、第4層は黄褐色土で層厚30cm以上、第5層は基盤層で

ある。 T lへ5及びTllへ14では、耕作土直下が黄色土の地山で、水田造成時に削平を受けており、遺構・

遺物は確認できなかった。 T6へ9では、 T8で土抗、 T9で焼土・土坑・柱穴状土境が4層面で検出された。

周囲の状況から焼土は住居跡の炉跡の可能性もある。畑地に設定したTlOでは、遺構・遺物は確認できなかっ

たが、畑地とした際の盛土と東側に向かって傾斜する本来の地形を確認している。なお、この田畑の東側に

ある宅地は岩盤を2へ2.5mの深さで掘削し、平坦地を確保している。切土された断面には表土下-

30c皿の地点で土器埋設炉を確認しており、水田西側の畑地にも遺構が広がっていることが確認された。 T15

へ22は、表土下が4層もしくは5層で遺構・遺物は確認されず、その下位も急斜面で、宅地造成の際に切土さ

れているものと判断された。南側に設定したT23-31では、高位面のT23において表土直下で焼土2基と縄

文土器を確認した。各焼土の規模は径30cmと径50cmである。 (平成14年度本発掘調査予定)

"SS〇

● 」 鵜臆臆臆
第72図 館遺跡調査区位置図
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8 地域活性化支援道路整備事業関連調査

里古屋遺跡(NF14喜2005)

所在地;気仙郡住田町世田米字里古屋19- 5

事業者;大船渡地方振興局土木部

調査期日;平成13年12月17日

本遺跡は、住田町世田米にある住田町役場の西約8km

付近に位置する。蛇行する大股川に対して南西側に張り

出した丘陵裾部に立地する。標高は225へ235m前後を測

り、大股川との比高は、約10へ20mである。遺跡は南向

きの緩斜面で、現況は高位面が概ね畑地で、低位面が宅

地・道路となっている。

今回の調査は、地域活性化支援道路事業に伴い、事業

予定箇所が遺跡の範囲内であることから、試掘調査を実 第73図 里古屋遺跡位置図

施したもので、幅120c皿のトレンチ1本(Tl)を設定した。調査地の現況は主に畑地である。

調査の結果、表土下50c皿の褐色土層上面で、径45c皿の焼土1基、径60c皿の土坑1基を検出した。土坑内に

は一個体分の復元可能な土器片が埋められており、本来は完形の土器を埋設した遺構(土器埋設遺構)の可

能性も考えられる。

事業予定地には、宅地部分と畑地部分がある。宅地部分は切土して家を建設しているため、既に地山まで

掘り下げられている可能性が高い。一方、畑地部分は、地権者の方が耕作時に土器片等を採取していること

からも、遺跡の保存状態は良好であろうと推測される。表面採取された土器を実見したところ、縄文時代中

期中葉と後期初頭から前葉の土器であることを確認した。今回試掘調査に入れなかった箇所(調査未了箇所)

についても、遺構・遺物が検出される可能性は高いものと推測される。

第74図 里古屋遺跡調査区位置図
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9 緊急地方道路整備事業関連調査

M F97-1278遺跡

所在地;住田町上有住字中華地内

事業者;大船渡地方振興局土木部

調査期日;平成13年10月11日(木)

平成13年11月14日(水)

遺跡は住田町上有住の五葉小学校の南約50m付近の気

仙川左岸に張り出す丘陵先端部に立地する。標高は265

へ275mで、気仙川との比高は5-15mである。現況は

概ね西側丘陵斜面が畑地・荒地、東側の丘陵高位面が水

田となっている。北側に住宅がある。

試掘調査は諸事情により2回に分けて実施された。

調査の結果、基本層序は次のようになっていた。第1 第75図 MF97-1278位置図

層、表土、暗褐色土、層厚10へ20cm。第2層、褐色土、層厚20cm、水田床土で、 T5からT12でのみ確認し

た。第3層、黒褐色土、層厚10-20cm、遺物が若干出土する。 T6へTlO、 T12のみで確認。第4層、暗褐

色土、層厚10cm、 T4、 T6へTlO、 T12のみで確認。第5層、黄色ローム層、他山である。

試掘調査では、 T6へT12で少量の遺物が発見された。 T6、 T12では縄文時代前期の土器片、 T8では

縄文時代中期の土器片と剥片、 TlOでは深鉢形土器の底部片、 Tllでは縄文時代晩期の土器片が出土したが、

少量で本来の位置を留めている可能性が低いと判断した。

T3、 4においては、表土直下に黄色土が堆積しており、地山面まで削平を受けていたことが判明した。

遺構検出も行ったが、遺構は確認されなかった。 T 6へT12では、水田床土下に若干の遺物を含む黒褐色土

が存在する。水田造成以前の土である。

これらのことから事業予定地全体が水田造

成時に大きく削平を受け、遺物も大きく移動

したものと推定された。

今回の事業予定地東側では、現在でも縄文

時代晩期を中心とした土器片が比較的多く表

採可能な箇所があり、そこが遺跡の中心部と

推定される。また、地元の人の話では、今回

の調査区南側にある道路下斜面で、多量の土

器が出土したということである。

第76図 MF97-1278調査区位置図
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10 緊急地方道整備事業関連調査

広岡前遺跡(ME96-0399)

所在地;江刺市藤里字智福地内

事業者;水沢地方振興局土木部

調査期日;平成13年11月26日(月)

平成14年2月4日(月)

遺跡は、北上川左岸の沖積平野に位置する。周囲は現

在水田となっているが、遺跡範囲のみは微高地となって

おり、標高が周囲より若干高い。

基本層位は次のとおりとなっている。 Tlでは、第1

層、表土、宅地の基盤土、層厚20c皿。第2層、明褐色土、

層厚30c皿。第3層、明黄褐色土、層厚50c皿、溝の堆積土。

第4層、明黄褐色土、層厚5cⅢ以上である。 第77図 広岡前遺跡位置図

試掘調査は都合16ヶ所に設定した。 Tlの2層から土師器、須恵器が出土した。 T2、 T7では、道路を

挟んで繋がる長さ20mほどの溝が1条発見された。堆積土下部は炭化物、焼土層、上部は地山粘土層の埋め戻

した土で構成されていた。埋土、下部から土師器杯が出土している。 TlOからは直径2.7mの土坑もしくは井

戸状遺構が1基発見された。埋土からは緑袖陶器極小破片、フイゴの羽口、鉄樺が出土している。 2層から

は縄文土器が発見された。 Tllでは、 2層(灰色粘土層)から土師器が出土した。その下に茶色粘土層が堆

積しており、遺構の確認はできなかった。また、現在、住宅が建っている場所は標高が1段高くなっており、

畑地と段差がある。この段差の断面部分からは、土師器、須恵器、鉄樺が出土している。また民家裏でも鉄

棒が表採されている。トレンチ12を含む住宅跡地では、溝が1条発見された。トレンチ12東端において幅3m、

深さ0.5m程であることが確認され、埋土上部には鉄棒、炭化物が若干含まれ、南北方向に延びていた。堆積

土の観察から平安時代のものと推定される。このトレンチ第2層には、鉄棒が少量含まれていた。

以上のことから、この追跡は平安時代の集落と考えられる。遺構内容は住居跡、溝、鍛冶遺構等の存在が

想定される。 (平成14年度本発掘調査予定)



11緊急地方道路整備事業・ほ場整備事業下門間地区関連調査

金附遺跡(ME76-2058)

所在地;北上市稲瀬町下門岡地内

事業者;北上地方振興局土木部・北上農村整備事務所

調査期日;平成13年10月31日、 11月21日へ11月22日、

平成14年1月8日へ1月10日(計6日間)

本遺跡は、 J R東北本線北上駅の南約3.5kmに位置し、

北上川左岸の南北に細長く延びる自然堤防上に立地して

いる。調査地の標高は53m前後を測り、現況は宅地・水

田・畑地である。今回の調査は、は場整備事業と県道一

関北上線道路改良事業に伴うもので、事業予定地に幅約

160c皿のトレンチを109本設定した(T lへ109)。 緑9

調査の結果、調査区北側に設定したT93、 T97へ99で、 第79図 会附遺跡位置図

円形の竪穴住居跡と推定される暗褐色土の広がりを確認した。埋土と推定される暗褐色土中から縄文時代晩

期の土器が出土しており、この時期の竪穴住居跡の可能性が推測される。竪穴住居跡の平面規模は、概ね3.5

m前後である。 T93から検出した竪穴住居跡については、壁土に大量の土器片を含んでおり、検出面がやや

西下がりであることを考慮すれば、縄文時代晩期の遺物包含層の可能性も考えられる。 T97・ TlOOからは円

形の土抗を検出しており、縄文時代晩期の住居跡群と関連する遺構の可能性が高い。

東側の一段低い用水路沿いに設定したT43へ44からは、竪穴住居跡1棟、土坑3基と柱穴群を検出した。

また、 T45-46でも、竪穴住居跡2棟、焼土2基、土坑2基を検出した。トレンチ内から縄文時代中期と晩

期頃の土器が出土しており、当該期の遺構と推測される。

一方、 T28では住居跡の炉跡と推定される焼土遺構、 T29からは円形の竪穴住居跡3棟を検出した。周辺

から出土した土器から、縄文時代晩期一弥生時代初頭の遺構と推定される。 T34からは、埋設土器1基が検

出された。土器はほぼ完形の壷形の土器であり、底部は穿孔されていた。土器は器高55cm、胴部最大径40cm

を計る。本来は上部に浅鉢形土器が被せられた縄文時代晩期末葉一弥生初頭頃の合口土器棺と推測される。

T34の北側に設定したT37からは、円形の竪穴住居跡1棟と土坑1基を検出した。 T33とT36からは焼土遺

構が検出されており、やはり住居跡の炉の痕跡と推定される。 T14へ17からは特に遺構は検出されなかった

が、縄文土器片等が出土しており、 T14へ17のラインから北側に縄文時代晩期一弥生時代初頭の遺構が分布

しているようである。

遺跡の中央付近に設定したTlでは、カマド跡と焼土を検出した。トレンチ内の出土土器から、平安時代

前期頃の竪穴住居跡の痕跡と推定される。 T 3においてる、一辺が3 m以上の竪穴状遺構、幅70cm程の溝状

遺構、径110cm程の円形の土抗を検出したが、 T lの遺構と関連する遺構と推測される。 T25からは、トレン

チ内から土師器片が出土しており、平安時代の住居跡の煙道部と推定される遺構を検出している。平安時代

の遺構は、遺跡中央部から南側にかけて所在していると推測されるが、遺跡南半部に設定したT53へ83では、

遺構・遺物は確認されなかった。この箇所は微高地に宅地が点在し、若干低い箇所が水田として利用されて

いることから、平安時代の遺構は現在の宅地部分に遺存している可能性がある。 T84へ92、 TlOlへ109は、

遺跡西側に設定したトレンチであるが、遺跡とは一段低く、 1へ2mの比高があり、旧河道部分と推定され

る箇所であったため、遺構・遺物は確認されなかった。 (平成14年度本発掘調査予定)
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第80図 会附遺跡調査区位置図
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12 -般国道396号上綾織地区

特定交通安全施設整備事業関連調査

大久保遺跡(MF43-2310)

所在地;遠野市綾織町綾織地内

事業者;遠野地方振興局土木部

調査期日;平成13年12月4日(火)

遺跡は、猿ヶ石I旧こよって形成された沖積平野とその

右岸の丘陵が接する場所にある。同地点は綾織小、中学

校の裏手にあたり、現況は畑地、水田等になっている。

基本層位は次のようになっている。 T6では、第1層、

褐色土、層厚25c皿。第2層、黒褐色土、層厚50c皿、遺構

確認面。第3層、褐色土、層厚10cⅢ以上。

事業予定地内に試掘トレンチを7カ所設定した。 第81図 大久保遺跡位置図

その結果、 T6で、平安時代の竪穴住居跡2棟を発見した。住居跡1は方形基調で、一辺2m以上、確認

面からの深さは0.4mである。壁土からは平安時代の土師器、須恵器が出土した。住居跡2は方形で長さ3m

の南辺を確認したのみで、現道下に延び、土師器が出土している。トレンチ西端の2層からも土器が出土し

ている。 Tlでは遺構、遺物とも確認されず、最下層の灰褐色土まで、 1m程の深さであった。 T2では、

第2層(褐色土)で、縄文土器が出土したが、流れ込みによるものと判断でき、層位は次のようになってい

る。 l層、褐色土、 2層、褐色土、 3層、灰黄褐色砂、 4層、黒褐色粘土、 5層、茶褐色土、 6層、明茶褐

色粘土となっている。 4層には、直径10c皿の黄色火山灰ブロックが含まれていた。層全体は西方向に傾斜し

ている。 T3では、表土から近世陶器が出土した。 Tl、 2、 4、 5、 7では遺構、遺物とも確認されなかっ

た。 (平成14年度本発掘調査予定)
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第82図 大久保遺跡調査区位置図
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13 道路改築事業関連調査

永田I遺跡(しF29-0140)

所在地;下閉伊郡新里村刈屋第2地割地内

事業者;宮古地方振興局土木部

調査期日;平成13年6月27日へ28日(2日間)

本遺跡は、 J R岩泉線中里駅の北西約1kmに位置し、

刈屋川左岸の河岸段丘上に立地している。調査地の標高

は168へ185mを測り、現況は主に水田と畑地である。

今回の調査は、国道340号の道路改築事業に伴い道路

新設箇所と道路拡幅箇所を対象に試掘調査を実施したも

のであり、事業予定地に幅1.6mx長さ10m前後のトレ

ンチを25本設定した(T l̃25)。

調査の結果、 T13では表土下の2層目で、灰白色火山 第83図 永田I遺跡位置図

灰の広がりを確認した。灰白色火山灰層は、概ね40へ50c皿程の層厚で堆積しており、南に行くに従い傾斜地

となり、旧河道等による削平を受けていることが推測された。検出された灰白色火山灰層は、直接遺構と関

係するものではなく、窪地状の場所に堆積したものと考えられる。

T 7では、表土下層で一部黒色土の広がりが確認された。黒色土中からは、土器片(土師器が主体)が30

点種まとまって出土している。この黒色土の層厚は25cm前後で、概ね地表面から20cm前後で黒色土層が確認

できる状況であった。黒色土層については、遺構壁土か、遺物包含層の可能性があったので、トレンチを広

げる形で、黒色土の広がりを追って遺構検出を行った。

その結果、黒色土の広がりは、一辺5m程で平面形が方形を呈するものであり、一部は事業予定地外に出

ていくものであった。出土した土器は住居跡壁土に伴うものとすれば、この遺構は平安時代前期の竪穴住居

跡であることが推測される。カマド・煙道の位置は不明である。一方、 T7の周辺のトレンチからは、遺構・

遺物は発見されておらず、後年旧河道等による削平を受けている可能性が考えられる。

北側に設定したT15へ25では、表土下に旧河遺跡と推定される砂礫層が何層にもわたって厚く堆積してお

り、遺構・遺物の存在しない場所であった。遺跡が良好に残っている中心部分は、東側の山の裾野部分に広

がっているものと考えられる。

第84図 永田工遺跡調査区位置図
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14 遠野第二ダム建設事業関連調査

栃洞Ⅱ遺跡(MF55-0093)

所在地;遠野市遠野町九重沢地内

事業者;遠野地方振興局土木部

調査期日;平成13年5月28日

遺跡は、 J R東日本釜石線遠野駅の南2.5km付近に位

置し、来内川左岸の河岸段丘に立地する。標高は284へ

288m前後で、現況は果樹園及び山林である。今回は、

遠野第二ダム建設事業に開通して、前回試掘時(平成12

年11月13日)における延長部分について試掘調査を実施

した。トレンチは、事業予定地内に任意に14本を設定し

た。基本土層は、第1層は表土で層厚10̃20c皿、第2層

は黒色土で層厚0へ70c皿、第3層は暗褐色土の漸移層で 第85図 栃洞Ⅱ遺跡位置図

層厚5へ10c皿、第4層は黄褐色土の地山である。層厚は地点により若干異なる。果樹園内に設定したT lへ

3では、前回試掘時と同様に黒色土が厚く堆積していたが、明確な遺構・遺物は確認できなかった。道路北

側の山林は、段丘の端部に位置する平坦な地形で、果樹園より3へ4m程標高が低くなる。この地点にはT

4へ12を設定した。段丘端部となるTlOへ12の西端で落ち込みとともに黒色土が確認できた他は、表土直下

が4層の地山で、削平を受けているものと推定された。確認された遺構は、 T 6では径55へ60cⅢ程の焼土が

約3 mの等間隔で確認された。焼土付近から繊維混入の縄文時代前期の土器片が出土している。焼土の間に

礫を伴う径50c皿程の黒色土の広がりも確認され、土抗の存在も予想された。 Tll ・ 12では土抗が各5基確認

され、 Tllの土坑2からは早期の土器片、 T12の土坑3 ・ 4からは前期の土器片が出土している。今回の調

査では、いくつかの遺構が確認され、縄文時代早期・前期の遺物が出土した。

(平成14年度本発掘調査予定)

第86図 栃洞Ⅱ遺跡調査区位置図
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15 一級河川伊手川上伊手地区

は場整備事業関連河川改修事業関連調査

大中田遺跡(N FOO-2003)

所在地:江刺市伊手手中中田地区

事業者:水沢地方振興局土木部

調査期日:平成13年10月25日

遺跡は、 J R東日本東北新幹線水沢江刺駅の東北東約

9k鵬に位置し、北上川に向かって西流する伊手川左岸に

舌状に張り出した丘陵尾根の頂部付近に立地する。標高

は146へ151m、伊手川との比高は5へ6mである。現況

は水田・畑地である。今回は、一級河川伊手川上伊手地

区は場整備事業関連河川改修事業に係り、事業予定地が

遺跡の範囲内であることから試掘調査を実施したもので
第87図 大中田遺跡位置図

ある。

調査は、事業予定地内にトレンチ11本(T lへ11)を設定した。基本土層は、第1層は耕作土で層厚10へ2

5cm、第2層は水田床土で層厚5 cm、第3層は暗褐色土の漸移層で層厚10c皿、第4層は黄褐色土の地山で層厚

25c皿以上、第5層は砂礫層である。調査地内の水田は、棚田状を呈し、大きく山寄りの高位面と川寄りの低

位面に大別され、比高は3mある。低位面の水田にはTl-6を設定した。その結果、表土・水田床土の下

位は、黄褐色土の地山あるいは礫層で、大規模な削平を受けていることが判った。高位面の水田にはT7へ1

1を設定した。概ね各トレンチにおいて遺構・遺物が出土しているが、 T7では、縄文時代中期前葉の土器片

が黒褐色土中から出土している。 T8では水田から下位の斜面部に掛けてトレンチを設定し、検出作業を行っ

たが、表土直下は地山で、捨て場等の遺構・遺物は確認されず、また、 T9の端部で検出された土抗の斜面

側が欠落していたことから、この斜面は水田造成時に人工的に造られたものと判断された。

今回の調査範囲は、かっての水田造成時に改変を受け、低位面では地山・基盤まで削平を受けており遺跡

は消滅しているものの、高位面では遺構・遺物が遺存していることが判った。 (平成14年度本発掘調査予定)

第88図 大中田遺跡調査区位置図
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16 通常砂防事業関連調査

玉川向遺跡(JF15-0334)

所在地;九戸郡軽米町中軽米第17地割字玉川向

事業者;二戸地方振興局土木部

調査期日;平成13年8月24日

本遺跡は、軽米町役場の南東約13.5kmに位置しており、

山間丘陵地の谷部の小規模な河岸段丘上に立地する。遺

跡の標高は348-355mを測り、現況は原野(造成中)と

なっている。近世の製鉄遺跡である梅の木沢遺跡の下流

約20m付近に隣接している。

今回の調査は、砂防ダム建設に伴うもので、ダム設置

に伴う土砂堆積計画線部分に試掘トレンチを5本設定し

た(Tlへ5)。
第89図 五川向遺跡位置図

道路沿いに南北方向に設定したT lでは、表土下層が

南部浮石層となる状況で、南部浮石層上面が遺構検出面となった。 T lの南側からは、溝状の陥し穴状遺構

1基(220c皿×60cm)と楕円形を呈する土坑1基(170cmxlOOcⅢ)を検出した。トレンチ北よりの箇所では、

焼土2基を検出し、トレンチを広げて遺構確認を行った所、焼土を囲む形の柱穴3基を検出した。表土下が

南部浮石層となるため、ある程度の削平を受けていることは明らかであったが、検出された焼土と柱穴につ

いては、竪穴住居跡の痕跡の可能性が推測される。検出された遺構の壁土は、いずれも黒色を呈し、炭化物

粒と浮石粒を少量含むものであったが、検出面での埋土中からは遺物は確認されなかった。 Tlから直角に

折れ曲がる形に設定したT5からは、円形の土坑1基(径130c皿)と柱穴2基を検出している。遺構壁土等か

らは遺物は確認されなかったが、 T5付近から縄文土器片を表採している。 T5の斜面下に行くに従い南部

浮石上位層が遺存している状況であった。一方、標高の高い現道部分に設定したT4では、表土中から土器

片が2点出土したが、東から西へ流れ落ちる沢跡部分となっており、遺構は確認されなかった。沢寄りの緩

斜面部に遺構が良好に遺存している可能性が高いと推測される。 (平成14年度本発掘調査予定)

第90図 五川向遺跡調査区位置図
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17 地方特定河川等環境整備事業関連調査

藤波戸I遺跡(ME69-1123)

所在地;江刺市梁川字藤波戸地内

事業者;水沢地方振興局土木部

調査期日;平成13年8月9日

遺跡は、広瀬川左岸の低位段丘上に位置している。標

高は183へ193m程で、河川との比高は4m程である。現

況は水田、畑、社寺敷地、山林となっている。

基本層位はTllにおいて、第1層、表土、層厚30c皿。

第2層、黄褐色砂、層厚20c皿。第3層、暗褐色砂質土。

第4層、暗褐色粘土質土。第3、 4層の層厚は計40c皿以

上となっている。

今回は、事業予定地内の作物や立木を避け任意のトレ 第91図 譲渡戸I遺跡位置図

ンチ14カ所を設定し試掘調査を実施した。

Tlへ4、 10へ14は重機、 T5へ9までは人力により試掘した。その結果、 Tlへ4までは、水田造成に

より、既に削平を受けており、遺構、遺物とも発見されなかった。耕作土の下は砂層が続いている。 T6で

は、近世陶磁器が1点、表採できたが、遺構はなかった。 T7、 10、 12へ14では、表土直下に黄褐色の粘性

の強い粘土層が堆積し、遺構、遺物とも発見されなかった。 T9、 10付近で、縄文土器片、近世陶磁器片が

表採された。 Tllでは、上記の層位になっており、主として第3層から土器、石器片が出土したが、出土量

が少ないうえ、出土の仕方に規則性がなく、斜面の上からの流れ込みによるものと判断された。層位の傾斜

から、このトレンチ付近には、 2m以上の深さの沢が存在していたことが判明した。これらから今回の事業

予定地は、過去に造成、河川の氾濫等で本来存在した遺構、遺物は失われていたことが判明した。

遺跡は縄文時代を中心とするもので、中心部は南側の丘陵上付近にあり、主要遺構も存在するものと推定

される。

:∴" ‾二

二三-○○

第92図 藤波戸I遺跡調査区位置図
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18 主要地方道盛岡和賀線道路改良事業関連調査

飯岡林崎Ⅱ遺跡(しE26-1005)

所在地;盛岡市下飯岡字新田地内

事業者;盛岡地方振興局土木部

調査期日;平成13年12月5日

本遺跡は、 J R東北本線岩手飯岡駅の北西約3.2kmに

位置し、雫石川によって形成された沖積平野の微高地上

に立地する。現況は水田であり、標高125m前後の平坦

面である。本遺跡については、県道改良工事に伴う試掘

調査を平成11へ12年度に実施しており、平安時代前期の

竪穴住居跡や土坑群を検出し、平成13年度に㈱岩手県文

化振興事業団埋蔵文化財センターが発掘調査を実施して

いる。また、かつて実施した試掘調査では、完形の円面 第93図 飯岡林崎Ⅱ遺跡位置図

硯が出土しており、北西約2kmにある志波城跡と本遺跡との関連が想定されている。今回の試掘調査は、昨

年度調査未了になっていた県道東側の水田面を対象に県道と平行する形の南北トレンチを3本設定した(T3

0へ32)。

調査地北側に設定したT30では、耕作土直下の褐色シルト面が遺構検出面となった。 T30北側で径130cⅢ程

の円形の土坑1基を検出した。土抗の埋土は黒褐色を呈し、土師器片が含まれていた。また、 T31の南半部

では、県道西側から連続する旧河道部分となっており、表土から130c皿のところで十和田a火山灰と推定され

る灰白色の火山灰層を検出した。

今年度の発掘調査でも県道西側で旧河道都下層から火山灰層を検出し、更にその下層から平安時代前期と

弥生時代の遺物包含層を検出していることから、この火山灰下層にも遺物包含層が存在する可能性が非常に

高い。 T32では、トレンチ南側で旧河道の立ち上がり部分となっており、遺物包含層はこの部分まで続いて

いると推定される。また、旧河道南側の灰色を呈する地山粘土面にも遺構が存在する可能性がある。

今回の調査では、竪穴住居跡は検出されなかったが、昨年の調査データから、トレンチ西側に住居跡が点

在していることが想定できる。概ね現代の耕作土直下が遺構検出面となっており、開田時の削平は考えられ

るが、平安時代に集落が存在した頃は、水の流れる河道ないし川原であったことが推測される。

(平成14年度本発掘調査予定)

第94図 飯岡林崎Ⅱ遺跡調査区位置図
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19 ほ場整備事業姥沢上野地区関連調査

明後沢遺跡群(NE36-2175)

所在地;胆沢郡前沢町古城字明後沢他

事業者;水沢地方振興局水沢農村整備事務所

調査期日;平成13年10月 9日へ10日、

平成13年11月15日一16日、

平成14年l月28日(5日間)

本遺跡は、 J R東北本線前沢駅の北約4.5kmに位置し、

北上川右岸に広がる胆沢扇状地の中位段丘縁辺部に立地

する。この中位段丘は北側を松ノ木沢川、南側を明後沢

川に開析され舌状台地を呈する。調査地の現況は主に水

田であり、標高は72m前後を測る。は場整備事業に伴い

切土となる曲面と排水路、計画道路を対象に試掘トレン 第95図 明後沢遺跡群位置図

チを107箇所設定した(Tlへ107 )。

今年度の試掘調査で検出された遺構は、竪穴住居跡7棟、土坑12基、溝跡62条、焼土3基、柱穴10個、方

形周溝状遺構1基、陥し穴状遺構1基である。今年度の調査地内のトレンチでは遺物包含層は確認されず、

田面に関しては、ほとんどが耕作土直下は黄褐色の地山ローム面となっている状況であった。

遺跡南側の段丘縁辺部に設定したT lへ16では、溝跡30条と竪穴住居跡1棟を検出した。多数見っかった

溝跡の方向は一定せず、規模も大きくなく、時期不明のものが多い。検出された住居跡については、形状・

埋土から平安時代と推定される。一方、 T17へ21では、溝跡3条と焼土・柱穴を検出している。焼土・柱穴

部分では、ある程度地形改変が進んでいる可能性がある。

遺跡の中央部に設定したT37・38、 T75では、平安時代の竪穴住居跡を比較的多く検出しており、これら

のトレンチの周辺は、平安時代の集落の中心のひとっであったと推定される。また、 T31・39では柱穴群を

検出している。検出された柱穴の多くは、明確な掘方をもっものであり、壁土には土師器片や炭化物粒が含

まれていた。 T31 ・39周辺の柱穴群については、竪穴住居跡と関連する平安時代頃の掘立柱建物跡の一部と

推定される。 T42では縄文時代の溝状の陥し穴状遺構を検出した。また、 T42付近のトレンチでは、遺構は

伴わないものの地山付近の耕作土中から完形の石槍1個が出土している。

遺跡北側の段丘縁辺部に設定したT43・46でも、平安時代と推定される竪穴住居跡を検出している。 T43・

46で検出された住居跡は、比較的平面規模が大きいものであり、更にT46では方形周溝状の遺構を確認して

いる。遺跡東側の段丘縁辺部寄りの低地部分に設定したT99では、楕円形の土坑5基を検出している。土抗

の平面規模は長軸2へ3m、短軸1へ2m程であり、埋土は人為堆積によるものであったことから、土坑墓

群であると推定される。検出面の埋土中からは、完形の土師器・須恵器杯を始めとする多くの土器片が出土

しており、墨書のある土器片も含まれていた。 T99の周辺から検出された竪穴住居跡等は少なく、同時代の

土抗や柱穴群が点在するのみであったことから、このトレンチ周辺は平安時代前期の基域を中心とする場所

と推定される。今回の試掘調査では、各地点から遺構が検出されているが、平安時代の住居跡の検出された

場所は限定されている。平成13年度㈲岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター調査地からT43までの北側

の縁辺部と、中央部分の東側縁辺部である。また、墓域が明確に確認されたことで、明後沢遺跡群の性格を

検討する上で貴重な資料が得られた。 (平成14年度本発掘調査予定)
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20 ほ場整備事業満倉地区関連調査

中半入遺跡(NE15-0264)

所在地;水沢市佐倉河字半入他

事業者;水沢地方振興局水沢農村整備事務所

調査期日;平成13年10月22日へ10月24日、

10月31日(4日間)

本遺跡は、 J R東北本線水沢駅から北西約6kmに位置

し、奥羽山脈から東流する胆沢川が形成した胆沢扇状地

の北端、水沢段丘低位面に立地している。胆沢川の現在

の流路は、遺跡の北約0.4kmにあり、遺跡北端は段丘崖

を呈している。遺跡の現況は主に水田で、散層状の宅地

が点在しており、調査地の標高は75-78mの範囲である。

現地形は北から南に向かい次第に低くなる状態であり、 第97図 中半入遺跡位置図

遺跡の南側は旧河道等の影響で低湿地状を呈している。

本遺跡の発掘調査は、東田地区のほ場整備事業に伴い㈱岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが平成1

0へ11年度に発掘調査を実施し、古墳時代の集落や平安時代の水田跡等を検出している。なかでも、古墳時代

前期一後期(4へ6世紀)にかけての集落跡は、住居跡が100棟を超え、岩手県内では例をみない大規模なも

のであった。出土遺物も非常に古い形式の須恵器や、碗柏やガラス製の玉類、多量の黒曜石製の石器、日本

に渡来して間もない頃の馬の歯など、遠方との交易を示す遺物が出土している。また、一辺が推定35m四方

の方形区画施設(濠)に囲まれた豪族居館跡が検出され、 2km南の角塚古墳と同時期であり、両者の関連性

も注目されている。

今回の試掘調査では、は場整備事業で主に切土予定の田面と、排水路・道路予定箇所を中心に129本のト

レンチを設定した(Tlへ129)。

T lへ20では、灰白色火山灰に覆われた方形の竪穴住居跡を多数検出している。検出面は水田床土直下の

褐灰色土上面であったが、壁土による明確な遺構プランは確認できない状況であり、灰白色火山灰の広がり

と遺物の散布状況が竪穴住居跡の所在の目安となった。遺構壁土には土師器片や須恵器壷・杯・聾の破片が

含まれていた。灰白色火山灰については、平成10へ11年度の発掘調査の際にも検出されており、 10世紀初頭

の十和田a火山灰であると報告されている。灰白色火山灰の入る竪穴住居跡については、 9世紀後半から10

世紀頃の時期が想定される。

T lへ20の南側の、次第に低くなる箇所に設定したT89へ104では、灰白色火山灰層を面的な広がりとし

て確認した。 (脚岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの発掘調査の実績から、この範囲には灰白色火山」

灰層の前後に、平安時代の水田層が存在することが推測された。灰白色火山灰が一気に堆積したとすれば、

T lへ20で検出した住居跡群と、その南側の水田跡は同時期のものであり、密接な関係が想定される。

今回の試掘調査では、遺構の保護のため、灰白色火山灰層を検出した段階で調査を打ち切っている。従っ

て、灰白色火山灰層の下層の状況はわからないが、平成10へ11年度の調査では、道路を挟んで直ぐ西側で、

古墳時代の居館跡及び竪穴住居跡を100棟以上と当該時期の水田跡等を検出しており、西側に近い箇所ほど古

墳時代の遺構が存在する可能性が高い。

遺跡北側の段丘崖に近い箇所に設定したT22へ62、 Tl17へ126他でも、平安時代の竪穴住居跡を多数検
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出している。竪穴住居跡の埋土には、灰白色火山灰が入るものと入らないものがあり、ある程度の時期差が

推測される。この部分は、水田耕作土直下が地山の黄褐色ローム面となる状況であり、本来標高の高い面が

開田時にある程度の削平を受けていることが推測される。竪穴住居跡の壁土からは、平安時代前半の土師器・

須恵器片が多数出土しており、土師器の杯にはいわゆる赤焼き土器も含まれていた。

段丘崖の下の面は、段丘面と2へ3m程の比高があるが、従来の周知の遺跡、半入遺跡等の範囲に含まれ

ており、現地形面も平坦地であることから、この箇所にもトレンチを設定した(T40へ53)。調査の結果、 T

45とT47̃52を設定した箇所は低湿地化し、耕作土の下層は概ねグライ化した層が連続する状況であり、遺

構・遺物は確認されなかった。

調査区北端の宅地付近に設定したT40へ44では、耕作土下層は概ね黄褐色のローム面となり、地形的に比

較的安定している箇所と考えられたが、各トレンチからは遺構・遺物は確認されなかった。

調査区南側の道路予定部分に設定したT75へ83では、標高的には次第に低くなる地形面であるのにかかわ

らず、灰白色火山灰層は確認されなかった。平安時代の水田はこの部分まで広がっていたと想定できるが、

後年の耕作等で削平されたものと考えられる。その中で、 T79からは南北に延びる溝跡を2条検出した。溝

跡はいずれも幅1 m前後で、並行する形で延びており、水田耕作に係る水路等の用途に使用した遺構の可能

性が考えられる。全体的に、灰白色火山灰に覆われた平安時代前期の水田跡より南側については、旧河道の

影響を受け、低湿地状となり遺構・遺物の分布は疎らな状況であった。

調査区東側の東西の道路・排水路予定箇所に設定したトレンチの中でも、 T120̃124から平安時代の竪穴

住居跡や土抗、柱穴、溝跡等の遺構がまとまって検出されている。この箇所も平安時代の集落のまとまりが

ひとっあるようである。

今回の調査で、事業予定地の大部分の箇所から、平安時代前期頃の大規模な集落跡、南半部で水田跡を検

出し、居住域と生産域がセットで良好な状態で遺存していることが確認できた。従来、申半入遺跡の範囲は

今回の事業予定地の西側(ほ場整備事業の東田地区部分まで)であったか、検出された遺構の性質が連続す

ることから、 T40へ53の箇所を除いて、試掘調査で遺構が確認された範囲を申半入遺跡として範囲拡大を行っ

た。

今回の調査では、平安時代の遺構の面で止めていることもあり、古墳時代と推測される遺構は検出できな

かったが、特に平成10へ11年度の調査区に近い箇所からは、杯と推定される薄手の須恵器片が何点か出土し

ていることから、平安時代前期の竪穴住居跡等の遺構に切られる形か、竪穴住居跡の下層で古墳時代の竪穴

住居跡等の遺構が存在する可能性が非常に高い。 (平成14年度本発掘調査予定)

ー74-



!
l
十
-
-
-

球
一
球

ー
ー
.
し
-
-

圏

圏
空電!

一千一丁--一‾「
-
-
1
-
「
-
-
-
-
-
-
-
-

圏

N
有
川
u
T
丁

圏

l
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
1
-
†
-
-
-
1
-

I 

享・T21上繊 l 

聖 

1 ◆ 

二二一:二∴ T了10・T108’「C 
ーl●̃‾ 音f2 l I ! ! 1 I l 韮 

冊 子三吉≡ 

〇 ・〇 T18 ‾甲 1 

T20′m3 

妙 

「19 

I’88・ 

ヽl ● 

◆ 

I

i l 

「90’堅 
! 

○ 

I ㌣!、 

士 T10 互舶 
単、 ◆ 

章 

㌫ 

両面 I l 
.畦 

こTl12 諦

ダ TlO6 !

+ 1 

● 国士 甲 シ T105 ーヾ「● 接や 

書 

こ も・ 

!! ヅ 

1
-
̃
8
-
-
-
-
-
-

巾
等

i
-
-
1
-
-
-
-
-
̃
-

1
-
-
-
-
-
-
-
̃
-

l
1
-
-
-
-
-
-
-
-

[
日
日
醇
‖
U

黒埼l総

傘
」
弼
古
間

劇
団
軸
園
田
軸
剛
闘
囲
闘
劇
副
細
田
団
閥
削

0 1:3000 100m

」 l --」

第98図 中半入遺跡調査区位置図

-75-

丁
-
-
-
-
-
-
-
-
-

ー
ー
ー
ー
ー
7
 
4
-
-
-
-
-
!
-
-
-

Ⅲ
U

岬
U



21ほ場整備事業寺領小林地区関連調査

九郎館遺跡(NE46「0222)

所在地;胆沢郡前沢町古城字南上野地内

事業者;水沢地方振興局水沢農村整備事務所

調査期日;平成13年10月12日、 11月15日(2日間)

本道跡は、 J R東北本線前沢駅の北約3.5kmに位置し

ており、胆沢扇状地の胆沢段丘縁辺部に立地している。

遺跡の北側は、明後沢川が形成した急峻な崖となってい

る。今回の調査地の標高は、 76へ78mを測り、現況は主

に水田と畑地となっている。今回の調査は、ほ場整備事

業に伴うもので、切土予定の田面と排水路及び支線道路

予定箇所に、 12本の試掘トレンチを設定した(T lへ12)。

遺跡は、東西、南北ともに約150mの規模をもち、 3 第99図 九郎館遺跡位置図

つの郭と堀跡、一部土塁を残す中世城館跡である。今回

の調査箇所は、 『前沢町史』にある縄張り図によれば、館跡西側の三の丸に相当するようである。遺跡西側の

田面に設定したT 2では、耕作土下層に厚く堆積した黒褐色土層(層厚80c皿以上)を確認したが、堀跡等の

壁土ではなく沢跡等の自然の落ち込みと判断した。 T2の東側田面に設定したT3では、径50cⅢ前後の柱穴

を6基検出した。この柱穴群はほぼ2m間隔で直線的に並んでおり、掘方と柱痕跡も明確であったことから、

館跡に伴う掘立柱建物の一部である可能性が高い。

道路予定箇所に設定したT 7から、径15cⅢ前後の柱穴群を検出しており、その中の柱穴の埋土中から剥片

石器1点が出土している。石器は、

縄文時代の遺物であると推測される

ことから、本遺跡周辺に縄文時代の

遺構が存在している可能性がある。

T12を設定した箇所は一段低い曲

面であり、現況から曲輪(三の丸)

を画する堀跡(空堀跡)の存在が推

測された場所であった。調査の結果、

東半部で耕作上及び盛土層の下層に

厚く堆積した暗褐色上層を確認した。

この暗褐色土には径50cm前後の玉石

や炭化物等が含まれていた。一方、

トレンチ西半部では、耕作土下層の

比較的浅い所から黄褐色の地山南が

現れたことから、当初の推測どおり

曲輪を画する南北方向の堀跡が存在

していることを確認した。

(平成14年度確認調査予定)

第100図 九郎館遺跡調査区位置図
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22 ほ場整備事業寺領小林地区関連調査

寺之上遺跡(N E46-0242)

所在地;前沢町古城字寺ノ上

事業者;水沢地方振興局水沢農村整備事務所

調査日;平成13年10月9日へ11日(3日間)

遺跡は、 J R東日本東北本線陸中折居駅の南西約1.5

k皿に位置し、北上川右岸にある胆沢扇状地の中位段丘に

立地する。標高は77-79m前後を測る。現況は概ね水田・

畑地で、遺跡の南北は西から東に沢が入り、周囲と区切

られている。今回は、ほ場整備事業に伴い、事業予定箇

所が遺跡の範囲内であることから試掘調査を実施した。

調査は、事業予定地内(排水路・支線道路・切土予定の

田面)にトレンチ38本(Tlへ38)を設定した。基本土
第101図 寺之上遺跡位置図

層は、第1層は耕作土で層厚15c皿、第2層は水田床土で層厚10c皿、第3層は黒褐色土で層厚20c皿、第4層は

青灰色で層厚40c皿、第5層は黄褐色の地山である。調査の結果、概ね遺跡の中央部は削平を受け、耕作土直

下が地山で、沢に近接する遺跡の南北では、黒褐色土が比較的厚く堆積していた。主な遺構・遺物が確認さ

れたのは遺跡の南側と北側である。遺跡南側のT13で溝跡と土坑群、 T14で溝跡、 T15で溝跡と陥し穴状遺

構・土抗が検出された。土抗の壁土から縄文土器が出土している。遺跡北側のT38で柱穴、 T37で溝跡が検

出された。田面に設定した西側のT lへ3で構跡と土抗、東側のT28で溝跡が検出された。出土遺物は無く、

時期の詳細は不明である。今回の調査の結果、本遺跡は縄文時代と古代の複合遺跡であることが確認された。

(平成14年度本発掘調査予定)

第102図 寺之上遺跡調査区位置図
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23 ほ場整備事業姉体地区関連調査

島田Ⅱ遺跡(NE37」0079)

所在地;水沢市真城宇島団地内

事業者;水沢地方振興局水沢農村整備事務所

調査期日;平成13年10月16日・ 11月28日

・平成14年3月5日(3日間)

遺跡は、 JR東北本線水沢駅の南南東約4 kmに位置し、

北上川右岸の沖積地にある微高地に立地している。

調査区域の標高は34m前後を測り、現況は水田・畑地・

宅地である。調査においては用水路と支線道路になる部

分を中lいこ幅160cⅢほどのトレンチを18本設定して実施

した。

調査の結果、東側の畑に入れたT 4で焼土が2基検出 第103図 島田Ⅱ遺跡位置図

され、付近から土師器・須恵器片が出土していることから古代の住居跡が存在する可能性が高い。調査区域

北側のT5では柱穴状土坑2基と土坑1基、溝1条が検出され、土師器片が出土している。同じく調査区域

北側のT6でも焼土と土抗が検出され土師器が出土していることから、この部分にも住居跡が存在するもの

と推定される。 2回目の試掘のT12では、土坑1基、柱穴状土坑3基が確認された。 3回目の試掘のT17で

は、溝跡1条と土抗が2基、柱穴状土抗が4基検出され、 T18からは竪穴住居跡が4棟、土坑3基、柱穴状

土坑6基、溝跡1条が検出された。住居跡は一辺3mの比較的規模の小さいものを含み、壁土には土師器片

等が含まれていた。柱穴は掘方が明確に分かるものもあり、平面形が方形を呈するものも見られた。溝跡は

T17から続くものと推定される。これらのことから、水田より1mほど高い畑地には古代の遺構が多数残存

している可能性が高い。 (平成14年度本発掘調査予定)

第104図 島田Ⅱ遺跡調査区位置図
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24 ほ場整備事業姉体地区関連調査

島田Ⅳ遺跡(NE37-0181)

所在地;水沢市真賊子島田地内

事業者;水沢地方振興局水沢農村整備事務所

調査期日;平成13年10月16日

・平成14年3月5日(2日間)

遺跡は、 JR東北本線水沢駅の南南東約4 kmに位置し、

北上川右岸の沖積地にある徽高地に立地している。

調査区域の標高は34m前後を測り、現況は水田・畑地・

宅地である。本遺跡の南側には島田Ⅲ遺跡が、西側には

島田Ⅱ遺跡が隣接する。

今回の調査はほ場整備事業姉体地区の実施に伴い、事

業予定箇所が遺跡の範囲内に当たることから試掘調査を 第105図 島田Ⅳ遺跡位置図

実施したものである。調査においては用水路になる部分と切り土になる田面について幅160cⅢほどのトレンチ

を6本設定して実施した(Tl-T6)。なお、 T2.T3については、用水路予定地のTlにおいて遺構が

確認されたために、用水路予定地を変更するために設定したものである。

調査の結果、北側の畑に設定したT lと南側の田面に入れたT 4において柱穴状土抗が合わせて5基検出

された。柱穴状土抗は、円形及び楕円形を呈するもので、規模は径が30cmほどのものである。 T lにおいて

は土師器片が多数出土していることから、付近に住居跡が存在する可能性が高い。 2回目の試掘調査のT 6

では、径80c皿程の土坑1基と径30c皿程の柱穴状土坑1基、幅140cⅢ程の溝跡l条が検出された。このトレンチ

からは遺物は出土しなかったが、隣接するT lで土師器が出土していることから平安時代の遺構と推定され

る。他のトレンチからは遺構・遺物とも検出されなかった。以上のことからTlを入れた畑と住宅が建てら

れている面は、付近の水田より1mほど高くなっており、水田となっている部分は達成時に削平された可能

性が高いが、畑と宅地の部分には遺構が残存していると思われる。 (平成14年度本発掘調査予定)
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25 ほ場整備事業姉体地区関連調査

根蕪遺跡(NE37-0181)

所在地;水沢市真城字根蕪地内

事業者;水沢地方振興局水沢農村整備事務所

調査期日;平成13年10月15日・ 16日

・11月28日(3日間)

遺跡は、 JR東北本線水沢駅の南南東約4kmに位置し、

北上川右岸の沖積地にある微高地に立地している。調査

区域の標高は33m前後を測り、現況は水田・畑地・宅地

である。本遺跡の南東側には沖遺跡が隣接する。

今回の調査はは場整備事業姉体地区の実施に伴い、事

業予定箇所が遺跡の範囲内に当たることから試掘調査を

実施したものである。調査においては用水路及び支線道 第107図 根蕪遺跡位置図

路になる部分と切り土になる田面について幅160cⅢほどのトレンチを55本設定して実施した(T lへT55)。

調査の結果、南側の水田に入れたTl .T2で柱穴状土抗が検出された。東側のT3.T34. T39では溝

状の陥し穴状遺構が検出されているほか、 T34-T36. T39で柱穴状土抗が多数検出された。 T35では、溝

跡も3条確認されている。北側のT45では4 ×4m程の方形のプランをもっ住居跡が検出された。この住居

跡からは土師器が出土しており、古代の住居跡と推定される。 11月に試掘を行ったT49・ T51では、耕作土

直下に黒褐色土が確認され、 T49では縄文晩期後葉の土器などが比較的多く出土した。現況が畑地で周囲よ

り高いため、遺物包含層が削平されずに残っていたものと思われる。 T50・ T52では、褐色土上面で検出作

業を行ったところ、 T50で土坑2基と柱穴状土坑2基、 T52で土坑l基・溝跡2条・柱穴状土坑3基が確認

された。他のトレンチでは、遺物・遺構とも確認されなかった。 (平成14年度本発掘調査予定)

第108図 根蕪遺跡調査区位置図
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26 ほ場整備事業八重畑地区関連調査

高畑遺跡(ME17-0178)

所在地;稗貫郡石鳥谷町字五大堂地内

事業者;花巻地方振興局花巻農村整備事務所 →\

調査期日;平成13年7月25日一7月27日(3日間)

本遺跡は、 J R東北本線花巻空港駅の東南東約4.5km

に位置しており、遺跡は北上川と添市川の合流する付近

の河岸段丘上に立地する。特に北上川に面した箇所では

比較的急峻な段丘崖を呈しており、遺跡は南下がりの若 ・ト、\

千の起伏を持ちながら、ほぼ平坦な地形である。遺跡の

現況は、水田・畑地・宅地となっているが、そのうち水 →、

田が広。面積を占める。 〆之

昭和49年に東北新幹線建設工事に伴う発掘調調査が実

施されており、縄文時代中期末葉(大木10式期)の竪穴

第109図 高畑遺跡位置図

住居跡等を調査している。今回の調査は、ほ場整備事業予定地(盛土予定部分を除く)を対象に、 42本の試

掘トレンチを設定した(Tlへ42)。

遺跡東側の北上川寄りの箇所に設定したトレンチ(Tll)から、竪穴住居跡l棟を検出した。検出した住

居跡は、黒色砂質シルトを埋土とし、直径70cⅢ程の石囲炉の中央に埋設土器があるもので、複式炉の一部と

推測される。この竪穴住居跡の全体像は明確ではないが、平面形はほぼ円形で直径7m前後と推定される。

更に、 Tll北側では遺物包含層あるいは竪穴住居跡状の黒色土の広がりを検出している。

T13では、溝状の陥し穴2基を検出した。遺構の長軸の角度が一致し、規模も大きくないので、陥し穴は

連続して存在する可能性が考えられる。

調査地南西側のやや低い箇所に設定したT28では、縄文時代中期頃の竪穴住居跡1棟を検出した。平面形

は円形を呈しているが、規模は不明である。埋土には縄文土器片と礫が多量に含まれていた。

遺跡南端のT34では、径80c皿程の土坑1基を検出した。土抗の埋土は、 T28の竪穴住居跡に類似し、縄文

土器片が含まれていた。東北新幹線建設に伴う発掘調査区に隣接する箇所に設定したT35では、トレンチ内

で遺構・遺物は確認されなかったが、かっての調査状況からみて、トレンチ周辺にも縄文時代の遺構が所在

する可能性がある。

東北新幹線の東側に設定したT37へ40でも、縄文時代の竪穴住居跡3棟と焼土・土坑・柱穴を検出してい

る。竪穴住居跡の平面形は、概ね円形を呈しているものの、平面形が3へ7m程とやや規模的に異なるよう

である。検出された焼土は、黄褐色土部分に広がるもので、竪穴住居跡の炉跡の痕跡の可能性がある。柱穴

についても住居跡に係るものの可能性がある。

T40では、更に黒色の包含層(あるいは2層を切る遺構壁土)を検出している。黒色土の広がりはT41で

も一部確認しているが、黒色土を切る形で構築された竪穴住居跡の可能性も考えられる。

表土や遺構、遺物包含層等から出土した土器は、主に縄文時代中期を中心とするものであった。縄文時代

の竪穴住居跡が確認されたのは、調査地を大きく分けて3箇所である。東北新幹線東側の現在の宅地部分の

状況は不明であるが、縄文時代の集落は、川に接した段丘崖に東西の広がりをもって存在していたことが想

定される。 (平成14年度本発掘調査予定)
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第110図 高畑遺跡調査区位置図
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27 ほ場整備事業大明神地区関連調査

員の淵Ⅱ遺跡(MEO7葛0250)

所在地:石鳥谷町字八重畑地内

事業者:花巻地方振興局花巻農村整備事務所

調査日:平成13年11月6日

遺跡は、 J R東日本東北本線石鳥谷駅の南南東約4km

に位置し、北上川に向かって西流する稗貫川が形成する

南側の低位段丘に立地する。遺跡の標高は91へ92m前後

で、現況は概ね水田・宅地である。縄文時代の遺跡とし

て周知の遺跡である。今回は、ほ場整備事業大明神地区

の事業予定箇所が遺跡の範囲内であることから試掘調査

を実施した。調査は事業予定地内(支線道路・排水路・

切土予定の曲面)に幅180c皿のトレンチ31本(T lへ31) 第111図 貝の淵Ⅱ遺跡位置図

を設定した。

基本上層は、第1層は耕作土で層厚30c皿、第2層は水田床土で層厚10c皿、第3層は黒褐色土で層厚20c皿、

第4層は暗褐色土で層厚5へ10c皿、第5層は黄褐色土のローム、第6層は砂礫層である。層厚は地点により

若干異なる。 3へ6層は各曲面の縁辺部においてのみ確認している。

調査の結果、現状の水田部分は、概ね砂利採取の跡地となっており、田面区画の縁辺部に本来の土層が確

認されたものの、田面の大部分は地中深く掘削され、地山の黄褐色ロームや礫層は消滅していた。

なお、 T 4においては、現表土-60cmの黄褐色土上面で径100cmの土坑l基と柱穴状土坑1基を検出してい

る。埋土は暗褐色土である。田面区画の縁辺部に当たることから、砂利採取時に掘削を免かれた遺構が遺存

していたものと思われる。他のトレンチにおいては遺構・遺物は確認できなかった。

(平成14年度本発掘調査予定)

第112図 貝の淵Ⅱ遺跡調査区位置図
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28 ほ場整備事業大明神地区関連調査

上野々遺跡(しE97喜2160)

所在地;稗貫郡石鳥谷町新堀地内

事業者;花巻地方振興局花巻農村整備事務所

調査期日;平成13年11月6日、 11月12日(2日間)

本遺跡は、 J R東北本線石鳥谷駅の南南東約3.5kmに

位置し、北上川に向かって西流する稗貫川が形成した低

位河岸段丘上に立地している。調査地の標高は95m前後

を測り、現況は主に水田・畑地である。今回の調査は、

ほ場整備事業に伴うもので、排水路・道路及び切土予定

の田面に、幅約160cm・長さ6-15m程のトレンチを34

本設定して実施した(Tlへ34)。

調査の結果、 T16とT19の2つのトレンチから、それ 第113図 上野々遺跡位置図

ぞれ竪穴住居跡1棟を検出した。排水路予定箇所に設定したT16から検出された竪穴住居跡は、平面形が隅

丸方形を呈し、埋土から土師器片が出土していることから、古代の竪穴住居跡と推定される。住居跡は一辺

が6m前後であり、埴土は黒色シルトを主体とするものであった。トレンチを設定した箇所の現況は、畑地

であり、耕作上下層に黒色土の堆積が認められたが、黒色土中からは遺物は確認されなかった。

一方、遺跡北側の段丘縁近くに設定し

たT19からは、トレンチ中央部付近から

円形の竪穴住居跡が検出された。検出さ

れた住居跡埋土からは、縄文土器片が出

土しており、出土した土器から縄文時代

中期頃の竪穴住居跡と推定される。周辺

に設定したトレンチからは遺構・遺物は

確認されず、特に遺跡北辺部については

大規模な砂利採取により大きく攫乱を受

けていることがわかった。

T19とその周辺のトレンチから検出さ

れた竪穴住居跡は1棟のみであるが、砂

利採取の以前には、遺跡北側の段丘縁に

縄文時代の集落が存在していたものと推

定される。 (平成14年度本発掘調査予定)

第114図 上野々遺跡調査区位置図
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29 ほ場整備事業土淵地区関連調査

中土淵遺跡(MF46-0050)

所在地;遠野市土淵町地内

事業者;遠野地方振興局遠野農村整備事務所

調査期日;平成13年11月11日

遺跡は、 J R釜石線遠野駅の北東約4kmに位置し、

五日市川右岸の緩斜面に立地している。調査区域の標高

は290m前後を測り、現況は水田・畑地である。調査区

域の基本層序は、以下のとおりである。第1層:表土

(耕作土) 20cm、第2層:黒褐色土0へ40cm、灰黄褐色砂

質土(地山)層厚不明。

今回の調査は、ほ場整備事業整備事業の用地が遺跡に

かかるために試掘調査を行った。調査では、切り土にな 第115図 中土淵遺跡位置図

る曲面に幅160cm程のトレンチを3本設定した(Tl-

T3)。

調査の結果、調査区南側の畑に入れたT lの南側で円形の焼土混じりの土抗が確認された。周辺を掘り広

げたところ、土師器が出土し、焼土も広がることから、この焼土は古代の住居跡のカマド部分であることが

確認された。焼土混じりの土抗はカマドの煙出し部分と考えられる。この住居跡は、焼土が表土直下検出さ

れたことから、畑の造成の際に住居跡の壁が削平を受けている可能性が高く、残存状態はあまり良くないも

のと推定される。また、住居跡の北側で幅70cm程の溝が1条検出された。この溝及びその周辺からは遺物は

出土せず、構築時期は不明である。地山は北側に向かって緩やかに下がっており、北側の30c皿程下がる畑地

に入れたT2 ・ T3では遺物は出土せず、遺構も確認されなかった。調査区の西側は1m程下がるため遺跡

の中心は東側と南側の畑部分と推定される。 (平成14年度本発掘調査予定)

第116図 中土淵遺跡調査区位置図

書85-



30 ほ場整備事業二子地区関連調査

鳥喰I遺跡(ME56-0259)

所在地;北上市二子町字鳥喰地内

事業者;北上地方振興局北上農村整備事務所

調査期日;平成13年10月29日へ30日

・11月22日(3日間)

遺跡は、 J R東北本線村崎野駅の東約1.7kmに位置し、

北上川右岸の沖積地にある微高地に立地している。調査

区域の標高は63m前後を測り、現況は水田・畑地・宅地

である。

今回の調査では、切り土になる田面と道路及び排水路

になる部分に幅160cm程のトレンチを51本設定した。

調査の結果、 T33で竪穴住居跡が検出された。住居跡 第117図 烏喰I遺跡位置図

は平面形が隅丸方形を呈すると推定され、カマドの煙道と煙出し部が確認されたことから古代の住居跡と考

えられる。 T38で検出された住居跡は、検出面が地表面から60cm下がった面であったが、地表面から30cm下

がった地点から土師器がまとまって出土したことから、この面の黒褐色土から掘り込まれている可能性が高

い。 T38では柱穴状土坑4基と土坑1基も検出されている。 T39からは、幅50cmほどの溝が1条と住居跡の

一部と思われる焼土が検出された。焼土付近からは土師器がまとまって出土したことから古代の住居跡のカ

マド部分と推定される。他のトレンチからは遺物は出土せず、遺構も検出されなかった。
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第118図 鳥喰I遺跡調査区位置図
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31県営は揚整備事業一関第2地区関連調査

本町Ⅱ遺跡(NE66-2179)

調査期日;平成13年10月5日、 19日(2日間)

事業者;一関地方振興局一関農村整備事務所

所在地;西磐井郡平泉町長島字本町

遺跡は、 JR東北本線平泉駅の北東約3kmのところに

位置し、平泉町を南北に流れる北上川左岸の河岸段丘に

立地する。標高は23m前後を測り、現況は水田・畑地で

ある。

今回の調査は、県営は場整備事業に伴うものである。

なお、平成13年度に(珊岩手県文化振興事業団埋蔵文化財

センターが調査を実施しており、遺構が今回の調査範囲

に広がることが明らかになったことによる範囲確認調査 第119図 本町Ⅱ遺跡位置図

である。

基本層序は、 1層:表土20へ30c皿、 2層:暗褐色土0へ30c皿、 3層:褐色土となっている。今回の調査範囲

では、 TlへT36までの36本のトレンチを設定した。

今回の調査で検出された遺構は、竪穴住居跡7棟、住居状遺構1基、土坑類32基、溝跡6条、焼土1基、

堀跡2条、畑跡1面である。

竪穴住居跡は、 Tl. T8、 T13、 T18、 T20、 T21と主に調査範囲の南東側から確認されている。住居状遺

構はT26から確認されている。溝跡はT3、 T7、 T9、 T13、 T21、 T22で確認されている。焼土はT19で確認さ

れている。堀跡はT6及びT33で確認されている。畑跡はT28で面的に確認されている。土坑類については、

小柱穴状のものが多いが、 T26では焼土及び内面黒色処理を施した土師器杯を含んだ墓坑状の土抗が、 T27で

は焼土及び炭化物を含んだ土抗が確認されている。遺構に伴うものであるかについては不明ではあるが、 T23、

T26では西暦915年頃に降下したと考えられる十和田a火山灰も確認されている。標高22mから23mの範囲で

多くの遺構は確認されているものの、中には標高22m以下で確認されている遺構もある。

遺物については、 Tl. T22で須恵器(蛮)が、 T16、 T26、 T28、 T33などで土師器(蛮・杯など)が、 T2

1から鉄棒及びふいごの羽口が、 T8からかわらけ及び古瀬戸大皿が、 T3から16世紀のものとみられる軒丸

瓦が確認されている。

以上のことから、現道部分まで遺跡範囲が広がることが明らかになった。また、出土した遺物の分布状況

や遺構が確認されている標高の状況等から、範囲が拡大する部分についても、最低2面は遺構検出面が存在

することが明らかになった。

今回の試掘調査の結果、東側は現在の農道まで、北側は桑畑のところまで、南側は昨年までには場整備が

完了しているところまで、遺跡範囲が拡大し、南側については畑中遺跡(NE66-2291)と一連の遺跡になる

ことが明らかになった。

今回の調査範囲における取り扱いは、支線排水路及び支線道路になる部分については、平成13年度中の発

掘調査による記録保存とすることとし、田面部分については盛土によって遺構の保存を図ることとした。
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第120図 本町Ⅱ遺跡調査区位置図
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32 ほ場整備整備事業猫用左岸地区関連調査

平倉観音遺跡(MF66」1099)

所在地;遠野市上郷町地内

事業者;遠野地方振興局遠野農村整備事務所

調査期日;平成13年11月5日

遺跡は、 J R釜石線・岩手上郷駅南東に約1kmの早

瀬川右岸の丘陵上に立地しており、標高は355-358m程

である。遠野七観音の一つ、平倉観音堂が隣接している。

試掘トレンチは水路、農道、削平対象予定地を中lいこ

17カ所設定した。その結果、標高の低い、 TlからTlO

では遺構、遺物は確認されなかった。表土直下、もしく

は地表から砂礫層が堆積している状況であった。

TllからT17にかけて標高が一段高くなっており、 T 第121図 平倉観音遺跡位置図

13、 14では、弥生時代の遺物包含層(青木畑式一山王Ⅲ層式併行)が確認された。包含層の層厚は最大40c皿

で、南側に向かって厚く堆積していた。幅はT13で14m、 T14で1m程確認しており、最大幅15m程度と推定

される。 T13では、遺物包含層を掘り抜き、包含層下での遺構確認を行ったが、遺構は確認できなかった。

また包含層断面の観察から層の細分はできないと判断した。遺物の出土状況、表面の状態から包含層は一次

堆積と考えられた。この他のトレンチから遺構は確認できなかったが、背後の丘陵から流れ込む沢状の遺構

の存在も予想され、その中に遺物が含まれている可能性がある。

かつてのは場整備時の造成では平倉観音堂側の水田地帯から縄文時代後期の立石、注口土器が出土したと

いう話もあり、弥生時代以外の遺構、遺物が存在していたと思われる。

今回の事業予定地内において、周辺地形の観察から、包含層よりも標高の高い所に存在していたその他の

遺構は、既に削平を受けているものと思われる。言い換えれば当時、住居跡があった生活面よりも標高の低

い谷状の窪みに遺物が廃棄され、包含層が形成され、それが水田達成時の削平を免れたものと考えられる。

(平成14年度本発掘調査予定)

第122図 平倉観音遺跡調査区位置図
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33 ほ場整備整備事業猫用左岸地区関連調査

林崎館跡(MF66-2134)

所在地;遠野市上郷町地内

事業者;遠野地方振興局遠野農村整備事務所

調査期日;平成13年11月6日

遺跡は早瀬川右岸の丘陵上に立地しており、標高は361

へ365m程である。遺跡範囲は国道340号を挟んで東西方

向に広がっている。

試掘トレンチは水路、農道、切土田面予定地を中l高こ

37カ所設定した。その結果、トレンチ29、 35で遺構が発

見された。トレンチ29では、地表下1.2mの所で、幅0.2

m、長さ5m以上の周溝1基が確認された。出土遺物に

は縄文土器、石器がある。

トレンチ35では、半円形の黒色土の堆積が確認された。

黒色土からは縄文前期の土器が比較的多く出土している。

第123図 林崎館跡位置図

トレンチ31では幅5m、深さ0,25mの溝状遺構が確

認された。縄文土器が出土しているものの、巨礫が多く含まれている。堆積土にしまりがないなどの点から、

比較的新しい旧河道と判断した。トレンチ32からも土器が出土している。その他のトレンチでは、表土下に

砂層、砂礫層が堆積しており、遺構、遺物は確認できなかった。過去の水田造成時に大きく削平を受けたも

のと推定された。トレンチ29の周溝は住居跡に伴い、所属時期が縄文時代となる可能性が高い。

第124図 林崎館跡調査区位置図
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34 中山間地域総合整備事業者間地区関連調査

大橋遺跡(ME52-2325)

所在地:北上市横川目地内

事業者:北上地方振興局北上農村整備事務所

調査日:平成13年10月18日・19日、

平成14年1月23日-24日(4日間)

遺跡は、 J R東日本北上線横川目駅の西側約1.5kmに

位置し、和賀川左岸の河岸段丘にあって、南向きの緩斜

面に立地する。標高120へ128m前後を測る。現況は概ね

水田で、部分的に宅地・畑地がある。縄文時代晩期の遺

跡として周知の遺跡である。

今回は、中山間地域総合整備事業岩間地区に伴い、事

業予定箇所が遺跡の範囲内であることから2度に亘り試 第125図 大橋遺跡位置図

掘調査を実施したものである。調査は事業予定地内(支線道路・排水路・切土予定の曲面)に幅2mのトレ

ンチ104本(T lへ104)を設定した。

基本土層は、第1層は耕作土で層厚10c皿、第2層は水田床土で層厚10cm ・第3層は黒褐色土の遺物包含層

で層厚30c皿、第4層は黄褐色土の地山である。層厚は地点により若干異なる。

1度目は事業予定箇所全体にトレンチ89本(T lへ89)を設定した。調査の結果、削平されている部分が

多く、旧表土など失われている部分が多いものの、数箇所の地点で遺構・遺物が確認された。 T12へ14では、

水田床土下位の黒褐色土中から晩期の土器・石器が多量に出土した。黒褐色土中から土坑1基が検出された

が、他にも複数の遺構が重複しているものと思われる。 T15では、 9基の土抗が検出されたが、東端にある

土坑壁土から後期初頭の土器片が出土している。 T23 ・24では、住居状の黒褐色土の広がりと土抗を検出し

た。 T24で検出された土抗の埋土から縄文時代後期中葉の土器が出土している。

高位面となるT60では土坑3基、 T63からは土坑1基が検出されている。この部分は、地山まで削平され

ているが、周辺には他にも遺構が遺存しているものと推測される。

2度目は前回要調査範囲とした部分の周辺にトレンチ15本(T90へ104)を設定し、範囲の広がりについて

確認した。 T92 ・ 102 ・ 103及びT95では、水田床土の下位で黒褐色土の遺物包含層が確認された。縄文時代

晩期後葉の土器・石器が出土している。 T92において、部分的に掘り下げたが、深さ30c皿下でも個体復元可

能な土器が出土している。なお、 T92・103の西側及びT95の東側は包含層の厚さが少しずっ薄くなり、消滅

する。 T92・ 103の西側は削平されている可能性があり、 T95の東側は、遺跡の境界となる沢跡に向かって落

ち込んでいるためと考えられる。調査区中央付近のT94・ 101で包含層が確認できなかったのは、現況の水田

造成時に削平を受けたためと判断される。なお、 T94では、旧沢跡の可能性がある落ち込みを確認している。

T96へ97では遺物包含層は確認できなかったが、土坑5基・溝跡? 1条が4層黄褐色土の地山面で黒色土の

広がりとして確認された。 T98へ101・ 104においては遺構・遺物は確認されなかった。

以上のことから、本遺跡は、かっての開田時に削平を受けているものの、今なお畑地等では多量の土器・

石器が採取できることから、本来は縄文時代の大規模な集落跡であったことは想像に難くない。時期は後期

初頭から晩期末葉までの遺物が遺構に伴って地点を変えて出土しており、時期により占地が異なっていた可

能性があると思われる。 (平成14年度本発掘調査予定)
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第126図 大橋遺跡調査区位置図
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35 中山間地域総合整備事業岩間地区関連調査

石羽根遺跡(ME52臆2214)

所在地;北上市和賀町横川日田屋地内

事業者;北上地方振興局北上農村整備事務所 ▲

調査期日;平成13年10月17日へ18日(2日間)

遺跡は、 J R北上線横川目駅の西約1kmに位置し、

和賀川左岸の河岸段丘上に立地している。調査区域の標

高は130m前後を測り、現況は水田・畑地である。調査

区の基本土層は以下のとおりである。第1層:表土(耕

作土) 20へ25c皿、第2層:暗褐色土5へ40c皿、第3層:

黄褐色̃灰黄褐色土10̃40cm (地山)層厚不明 一部で

グライ化し青灰色となっている。

今回の調査は、申山間地域総合整備事業の用地が遺跡

二・元 ′当事-÷

第127図 石羽根遺跡位置図

にかかるために試掘調査を行った。調査では、切り土に

なる田面と排水路になる部分に幅160cⅢ程のトレンチを64本設定した(T lへT64)。

調査の結果、西側の畑地に入れたT lへT7では暗渠排水のパイプ敷設による擾乱を受けていることが確

認された。調査区中央部付近の水田は、耕作土の下に青灰色のグライ化した土が確認され、腐り切らない植

物の枝等も出てくることから、この付近は開墾前は湿地の様相を呈していたと推定される。北側の山に沿っ

た水田は造成時に削平を受けており、表土の下は地山の黄褐色土となっていた。遺構としては、調査区西側

の水田に入れたTlOから土抗が1基検出された。この土抗は平面形が円形を呈し、検出規模は径が50cⅢ程で

ある。壁土上位から縄文土器が出土したことから、縄文時代の遺構と推定される。他のトレンチからは遺構・

遺物とも確認されなかった。
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第128図 石羽根遺跡調査区位置図
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36 中山間地域総合整備事業斗米地区門松工区関連調査

門松遺跡(IE98-1271)

所在地;二戸市下斗米字門松地内

事業者;二戸地方振興局二戸農村整備事務所

調査期日;平成13年6月20日

本遺跡は、 J R東北本線斗米駅の西約5kmに位置し、

十文字川左岸の河岸段丘上に立地している。調査地の標

高は150mの平坦地で、現況は主に水田である。

今回の調査は、二戸市教育委員会による試掘調査の追

加として、遺構数の把握と排水路分の中諏層下層の状況

確認を目的にトレンチを7本設定した(T15へ21)。

T15はT14を拡大する形で設定した。新たに検出した

遺構は、土坑3基と陥し穴状遺構5基である。主な遺構 第129図 門松遺跡位置図

検出面は4層中瓶砂・浮石層上面である。土抗はほぼ円形を呈し、径l̃1.7 m程のもので、埋土中に土師器

片が含まれていた。陥し穴群はトレンチ北側の黒色土中から検出した。また、 T17でも陥し穴状遺構1基を

検出したが、 T15の陥し穴群に連続するものと推定される。 T19では、埋土上部に十和田a火山灰をレンズ

状に含む竪穴住居跡1棟を検出した。十和田a層の下層では、比較的規模の大きな陥し穴状遺構を2基確認

している。調査地内の陥し穴状遺構は、北側のやや低い部分に比較的密に規則性をもって分布しているよう

である。 T20では、焼土ブロックを含む径60へ80c皿の土抗を6基検出した。これらの土坑群の北側では、表

土(耕作土)下から十和田a層の広がりを確認しているが、その下層からは遺構は検出されなかった。排水

路予定箇所に設定したT21では、中瓶層下層の確認のためのトレンチを設定し、八戸火山灰層までの深掘り

を行ったが、遺構・遺物は確認されなかった。

六

書

二_.・一一了、や、

事 

冨‾ ;∴,一千三二二∵了
’’

1証・:叩‾‾へ、‾二、 

三㌦言霊∴∴∴∴∴∴:∴三 … 

章二二二二二二二、∴ク乞う’.-∴ノンノ′ 辛 鳥 人
‡ .言う’ 了∴∴,胤.∴了、、、、 シ’〆、・ ル」ず 

ト・○○.当`′ l〃◆
→、 }

′タ :、、′:了ノii 

字 書 一一ヽl ′ .‾ヽl 

‡--1ふ寿へ\
“・ …

タへ 
ト

・′、・了i中.岬ト / 1′、、、

I 

三三∴三二二∴
∴

∴∴::∴ 

捗’’’ 

i 

ノ∴ l’、、、 

i、、、・ミミミミ三女、′ タイ 辛二㌔,′粥・’… 
ヾ、

!・ふ謹言′ lI 

I:ン ii ∴_-・___
′,′ 「ト 

弓●細 --一 ノ

′ 

・′-・十:

′ 

・′-. ___-:/ノーへ 
i

__.___---_一一---- 

l-∴- 帯,ノ′i/‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ 隷 
0 1:2000 100m ,“

第130図 門松遺跡調査区位置図
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37 土地改良総合整備事業伊手西部地区関連調査

大中田遺跡(NFOO-2003)

所在地;江刺市伊手地内

事業者;水沢地方振興局水沢農村整備事務所

調査期日;平成13年10月25日

遺跡は、 J R東日本東北新幹線水沢江刺駅の東北東約

9kmに位置し、伊手川左岸に突き出た丘陵の東向き緩

斜面に立地している。調査区の標高は147m前後を測り、

現況は水田・畑地である。この調査は、土地改良総合整

備事業と同時に行う河川改修事業の分布調査によって、

遺跡の可能性ありとした部分について実施した。調査で

は切り土になる曲面と排水路・農道新設部分に、幅160c皿

はどのトレンチを40箇所設定して実施した。調査区の基 第131図 大中田遺跡位置図

本土層は以下のとおりである。第1層:表土(耕作土) 10へ20c皿、第2層;黄褐色土(水田の床土) 0へ10

cm、第3層;暗褐色土0-25cm、第4層;黄褐色土(地山)層厚不明。

調査の結果、調査区北側の水田において12棟の竪穴住居跡と27基の土抗、 9基の柱穴状土抗が検出された。

T2から検出された住居跡は重複しており、遺構のプランは明確ではなかったが、他のトレンチから検出さ

れた住居跡のプランから、円形を呈すると推定される。土抗は円形のものがほとんどである。住居跡から出

土した土器は、縄文時代中期のものが多いが、土坑からは前期の土器も出土しており、前期から中期に渡っ

て集落が営まれていたと推定される。調査区南側では、表土の下に巨大な礫を多数含む礫層が存在し、遺構

は確認されなかった。伊手川の対岸に入れたT39・40では、表土直下が厚い砂層になることが確認された。

このトレンチでも遺構・遺物は確認されなかった。

第132図 大中田遺跡調査区位置図
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38 畑地帯総合整備事業盛岡西部地区関連調査
)

羽場百目木遺跡(しE25-1381)

羽場館(小錦) (しE25-1372)

所在地;盛岡市羽場字百目木地内

事業者;盛岡地方振興局盛岡農村整備事務所

調査期日;平成13年5月17日

遺跡は、 J R東北本線岩手飯岡駅の西約4.2kmに位置

し、赤林山から延びる尾根の端部に立地している。遺跡

の標高は145m前後を測り、現況は畑地・果樹園・宅地

である。羽場百目木遺跡は縄文時代の散布地であり、羽

場館(小錦)は中世の城館跡である。この2つの遺跡範

囲は全く重複している。調査区の基本土層は以下の通り

である。第1層:表土10へ30cm、第2層:黒褐色土、 0 第133図 羽場百目木遺跡・羽場館位置図

一80c皿、第3層:灰黄褐色土0へ10c皿、第4層:黄褐色土一明黄褐色土(地山)層厚不明。

今回の調査は、畑地帯総合整備事業に伴い、事業予定箇所が遺跡の範囲に当たることから試掘調査を実施

した。調査においては、配水管を埋設する部分に幅1mのトレンチを8本設定した(TlへT8)。

調査の結果、西側の畑地では第2層の黒褐色土が厚く堆積していることが確認され、 T lにおいては第2

層下位から縄文時代中期の土器が出土した。地山の黄褐色土の上面では竪穴住居跡のプランと推定される黒

褐色土の広がりが確認されている。この住居跡は第2層から掘り込まれている可能性がある。 T2は沢を埋

めた部分で、この部分からは縄文土器が1点出土している。東側の果樹園内では羽場館の空堀が東西に延び

ており、配水管はこの空堀を横切る形で計画されていることが確認された。東側では黒褐色土は認められず、

T 4. T 5の地山南で径22へ26cmほどの柱穴状土抗が計4基、 T 6の地山面で幅45c皿はどの溝跡が1条検出

された。 T3へT8においては遺物の出土はなかった。これらのことから、西側の畑部分には縄文時代の集

落跡が良好に残り、東側は中世城館の主体部であったと推定される。

第134図 羽場百目木遺跡・羽場館調査区位置図
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39 ふるさと農道緊急整備事業関連調査

平清水Ⅱ遺跡(JG60-0224)

所在地;野田村大字第22地割地内

事業者;久慈地方振興局久慈農村整備事務所

調査期日;平成13年12月18日

遺跡は、陸中野田駅の南東約2.5kmの所に位置し、明

内川左岸の河岸段丘面に立地する。標高は65m前後で、

現況は水田、道路、荒地などである。

今回は事業地内の水路設置予定箇所に7カ所の試掘ト

レンチを設定した。その結果、遺構、遺物が発見された。

トレンチ1では第3層上面から掘り込まれた陥穴状遺構

が1基発見され、深さ2m、幅0.5mの規模であった。埋

土から縄文土器が発見された。埋土には、赤色粒子、炭 第135図 平清水Ⅱ遺跡位置図

化物が含まれていた。 T2では、土器が1点出土した。 T4では、深さ0.7m、幅1.8m以上の規模の竪穴状遺

構が1基発見された。底面には、厚さ5cm、幅30cm以上の焼土を伴っており、縄文土器、剥片が出土した。

T7では、トレンチ隅で、円形の竪穴状遺構が1基発見された。直径は0.8m以上と推定され、深さは0.2m以

上ある。壁土は黒褐色土と第3層が混じったものである。試掘面積の割に非常に多数の遺構が検出された。

遺構は既に造成された水田と農道の境の法面から検出されたものであり、本来、遺跡範囲はもっと拡大し、

多数の遺構が存在したものと推定された。造成前は農道から現在の水田面にかけて緩やかな斜面が広がり、

この地域の基幹となる縄文集落が形成されたのであろう。

今回の試掘調査の西側は、平成13年度に㈱岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターにより発掘調査が実

施され、多数の遺構が発見されている。地形的に見て、今回試掘調査で発見された遺構はこれらと一連のも

のと判断できる。 (平成14年度本発掘調査予定)

園国書臆臆易

:二°叫二、一

/

第136図 平清水Ⅱ遺跡調査区位置図
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40 ふるさと農道整備事業関連調査

工F94鵜2340遺跡

所在地;軽米町円子地内

事業者;二戸地方振興局二戸農村整備事務所

調査期日;平成13年11月1日

遺跡は、三陸鉄道北リアス線・陸中野田駅の南東約

2.5kmの緩やかな斜面に立地し、標高は268m前後であ

る。現況は畑地、荒れ地、山林となっている。

今回は農道整備に伴い、事業予定地に試掘トレンチ8

カ所を設定し、調査を実施した。トレンチ1では、次の

層位が確認された。第1層は黒色シルト、第2層は茶褐

色土、第3層は黒褐色土である。 3層には焼土が混入す

るが、形状には規則性がなく、線状、丸いブロック状な 第137図iF94-2340位置図

どのものを含んでいる。大きさ、長さは5へ20c皿である。

時期を決定する資料が出土していないが、土の色調、しまり具合から近世以降のものと推定される。しかし、

再堆積した層の可能性もあり、鉄棒等の出土も見られないので、遺構と認定できなかった。第2層は斜面の

下になるにつれ、厚く堆積していた。

トレンチ2、 3では黒褐色土が確認されたが、焼土は含まれていなかった。トレンチ4から6では、表土

下からローム層、黄色砂礫(南部浮石)が確認された。南部浮石は30cm以上の厚さであった。トレンチ7で

は、表土の黒色土がなく、ローム層が露出している状況であった。過去の造成によるものと思われる。

トレンチ8の表土から土師器が出土した。表土直下に黄色砂(南部浮石)が堆積しており、堆積状況から

過去に農地造成を受けたことが判明した。周囲からも土師器片が表採されている。

第138図iF94-2340調査区位置図
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41二戸警察署上斗米駐在所庁舎新築事業関連調査

上斗米館遺跡(IE98-2091)

所在地;二戸市上斗米字梅木地内

事業者;警察本部警務部

調査期日;平成13年8月3日

遺跡は二戸市西部の上斗米地区にあり、現況は学校用

地・畑・山林となっており、標高は180へ200mである。

試掘調査の第1 ・ 2層は盛土である。この用地に接す

る道路工事の際に、道路との段差解消のため盛ったもの

であるという。また以前は水田であったということを裏

付けるように、 Tl北半、 T2北半では水田下に見られ

る青灰色の粘土層が発見された。

事業予定地内に4カ所のトレンチを設定した。その結 第139図 上斗米館遺跡位置図

果、トレンチl、 2において縄文時代以降の遺物を含む

層が発見された。この層は、 T2の調査結果からすると、第3層を切って形成されており、砂が主体となり、

層の上下から土器が出土している。多数の薄い層が水性堆積して形成されたものである。土器は縄文中期、

晩期?と推定されるものがあったか、土器断面はいずれも丸味を帯びており、再堆積したものと考えられた。

石器はどの層からも出土しなかった。

Tlでも、地表下110c皿の所から遺物を含む層が見っかっており、 T2と同一の層であった。したがって、

遺物を含む層は道路に面した南側のみに存在することが判明した。 T3 ・ 4 ・ 5では遺物、遺構とも発見さ

れなかった。

遺跡の中心は背後の丘陵近裾部もしくは丘陵上にあるものと推定された。

0 25 50m

-○
-一・・ ・十

第140図 上斗米館遺跡調査区位置図
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42 北上警察署立花駐在所庁舎新築事業関連調査

立花南遺跡(ME66-2128)

所在地;北上市立花地内

事業者;岩手県警察本部会計課

調査期日;平成13年7月30日

遺跡は、 J R東日本東北本線北上駅の東約1kmに位

置し、北上川左岸の沖積地上に立地している。調査区の

標高は58m前後を測り、現況は宅地・畑地である。調査

区の基本上層は以下のとおりである。第1層:表土(耕

作土) 20c皿、第2層:暗褐色士(酸化鉄を含む) 20c皿、

第3層:褐色土0へ10cm、第4層:黒褐色土0-30cm、

第5層:暗褐色土0へ30c皿、第6層:褐色士(地山)層

厚不明。 第141図 立花南遺跡位置図

今回の調査は、北上警察署立花駐在所の庁舎新築事業

に伴って、事業予定箇所が遺跡にかかることから試掘調査を実施した。

調査においては、庁舎建設予定地内に幅0.9へ1.6m、長さ10mほどのトレンチを3本設定した(T l-T3)。

なお、調査対象区域の西側については作物を栽培中のため調査できなかった。

調査の結果、調査対象区域の中央部付近に設定したT lにおいて、土坑2基と住居跡に伴うと思われる焼

土を検出した。検出された土抗は、いずれもトレンチの外に続くため詳細は不明であるが、どちらの土抗も

平面形は円形を呈すると推定され、規模は1基が径90c皿、他の1基が径110c皿ほどである。いずれの土抗も第

6層の地山上面で検出されている。

第4層上面で検出された焼土は、 30×30cmほどの規模の不整形を呈するもので、住居跡のカマドあるいは

焼土の周囲に炭化物や焼土粒が見られることから焼失住居の壁土の可能性も考えられる。この焼土の構築時

期については、付近で土師器の小片が出土していることから古代の遺構に伴うものと考えられる。

第142図 立花南遺跡調査区位置図
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他の遺物としては、 T2で縄文土器片と土師

器片が計4点出土している。 T3からは遺物は

出土せず、遺構も検出されなかった。

以上のことから、本事業予定箇所については

平成14年度に調査未了区域を試掘調査を行い、

その結果を待って、本発掘調査を実施する予定

である。
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大中田遺跡
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第148図 県内遺跡試掘調査出土遺物6

-106-

4(T6)

O l:3 10cm



7(T98)

4(T15・土塊)

5(T23) 6(T23)

⊂二二ユニ⊂二コ

8(出土地点不明)

第149図 県内遺跡試掘調査出土遺物7

-107-

平清水Ⅱ遺跡

1(T4埋土中)

0 1:3 10em



ミ】 

1一・・・、 三 三〇 二二 言 葉 ← 鮭 

1・・・1 

こく 一二 茎 輩 

こ二 

」一・「 〇・← ミ 

I一一・- ここ 

し一・〇 ぐ 二王 

宣 誓 至 等 

ゝ○○ヽ 三三 三三 

三 富 

三三 ⊆三 嶋仁 曇 
’十 着 謀 」一・「 学 業 l一・・・「 二 幸 吏 

I一・・・、 三 

1三 

英 一ミ 

l一・・・、 三三 

「-ヽ 

「 半 遵 i三 富 嚢 茎 箋 三二 三二 嚢 三 法 

≡“ 言 

三三 i「 

言 王≦ 」! 

三 †三 

」一・〇 、一 幸 

\_ :ミ 

嚢 箋 謀 〔く こま 挙 撃 輩 三 こき 箋 

ヽこ 善 却 

善 事 

二二、 

善 謀 

饉 書 聖 ミ) 軽 重 蓋 
婆 ま ぐ、) 〇〇 ⊂⊃ 

ミI 蛍 醤 ’〇 二ぎ 室 善 雪 
曇 善 詞 ミ) 聖 堂 室 畜 詞 ヨ 聖 堂 

毒 草 

哀 詞 く 塞 ぎ 室 茎’ 詞 善 善 詞 ミ) こせ 墜 善 曇 農 壁 書 義 認 善 主) 蟄 堅 憲 曇 墓 義 善 畜 
書 詞 

善 義 

義 苧 ′′/ 

善 善 墓 詞 

∵三 

一/ ‾、 ÷ 毒 三に 

嶋 嘉 雪 

-1\ 叢 ・⊥-\ 書 き 箋 雪 しこ ト 叢 ÷ 書 き 輩 音 三 で三 

話 合 雪 

> 葦 \∴ ヽこ 

詞 合 字 

書 詞 書I 景 ー.⊃ ぎ ≒ 
詞 > \二「 ま 

善 意 三重 

ミミ S 一・γ 

ぎ 白 や、 \- 
雲 \ ’て- 卜 

÷一 芸 夢 
?一 三 二二 ・く 十二 

幸 二 葦 、二. ミニ 
三三 I‾ヽ てこ〕 富 言 三お 寒 圭 寧 

畜 謀 華 

「-ニー 茎 

.雪_○ 姜 革 

室 二幸 ま 
詞 巻 上、 ーく 

⊂⊃ 音 采 二王 乙 

詞 茎 S. 

詞 翠 S ゞ 詞 ≒≦ ト 

善 謀 重 

重 く 室 詞 蚤 や ‡二 十 _雲 三 雲 “>く 詞 三 ・そ 

苧 三 三 

謀 姜 哩 ÷ 里 しき 玉 曇 聖 書 ミミ 

〇 三≦ ぜ 

署 詞 董 堂 

ゝこ 多く 

しき 拳; 三・ 二’ここ 、ここ● 瀧 

き 姿 遥 ・三 上。. 宇〈 

叢 ÷ ‾言 霊〈 葺 く 二三 重く 浮 く ニ三 高 窪 く 塞く 

しき 姿 三・ 塗 潰ここ 

しき 浅 手・ 漫 三 二二〇 宴で 

き き塁 l《●ト 、三、 学 費 …ヨ ・く二 

:三 塁 羊・ 穏 一手 :∠。 隻く 

室 寒 羊 …三 業 

葺 く ‾言 霊〈 栄 き ま 〕・こ こ 

葺 く 雷 ●iジ/ 

葺 く ‾÷ 轟く 

しこ 姿: 羊 ÷●ここ ミミ. さを i言 姿 羊 き き食二 千三 三ミ キ・ き 志士 ミ ミミ ニ、 き ざ二 

写 楽 喜 一ぎ 手‡ …ヨ 

二三 妾 三 一ミ 孝そ …コ 二二. 

し≒ 衰 三 一さ さそ …ぢ 

写 楽 二三 一き ざ‡ …き :二二 

しこ 塞 l-:⊥「 三二 一’ぎ 重 さ●÷ 

葺 く =’ 重く 葺 く 二、 苗 葺 く ‾÷ 塞く 葺 く 毒: 

き 姿 芋 茎 瀧こ 

ミ ミ等 茎 き ミ蜜 半・ ミ茎 

葺 雫 ⊥ 雷 重く 

しき 誓 言毛 玉 二一 二三 ● 

賢 く :三 吉: 

忘 遭 ‡÷ 寒 露●. 

葺 く 二三 諒 

き 姿 キ ミ重 さで●●「 †ミ 姿 羊・ 寒 さ1ヽ、子 

浸 く _-」」 二三 憲 遠 く 二三 苗 

しき 遼 寧 …茎 

しき 進 言1 き :ヾ・1 富 を 羊 寒 さで・1 

しき 楽 手当 詳 言 拳こ 主) 誓 

く苫 エコ そ‡ 章二 

しき 準 二、 1〇・へ に くニ 

請 く 二言 塞く 

ーヽ ーふく-● 嚢 二三 子 蔓 蔓 ≒ 葦 こく 三 重 嚢 窒 こく ミ) 重: 謀 
葦 二ぐ ヨ 十・一・ 絶 

叢 こく 書 き 箋 ≒ 託 宣、 謀 幸三 実 ーゝ-」 ー「 
三 一三 酋 きゴ ー.i-」 雲 

‡… 雲 上」 ‾‾て 主 薬 空 襲 送 こく ヨ 曇」 等 
手 芸: 葦 草 主) 

iモ ミ) 寒 雲 ーく 董 三、 三) 寒」 掌 」一・・ヽ 」← ま き 糞 〇〇・・・ヽ ・⊥ト 議 書 掌 二三 塞 き 撃 三 寒 宣 誓 三 宝: 主 事 …コ 三≒ 二ま 
毒 ●●.書、 「三 選 させ ≒… 二手 ミ ニこ き きき ≒ ・ま 亭 ござ 喜 …ユ ニ三 雲 

こく 害 毒 ミニ :雪 :くく 三三 窒 二千 号) ≒ 
蛍 こく 享 楽】 掌 

送 や 書 芸、 謀 董 こく 草 書 箋 

三 寒 

三二 議 書 等 ミニ 遂 三三 一冬 壁 上キ ヨ こく 一冬 
ここ 喜 」」 喜 一こ 一票l ::ヾ 宣 

二二 三) 寒 ま ーく 

三 寒 音」、 

墓 や ヨ 

三 業 茎 嚢 三 寒 至 等 

窒 二千 ヨ ●-●「 ●ヽ∴ 

登 玉 ≡) i●- "置●「 ヽ】i一 

三 寒 三 寒 ミニ 違 

重 一二 十し 三 千善 …瞥 二≒ 三三 毒手 三: まく 蓬 寸 も、 ≒ 衰 こく 主) 茎 箋 

ミニ 業 

さ二 三) ま ま 喜 掌 さ二 

ぎ‡ 三・ 雑 著 

興 すと 楽 天 "‾ヽ ヽ_ ー.{、 叢 霊●・- 

黒 字 磐 」。・「 ÷→く 聾 三 三」 

喜‡ 三・ 孝二 黒 雲 ヽ__ ′ヽ′ヽ 毒 

宣 言) こl高 二」. 蜜 !二十 姿; 受 二 三 毒 手 
まそ 羊 ざ雲 、ここゝ 韓 糞 洩 二千 三) 主 多く 三寒 

詳 ÷’ここ 
糞 ≒三 寒 叢 葦 穏 警 二ヾ ≒ ≡ ∴千二 

き二 三) 葺 き‾ さ二 三) 葺 き‾ 羊 書 手 圭 二 三I 毒 ヨ‾ 

貿 手 当 三、 菩 塁 ふく ーミ ニぎ こく 

Ⅹ ミ】 .ヽl 上、 せこ、 

き ミI 葺 こす ●×● 三洋 葦 穏 エ ー≡」 

・.●・il 

さ二 重 三 三】 羊 

三. 電 蓄 葦 単 二.ヽ -×’ 

さ二 雪 害 

さ二 三 毒 草‾ ×、 ●×’ 

嘗 岸 」も 重き 葦 ミミ 智 之 トQ さき と ぎ‡ 亘 ここ 尋 圭 ヽ・。・・ヽ 

窒 寿 ぎ 墓 室 しき 霊 「.ヽ し、葛 ⊂「う 熱 量 くく .二 重 

き ●′.--- 「_ 、・・・「 」一 塁 き 婆 ぎ 1十` 

三塁 も そ し 書 芸 雫 ≒ 

塗 せ 薫 ミニ l車- 三 雲: 智 こく 主 賓 

詳 寒 さと 三 寒 l11●●- 重 し」へ ここ 寒 雲l 

云 葺 くと 、〇・’ ‾二二ヽ き ヨ C▼⊃ 一㌧′ 二十 ._ノ 

三∴さ 遣 ●′メ_ ま ま 重 し」1 だ-〇 三三 二}ヒ ≒! 

雪 i′"。、 「_ l-:一〇 iふ、・「 ‡塁 三・ ∴ここ 、ここ. 叢 ぎ ト討 

ぎ‡ 亘 三 。〔_ 碧 二幸 ヽミ ≒ 

三塁 手 一冬 手‡ 裳 二二二 三 ,,i.ナI 

ぎ‡ 三・ 穏 三 二し 書 ‾1三 雲 ≒ 
吾 輩 ぎ‡ 三三 浅 くニ 総 二三 圭 一;< 

畿 寮 費← 二ま 三三 事 こく ミ) きき 

選 詳 雲 湛 三三 幸 き ま 三 三 
法 塗 智 ・卜、 i 亡\ ヽ イ÷ こき や 芸 

」二、 掌 と二 三 三 一’ヽ 董 ≒! 二三 雲 

吉 事 翼 き 薫 くニ 浮 .」●_、 ≡) 十--こ 

宰’ 裏 手‡ ミ三 業 〕ニ 築 ミI 一こく こき 衰 誤 字、 誓 挫 くニ 築 `-●.、 圭 一こく 

ミミ 寒 若 き 浅 くニ 綾 .」●_、 ミ〕 ーヽ○○ 

米 吉 主 翼 葦 二二 三 ・..’:ヽ 
翼 長二 三 ぎ‡ 竜 三 ミ .、●÷ヽ 

三ギ ミ ーく 手く 茸 ミ ミ ∴こ 
三塁 ・二、 ミ ミ ぎ‡ 蓑 ニ;こ 三 ・白、 

書 家 会 堂 ミゴ 蔓 ≒ 業 三、 三喜 連 葦 穏 貴 書 モ ミ) 

翼 ざ三 一こ、 姿 墓 室 ぐ 〕尊 号 :㍗ 

楽 手, 詳 ま く も、 薫 き 華 
ぎ‡ 葦 法 楽 翼 く」 こき 轡 二千 ヽi-∴ 一二 “二:.\ 孝‡ 三 塁 法 事 畿 モI 裳 」J れ トQ ’? 

三 重 熱 学・ き 築 くニ 殺 し’l「 -ヽ〇 三) 

≡〕 、三、 三「 孝‡ 三・ 三三 業 雪、 具 合 ÷」 

薫 き 遷 二王 学 士二 幸 

‾/ \- ’’/ 二ま 二三 子 ‾●ヽ てこ章- 撃 ’竜- 雲 

茎 法 登 竜 聖 二〆 ーi.」 ヽ〇・・・・ 三 雲 寄 主) 

若 き 浅 く二 恕 碧 雲 

ミ) 重 く 」 喜 連 薫 弐 こく .フ 

三二 等 三塁 き 繋 ぐ 築 ⊥●_、 ヨ 一丁く 雲 挙 手‡ 号・ 誓 浬 ぐ 築 ⊥“l「 ヨ 」二〇′ 孝‡ 芋、 群 斗 箋 漫 ぎ‡ ここニ 連 写 糞 穏 
雪 葺I 二、 まそ こ’こ 、ここ. 逆 さ 塞 き 裳 

重 量I ご’ 詳 ざ三 、二> 奨 穏 寒 雲 蓑 事 業 芋‡ ミ三 業; 洩 塞 き 裳 

詳 筆 法 害 毒 葺 蔓 l‾ヽ ‾ヾ’ 十㌦ 

さ二 三) 書 ト、 茎 (ミ ミ ミ 挙 

ぎ‡ 茎 法 華 若 く ふ っ‾ =「 

一 ・●lI も ぎ ’..’雷 雲 書 モ モ 寒 

喜 こと 

卜- l 三 

〇〇 〇〇 
ご〕 三 弐 こ、〕 こ】 

iくつ 

寒 
i こC 

OC 
上- 【\○○ 昌 子- ! i 【 【 子、 1 し、 

i 【 

二㌧〕 C\● iくつ つC C\う i:二 lC し、- 〔-- 〇C C\〕 l し\ヽ 

雫 
‾こ了- 一一二 “.こ- 1ここ. 

一一-● 
」で⊃ しっ 主÷ しっ し∴こ し二つ 十二、 」つ し● しっ しっ 」くつ 」で⊃ 」{⊃ し」⊃ く.ここ) 〔.⊂) 一・ヽ く.〔⊃ く、〔⊃ C.⊂) くく> ⊂くつ C〔⊃ 

こ、」 Cエフ 三 

N く.0 ご\」 ⊂(⊃ こ、」 一・ヽ C⊂) 

こ\〕 C`⊃ こち 

し、- 一一一←ヽ し- 十- 〔、、- 〔、- し、- ⊂「) 子。- 

ー 
ごつ 

三 三 三三 ÷ ÷ 三三 
一 

ミニ ー 三 お お ( 三三 

三ぎ 
ぎ .ヽ● ぎ iヽl ぎ ●\● ぎ .\● ぎ .\l こき .こ‾ 三〇 .ヽ● き ●\l き’ ●\l ぎ .ヽi こき .こ‾ 

ぎ 
こき .こ ミ’ .\1 

ぎ ぎ 
き 1\● 二㌢ .二〇 三〇 .ヽ● 

ぎ ぎ 
こき .こ‾ 雪 ・ヽl ミ’ .ヽl 

ぎ ぎ ぎ ぎ ぎ ぎ ぎ ぎ ぎ ぎ ぎ ぎ 雪 き ぎ ぎ き 雪 き ぎ ぎ き 

ー 
C\〕 ごつ lC 二〇 

し、… 

〇〇 

一 一 こ〕 
ー - 

i′二 
( 

子へ- 〇〇 
一 ( 

e」 
:三二 

i 

ミミ ⊂、\】 ぐ、〕 二十 ふ 蓑 こ、〕 式 秦 ミ〕 …≒ ≡ 奉 ミミ 毒 塁 しこ ごつ ≒ ○○ ごつ 宰 ミ 
C\〕 

ここ ミ ま 芋 ≒ 

囲
-
榊
轄
堪
能
出
せ
∽
「
鞋
叶



≡」 

茎 輩 

l「→」 .〇三三二 ぐ 

≒ 三二 二当 室 

二二 二「ユニ 三二 
」・・「 l一・・、 ヽ・・-ヽ 」 l一〇 〇〇〇「 

“l-丁 

」三 重 

二、“十、二二 十「 1- i「「 千〇、 

こ こ三三 〇 .._ 二三三 ここ こ三二 〇 〇← ふ← 量 ⊥⊂ 〇〇 ・・lく- 

こここし〇 二二三吏 

一書`:一 三二 二子- ・,二〇 

三三∴‖三三i三三 三三 

雲 一半 宝 一冬 「ノ「ノ :三三;ミニ そそ 

ー●- 

ー↓一、 

菜」 掌 

寒」 十干 

妄言 音字 

雫 、ヾ葛 

“、ヽi一 簿 

「ノ 書÷ノ 「ノ 

l●- ●〇〇〇 "音ヽ 

」書く 喜 ーゝ・く 責 

曇 二二二 

ミ 〕≡ 「ノ「ノ :-ここI二二二 三三三三 

三三 

雲 ・羊 

き 
ご 

望 十 ヽ.「 絆 ・・i 鮭 

一一ミ. 妾 :雲 

≒ .ここ 蔓 

竃’ 詞 一’⊃ 1ゴ 

善 事 羊 ユニ ーく 喜 詞 十〇\ 吏 怠 更 哀 詞 十-\ 吏 食 言で 

寿 詞 

対 義 語 

義 認 室- 

善 導 響 く蓑 

書 芸 三 室 彗 ま 
竃● 詞 を ミ三 」づ 

ヨ 蛍 堂 室 詞 姜 善 導 

善 業 やヨ ギ 

善 意 

塞’ 碧 雲 ト 室 

善 導 華 :÷ 

毒 殺 警 護 室 詞 三く く ′‾ヽ くこ> 違 

義 認 

寿 詞 義 喜 詞 で\〕 

季 ⊂⊃ 圭 /-ヽ \-ノ 
≡) 蟄 聾 者 謀 l送 ●ヽヾ-・ 

室 詞 ミ 

ー‾ヽ 嶋 毒 害 

曇 適 当 や三 一く 室 詞 王 室 畜 掌 こき 

善 詞 三≦ ÷× 

享 楽 撃 憲 詞 曇 音 室 詞 
C、 鳴 

書 蜜 」。. 

曇 苧 

C\ 嶋 

毒 草 
哀 詞 

寿 詞 善 玉 

【‾、- 亡、- N ⊂⊃ 国 卜- 窒 ∑ 窪 ぐ\〕 ⊂⊃ 【 〔、 ⊂C 二二二 ∑ 

_二、 ;S 

善 詞 

義 詞 葦 
曇 謀 寺 

竃’ 雪 奉 
室 詞 > 二三 

室 謀 等 葦 

手 当 

三三 > 「ノ 
〇・⊃ 

J・`..○ 

〇二」 雪 \ 二十 
」⊥) 芋 

尊 堂 雪 へ 山 芋 寒 く 
●一一「 

.寧 くさ蚕 二輸1 

滝 …※ 

- ー - 

しき 姿 

誌 ∴∴こ く1 

く守 二王 そよ 1I..〇、 「- 泰 二三 半 合 

一一 一一 
l

」 

貴 く ‾言 霊 葦 二千 号 雲 一半 

一一 一一 一一 一 一一 」 l- 

†ミ 婆 -く く事、 ミ ニ三 寒 毒草 二三・ 害 二〇三 塗 ・く く"\ 雲 茎 奄程 二二・ 害 

一一 

荒 事 茸 塞く 董 こく ヨ l●・1 

善 書 裳 塞く 薫 や 主) 

貴 く 

一 

)・ミ 孝ミ 

しぎ 等 竃「 王二 三 叢 三三 葦 毛 寒 雲l せ 

喜 一く 

一、一 

しき 婆 適 宜 幸 一“三 重 躍 二二、 ‾茎† 」ゝ一 三 三ここ 

ヽ- 

さ 拳ミ 三、 

ささ 姿 

さ 楽 手、 

ヽ- 

さ 姿 

巻 詮 芋・ 選 一ミ _二。. 

さ 姿 1置1 

s 

幸 三二 葉 

姿 二三・ 

三 l二二 三二 

く ‾言 霊 善 く、 ミ】 業」 掌 
∵∴ご く宣 葺 姿 挙工 芸 や 紫 蟄ニ 

1.1i,三 寒 ーiて・、 遥 

く ‾÷ 憲 三善 こく 書 紫 き く 

寒 芋 茎 法 王 裳 墨 書- 

i●・・ご 姿 ーヽ- 蜜 ざ二 王 薬 羊 くそ 二王 鮒 幸二 

づ二 七・ ‾÷ 

く く ギこ く く 

ミ 巻 き 姿 三 三と 

-4 ふ、 雲 量 滅三 二二、 害 

ーく ‾÷ 萬 葦 二千 三) l●-「 

三雲ミ 

・ビこ く 

烹輸 く守 毒 寒 さ三 善 や 薄 蛍二 

三 寒 号. 

三 寒 

警 トへ 三二 二三 三書 法 こく、 害 ‾‾「 

寒 1「●」 

寒 寒 姿 

拳 1一書● 

「ミ 姿 号. 

‾÷ 「モ :官 

二’ 塞く 窒 二千 

‾÷ 塞く 葦 こく 主) 

一 三二 ‥- 主こ 

‾÷ 苗 叢 二千 三) 茎、 峯 

二、 塞く 薫 く) 主) 

ざ二 王 姿 三・ くて こコ 噂 に 薄 一二三ヽ 

ミ雪 嬰 三 

ー 

窒 

寒 姿 三 寒 ミ ・羊 

ー●l-→ 

姿 三 寒 二軍こ、 

漣 こく 害 毒 

婆 ミニ 茸 箕I 掌 
埜三 善 一冬 薫 ぎ二 

霊 長 こく ヨ 

重く 葦 こく ヨ l●- 

霊 宝 二千 萬 窒 こく 

◆ 二二、 三) 二≒ 茎 †こ :雪 でイ ヽ“了うー 法 二二、 害 毒 ミニ 、翼 ::ヾ .了了⊃‾ 

法 王 寒 雲 一冬 鞋 三 寒 三 ・羊 嬰 三 寒 三三 一冬 
嬰 喜 連 ミ ミ 奨 喜 連 三 宅 整 三二 謎 ミミ 一半 姿 三二 婆 三く そ 避 〇〇〇ヽ ⊥← 寒 雲 ーぎ 

ふく 富 ま そこ 、雪 でく .ここフ1 

三 寒 

三 寒 ミ ミ 

実 蔓 

三 寒 圭 一ミ 

淳 二で 丁マフi’ 

ームー\ “ヽ・・i 鮭 

一・・ヽ ー+iヽ 

凄 †二 
幸二 :雪 ::ヾ 三 

ミニ :ヾ= 

†雪 」くく 三二 
ミ 一半 

苺 
3未 「二二 二.ヽ 維 維 

一二臆」 窒 }くく 窒 ●-●- ∵し ●-●「 ヽ一一 ●-- ヽ〇一 ≒ 

:〔イ 

三三 

ヽこ き‡ 

ヾ \- ’./ 季 ‾’“ヽ 洩 

さ二 三) 葺 き一 三 零 米 華 法 子二 王」 

ヾ \- ●「 ●こす 

とこ 主 音 _/ 、、 ぎ 

ぎ〈 羊 薄 志 や二 三 \〇一 

蓑 三・ ヨ 蓄 葦 漫 ヾ--. ●二二_ヽ 

! 

・“・・ソ 

き: 喜 一\ 

・i・・.I 

手‡ 詳 ま 薫 .′●.〇、 「_ 三 塁 こら や ∴÷ 

羊‡ き き ヽ●【○ ○ヽ一」 :雪 ※ 差 合 ごて二 亘 

き 書 芸 二碧 雲 三塁 ぎ‡ 三・ 誓 書ヽ・. 

・.・・i/ 

貿 三・ 詳 碧 く 気 三≦ 

まそ 詳 

号▼ き ヽ、._. 表 芸 ≒I き ヨ ーニく 

二 三】 桑 S エ 三 貴 で⊃ 

・二 ここ-. 詳 

三 三) ÷ 穀 

きく 三・ ナ弓 当 三・ 菩 筆 書笑 子 玉 手 雲 

※ 当 事 葦 苧 三二 

ぎ‡ き 姿 塗 さ せ ま く・ ヨ 

ぎ‡ 薄 遠 く二 台 ギ 

卜: \〇 、/ こ二 審●- ′ニー 

さ二 三) ‾、) 衰 幸 

Ⅹ 主) 手 雲 こす ( き: ヨ 重 き こす ( 

宣 言】 芋 墓 ÷ Ⅹ 云】 芋 茎 二で 

卜’ \〇 ㌧/ \ く ど 

さ二 ⊂\ミ 「 lI⊃ 羽 潔 薫 
さ二 言〕 ≒ 二言 ( と: 書 き 二三 一ここ暮 ( 

宣 言】 誓 言 妄 

Ⅹ 主) 票 ・ミミ書 手 

Ⅹ 書 芸 一年暮 三 

ニ. 

ミ .∴、 ヽ-●一 ヨ 三塁 二、 喜 一き しし 笥 

群 貰 メ1_ \㌻_ ミ ミ 

詳 ヨ 菱 iI●-ヽ 「_ 三 塁 幸二 

」l一\ 讐 き き ’I●_- 「- ト一〇 ・↓青、 

」■ヽ 撃 き き ’′●.-. 「- 一二{ 
竃「 撃 重 き .li..「 「_ †二二 

」十十 撃 皇 室 ’I〇・..「 「_ しこ 

」事へ 撃 き き に †二二 一・で- 

巨.、音 姿 言 を ぎ 
i三十音 姿 言 重 き 〔こ.l 姿 雪 を ぎ 

旨、 姿 き き ●′...、 「_ ト 」へ一、 詳 こ三 三∴三 、ここ. 築 き †十も 

ぎ三 塁 一三 三) 雲: 素 案 

董 董 

き .×● 

・二・ 

幸三 き 

三 善 漆 芸 若 手…’ 零 ≒l 二千 

蔓 葦 “、・ ・.・ノ/ 

ヨ 雲 ヽ、、一 

雪 雲 、、・・i 了、●I 

中、 曇 三塁 

ーここヽ 贅 輩 三宝 

「i 憲 一’二、 ヽ●● 半 l三 せ こく ヨ きき 

三 二:= ・・二二・ 繋 ぐ 謹 書 ミ) 

…茎 糞 ぐ 謹 書 ≡」 

三) 半 ミミ ー.ヽ 茎 C\] 適 

着 
デモ ‡÷ 手で 羊, 

雲 台 当 主〈 

至 言) ・芋 

掌 十二 

羊 

業 葦 漫 二二 

てこ 三笠 

ミズ i’..こ ミ) 守 も、 ミ 

誤 字 

ぎ‡ 三 二●ここ 、こ主 

-●「 

羊 羊 

警 

…質 三言 

く’ 

苺 智 こく 登 竜 こく 

遇 

㌻ナ 十つ ぐ」 討 十三 一=Lヽ 薄 ギ 葦 撃 ここ 叢 穏 裳 書 二三 三 幸 菩 三 三) 

’,● 裳 三 一こく 

‾† l:⊃ 

チて こ.ここ ざ≡ 

.、二二" 繋 ぎ l十も ヾト置 なし ’ニ.ヽ ・、=ゝ 法 ぎ ー十も ヾ_- :.∫_ 二1, てこ.ヽ 一書=二ゝ 妾 ぎ ー十も ヾ_- ●÷- 一二 二ヽ 

モ 

料 ぎ二 

よこ 二羊 †二 二・ヽ一 

薬 〇二 三】 

ヾ ’ヽ 三 

ー 

:三ミ 

索 姿 芋 

」●{:’「÷ア● 

「ヱ“ 雲 

姿 ぎ i十も 瑳 …ぎ †十も 輩 ぎ てる 

一一 - 

三ざ †十も 

」。ヽ ぐ雪 畿 一〇〇ヽ こき 畿 こう 畿 

章 
三⊇ 曇 

」-ヽ きき 

ぎ ヽ†も ぎ 1-†づ ぎ ー十も ぎ †十も ぎ †十も 

章 
≒ ぎ いも 

・こ奪三・_へ、重富’ 

一、一、 ≒ 二二ヽ ≒ 

二二ヽ モ二 葉 

【、- トー 亡、- トー ぐ\〕 l 裳 【、- トー 〇〇 ÷i 〇〇 ⊂▼⊃ ○○ ⊂▼つ OC 〔、-- CO Cくつ C〇〇 ⊂ア〕 、ユニ N こン⊃ ぐつ N 、プ〇 〇二‾ C、\〕 、章二 〔、- N ⊃⊂ 〔、 N eC 玉 _ブコ 弐 二プ〇 〇〇 こ〕 ⊂㌻う l 弐 二重〇 ○○ こ」 ⊂;⊃ I 浅 しつこ 〇〇 二ヽ〕 ⊂;⊃ l ま つC 三 〇⊂ :ユニ ;三 〇〇 」で⊃ ⊂ナ⊃ 

」で⊃ ⊂アう き 

⊂ニ> ⊂アう ぎ 

⊂アう 弐 ⊂;⊃ 式 二〇こ 

ぐ\〕 l ⊂▼つ 」で-⊃ l ⊂「〕 

l N I 

こ、] ≡ 

こ寸 
雲 二 嘗 」二 二 

二 言 

三 l 雲 三 

三 l 二 言 三〇 ぎ ぎ 
き き 

幸 雪 ぎ こ き ぎ ぎ ぎ こ ぎ ぎ き ざ お き き き ぎ 三 ぎ ミ‡ ぎ 雪 き ぎ ぎ ぎ ぎ 雪 雪 こ ぎ ぎ ぎ ぎ ぎ こ き ぎ ぎ 
雪 
ぎ ぎ き ぎ ぎ こ き 

お き ●ヽl 
三 ぎ ミち ぎ 三三 雪 三三 ぎ 

÷‾1 

皇 
〇〇 二二 ⊂⊃ N ●---《 

上二 くつ 〔\、、- 〇〇 

き 二二 ぎ き き し章 二C き き 〇〇 ミニ き こ 〔‾‾、- ご 

葦 I 

卜 1ごつ し‾- 雫 〔、- し○○ 雫 こ 〇〇 〇〇 こ、」 〇〇 〇C 妄 基 雲 【一 〇〇 〇〇 ⊃⊂ こ‾ 〇C 三 ⊂)ヽ N C,: 窒 “-÷● ⊂:ヽ 曇 

-109-



ミ) く さ 

1--、 l「ヽ †-● 1--ヽ l●・・ヽ i〇・ヽ li・「 

†三 
l「 一一 ●●●1 

†三 雲 喜 

上・「 -「「 

二三 ≒ 

王 室 去、 

1「- 1一一〇 ー 1一・・・へ ヽ-「 」〇・「 一 ー ー 〇一-ヽ ー ー ー 」 l●・・「 

ここ よこ しこ 二こし 二二 ニ :●「 
lよこ ここ 良二 二二 

ー 章一一ヽ 

二二 二二 
i-● 1一一〇 

ミ ミ 三三 一冬 て二 三 ・等 雲 羊 志 学 美 一冬 吏 一手 ▲」 ‾‾て ▲」 一一で ≒… 重 箋 
茎 二二二 

三 ・羊 
二二 二二 ヽ←て-・ 二王 

」← 三 軍 
三 一羊 去 謀 質」 郵 責 丈 一二」 .ゝ」 「「こ 

一十 ,ゝ-」 

_己 ▲」 ー‾て ≒ 」_〕 「「「 ‡≦ ・羊 音i・-. 法 理 違、 域 半 避 ‡ニ 三尊 三三 _ゝ」 一。l ≒ 認 ミく 
」。」 

‾こ ≒ ≒ 瑠 増 ≒ ≒ ≒ 

ヽこ 義 認 

義 軍 \ 翌 善 導 ≒ 義 認 、二 幸 曇 語 ≡∃ ・こ! ≒ 

室 詞 :二 二三 時-. しく ・し〕 音、 

義 認 霊 室 

芸 事 :ま 

三) 賢 壁 書 

毒) 蟄 堂 瑳 キ ミ 

学 費 墓 室 謀 そ・ ギ 1 

室 謀 三三 三遷 義 認 睾 謹 書 

善 さヨ 宝 一-∴ 

義 認 単 三二 しこ 曇 詞 選 一く 善 導 高 三 善 掌 モ 室 詞 ヽ。-・「 尋 
室 詞 重 遠 望 

墓 認 諾 三三 .「 

義 認 > ぎ †「 三三 義 認 > 箪 三善 

着 葺 く ヽ.1 

義 認 三≦ 
義 謀 ぎ 霊 薬 l--● 

義 認 蔓 

き ⊂⊃ ⊂\ミ 音 ⊂⊃ 三 之 
書 く⊃ N I ⊂⊃ ⊂⊃ 二二〇 之 寿 詞 三三 二… 義 妾 宅妄 ÷ C\〕 ⊂⊃ N ⊂⊃ i く.くつ C轟 こう ∑ 曇 頭 重 単 

義 認 答 蛍 

善 導 窯 

畜 殺 蔓 竜骨 

寿 詞 

義 認 こ二 牽 き、 

義 認 

善 詞 -< ヽ11 曇 掌 雫 室 聖 書 

書 蛍 塗 善 謁 き し三 軍 費 堅 くヽつ N ⊂1つ く⊃ 【 等 ここ。 ∑ 
⊂⊃ 薫 I 1く了. CD ≒ ≡) 軽 輩 書 誌 鞘 

毒 草 。-「 .一/ .i、ヽ 二で 
義 認 二」 ヽ 1卜 ’へ こだ 辛 味 善 哉 

善 導 送 

ニー丁 半 
.-●」 -●i\ 漬 遥 芋 

′音l 

専 業 三・ 

†ミ 姿 しき 姿 !三 寒 

ー ト ー 
l

」 ー ー 

き 寒 .-十 

葺 く ‾言 

!三 寒 羊 き 遼 寧 忘 深 手・ 

叢 や エ 塞く 蛍 ーキ ヨ ●●- ●●●●〇 二」し 

貴 く ‾÷ 轟く 貴 く・ ヨ 

室 寒 三・ 

誌 寒 。七・・ = 巡 どこ 

しき 姿 羊、 ミ 姿 三・ 

き 姿 三・ 智 三・ 一し 

†ミ 塗 二三・ ÷二二 一三二- 

葺 く ‾÷ 塞く 蛍 二千 号 蔓 く 重く 叢 二千 号) 

しき 挙 手 さき 一・三ゝ 嬰 三二 裳 

しき 姿 羊 

轟 く 「言、 

室 途 三・ しき 姿 こきi 

tさ 寒 :-○○ しき 澄 子〇〇〇 ぢ 姿 :-臆▲・ 
しき 姿 }. 〉さ 遼 1-●● 

〉主 薬 i-ふ・ 

琵 雫・ 畦、 萬 瑳 ;千 三) 

ー ー \ヽ- 

ゝ三 寒 ト・ト 

†三 寒 

十一〇 ーへ 

寒 1こ_ 寒 こ_ 塗 

ミ 寒 羊 

遼 姿 

姿 †-・ト 

姿 当二へ 薄 漆 姿 lこ、 遼 姿 

.’..こ 寒 雲 蔓 紅 葉 羊 く1 二王 l菊 雪二 栄 一二 二\ 
曹こ 姿 三 笠 どこ 三 寒 羊 く寸 二二 噂 宇二 栄 一二 ●=ヽ く 雷( 窒 lモ ミ) 三 寒 

∴; 音」音音 一言 

婆 こ、 塞 「ノ ‾こ そ 嬰 三 寒 志 学 選 」○○ヽ 」← 連 ミ 一字 鶉 ミニ 塞 ぎ 一手 

業 主 鶉 ミニ 

邁 三 寒 ≒ 

邁 三二 議 姿 三二 遂 鞋 二三 嚢 

轟く 叢 三、 号 二三 一三 鞋 三 寒 ≒ 

翠三 三 議 瑳 三二 裳 

法 王 寒 雲 

姿 芋1 く守 一一子 

姿 三: 蓑 

姿 喜 連 こく 一冬 塞く 叢 こく 主】 宝 一冬 法 王 婆 ミ キ 

法 之 

賛 ミニ 蓑 ;≦ 一半 
選 三 寒 1 ≒ 

贅 三二 茸 

嬰 喜 

音器 ミニ 音 

輩 ミニ 蓑 淫 三二 裳 

業 主 茎 喜 堪 法 三 寒 室、 薫 

さや’ 

箪 ミニ 蓑 

築 三 寒 ≒ 喜 連 三 一ぎ 

ミニ 裳 

・章二、 実 業 

三 寒 「ノ 

主 薬 ミ ミ 

ミニ 当 ヽふ。.、 

三二 当 室、 堪 三一 ミ キ 三二 三 一ぎ 

噂 幸二 

三〇阜 裳 

≒ ≒ ≒ ≒ ≒ 嚢 轟 ●i-:/ ●二.ヽ 箋 嚢 三三 羊 選 認 箋 糞 ≒ ≒ i ≒ ≒ ーゝ」 ー‾て ふ」 一一で 聖 

ミニ 詳 羊 

Ⅹ ≡) 猿 三に 遂 毒i 撃 二・、_ 宣 言) 諾 「:・〇 二・十 さ二 三) 拭 1十 二ヽ- 

※ 二三 ざ=二 

こ; 

三※ 号, 窒 法 楽 妻 ぐ 

さ二 三) C\」 拭 

さ二 ・≡」 

き二 

●×1 

・.●・.l 

警 -。。ヽ .」 

さ二 三) 這 

Ⅹ 

警 些 事 とこ 書 き 

さ二 三) ヨ「 

さ二 三〕 

さ二 

さ二 三) \」 釜 三三 

※ 三・ 

送 三】 とこ 寒 雲 ロ「 
さ二 圭 一、丁 

業 主 重 き 毒 手‡ 三・ 釜 室 ヽ●●●- 姦 糞 穏 ヾ○○. 二二 

重 き 重 き 書 き ≡) き 重 き 
書 き 

書 き 
I トー ヨ C 

≡i 、二、 

≡) \二「 貪 

≡) \」「 

重 ≒ 書 手 ミ) ≒ 
ここヽ.. =’-二 三\ ー∴ 二二●l. 一二 三\ 

こ 

こ「 へ ぎ 

」こか 三 

」教こごく 二、 三二 

-ごつく =:ヽ了 

・くミく ま: 

」こ章 票 」tこ)" ぎ 〇二章 票 

冨1 姿 

葦 讐 
ここご く三、 婆 

」」\ 警 

鮮 菜 食† 三〇 亘 :ゴそ 

( 二、・. 

{ヽ ここヽl● !≒∵ 

{、 ぎ 
孟 三: 

( 二二・● 三 三 

撃 亘 等 ’l,,- 「_ lニー 

賛 ’=i’ き き ●′●_ 

法 号 亘 等 「I"〇、 「- 、ニー 

贅 言 さこ き -I,,へ 「・」 十㌦ 

法 号 と: とそ 業 昏 迷 くそ 瑳 電 送 くさ 宣 誓 †二 †二二 さ き 守二 十÷ 亘 等 1ニ l二㌦ き き ●I●i-、 「⊥ l二二 

重 二、i 章 二ヽ一 呈 二ヽ一 

三 三) 警 

≒≦ ぎ‡ 三、 二’=ご 宝 翼 手・ ÷’こ 

二三 誤 字、 
叢 き き ●I.〇、 ヽ_ 

き: 掌 誤 字 

葺 雲‾ †ニ 三塁 手・ 

塗 薬 ぎ †十も 

寒 二重 さ二 等 ,′..・「 「_- 」-・ 

三≒ 米」 萄 …塁 三・ 

葺 三 三 三紫 三・ 誓 寒 くニ 築 こく 奉 書 

法 号 玄 室 lI...、 「_ 己-、 

連 写● 亘 等 寸二 十 撃 一三∴ 亘 等 「(●,.、 「_. †÷ 

撃 亘 等 謹 言 亘 等 

輩 "重 き 等 lI●・「 「」 」-・ 

法 二重“ :=こ- と き 守二 十 
撃 重 き ●I●-.、 「〇 十 

整 き き ●I..「 ヽ_ しこ、 

姿 .ここ● さこ き 

宣 言) \二「 塁 上’ここ 

二三 -音ヽ 只 こキ ミ 叢 ぐ 謹 書 

「」 一二一 「_ 」、 
十_ †二二 

芋、 茎 贅 ぐ 謹 書 雲 号, 窒 輩 ぐ 築 碧 雲 

芋1 書 法 てこ 築 寄 主】 

三 二」 .二二′ 

ヨ l二二 

し・- 」〇、 

」-・ ー▼1 

王-、 

ヽ_ 

ヽ__ 斉‡ 羊 …茎 嬰 ぎ †十七 を二 〇.′ 三六 

ヽ__ 葺‡ 羊 二子ここ 

ヽ__ 

羊 _」 箋 蔓 
」ヽ「、 翼 

・●・1●l 

羊, 三塁 手三 

ぐ 築 堂 孝 三) 

くニ 繋 王 事 

輩 謀 雪 ぎ 丁子〇、 「_ †二二 ⊥ヽ・- 

寒 くこ 謹 書 ≡) 

芋、 茎 
三〇 詳 

→〇一 →} 一〇一 ) 
一〇〇- ・1-・ソ ) 、11.ソ →} ・i▼・ソ 

‡主 等 

昔・ 

ヽこ> 畿 薫 

“’◆‾ヽ くく ぐ き 輩 韓 

詞 寸 慧 寸 

べこ> 鞋 くニ 築 雪 ギ 芋 

ー 

ヽ__ 挙 

ヽ、__ ) 

一 翼 1-十 

※ 
詳 1●"● 

二二三. 嬰 薫 

三・ ÷= 

ヽ_ 

ーここ. 賛三 

ー 一 ふ ふ 一 

ここ 法 ぎ ††も ヾ○○ なし 二二 ・、ここゝ 遵 ぎ i十七 十〇- な」し ま 

ふ 一 ..⊥ ●〇・ト 

一三> 
●-一 .一 一 ー 

ヾ _ゝ I ト :志 学 

ミ≡ 薬 毒 ト子ら 三雲 嬰 ぎ i青 …雲 型 ぎ †十も 重 器 …ぎ ー十も 寒 滋 野 ・1イ 拳 法 苔 I十も ∴←∴ 拳 法 ぎ l十も 

1十も ヾ{- なし 一言′ ●二●ヽ モ 達 こく ヨ 

.翼 」メ ヾ-. 

…書 法 
i’..= 婁 責 

ー 
茎 姿 

お 室、 讃 窪 ま- 讃 

ヽ一一ヽ 車 

塗 薬 ぎ 十6 窒 鶉 輩 1「七 塗 薬 蜜 一十も 醤 輩 I十も ト音 窒 繋 ぎ i十も 窒 婆 ぎ l十も ー∴ 葦 鶉 苔 、十も 

一〇ヽ 芸 道 

逼 塞 挙 

塗 潰 ぎ I十6 茎 繋 ぎ 重 き 軽 輩 l十も 

ご.阜 」」 十勺 トQ ’? 

ー 

膏 ●一 

棄 二‡ ー↓一\ i十も 

二三 幸三 へ‾- こヽ 三・二し こヽ ー‾て 

ト†う 

ヽ音、 畿 

l十も 

三芋一 一二 二.ヽ 葺 

エコ〉 モ: 零 

当 一、 ⊂> 三 一ヽ ⊂⊃ トー ⊂⊃ い〇 二こ く⊃ 「 ト・- くつ 

CD l 

○○ l 〔-- ‾\ ⊂⊃ 

三 l 

こ、ヽ N ⊂⊃ N C\〕 ⊂⊃ 

米 吉 三 雲 ●ヽl 

詫 =こ く:⊃ = く、○ N エこ く⊃ 二 乗 一、ヽ C⊃ 二二 ⊂⊃ Cつ =こ ⊂⊃ ま き 

二 王こ = 」-ヽ こ] =こ 

= ‾\ 単 二 書 ↑ヽ1 

こ、〕 l さ l 宗 l 8 l 宅 l 霊 l 

ご く⊃ しこ ⊂=) 誓 -iヽ ⊂> 誓 ’“‾「ヽ ー●、 ⊂⊃ 二 二こ 。〕 い- =こ ⊂⊃ ぐへ- 】-●→ヽ ⊂⊃ ぐ・- き 

°〇 

CC 一・ヽ ⊂> 

三 

三 ⊂⊃ N こ\〕 ⊂⊃ 寒 さ 

こ∴) こ「 

裁 一、 

N ‾\ ⊂⊃ 

てこ’ N ≡ 

弐 ⊂⊃ お き .ヽl 

CD N 一、ヽ ⊂⊃ 

浅 一、 ⊂つ ま 等 1ヽl 
浅 二こ ⊂⊃ 吉・ 響 き ・\1 

浅 ここ ⊂⊃ C賀 N ーヽ ⊂⊃ 

ここ ここ C\」 ここ 

」でう ー、 墓○ ○つ 等 ÷ 

し「) 一・ヽ 

し{つ き ぎ ーヽl 

さ三 等 iヽl こち 等 .ヽl お き 1ヽ「 

こ き お 等 

お 等 iヽ「 お 等 -ヽ1 
こち 等 ●ヽ「 三 善 1\. 寿 ぎ iヾ お き ・ヽ1 お き i\l お き i\l お き iヽ. お き ●ヽl 三 ぎ ーヽl お き ●ヽ’ お き .ヽ● ち ぎ 、ヽ● ミち ぎ ・ヽ● ㍍ ぎ ーヽl お き ●ヽi 三 雲 .ヽl 

お き :二二 

お き iヽl さ三 雲 ●ヽl うち 等 ●ヽl 

さ) き :二二 

お き ●ヽl 手 書 ●ヽ1 お 等 ・、: お き ●\† お ▼・-・■ き lヽi こち 等 1ヽl お き -ヽ1 お き ●ヽl :こ き 、ヽ1 手 筈 Iヽ1 お 等 ↑ヽ1 

岩 室 ÷ 

さも 等 .ヽi 

『- 

皇 ま 志 〇〇 ⊂乃 C鴨 C賀 

⊂⊃ 

N 三 

ぎ ●く二〇 ⊂⊃ g 窒 
〔‾‾、- 

〇〇 ⊂⊃ 

二二 三 

二〕 

二 
〇一i"i 

し子⊃ 

三 
トー 〇〇 

三 
⊂⊃ こ、〕 N N ぐ、〕 謡 ミ 

裁 「 

く、くつ N トー N ⊃C N 案 
⊂⊃ 二 ≡ 

N 
奉 
至 
塁 
筆 至 葦 C賀 二 

⊂⊃ 「く“ 

〇一● N 〇一〇 葦 

ー110-



ミ】 せ き 

吉 萱 草 しこ 維 
l一・1 去 認 

ヽ.二〇 l「1 ヽ・二〇 ’嘉一.、 ヽ.ゝ- 

し・〇、 
1--「 1一一〇 1一一.、 一一〇 ○○ 1一一〇 」 ヽ _ 1一一・ヽ 

」.●.、 1一一.、 I一一〇 」 ・「 ヽ一・・・、 1一・・・〇 

l一・・・へ 墨 書-- 

一・・・、 曇 十 

l一・・「 墨 」- 

l--ヽ 至 嚢 
」-- ぐと 二三 しこ し一・、 三三 く くゴ しこ 

1一・・・「 にご三 に 〔ゴ 

1一・・・、 ぐ ゴ ●、て一 

1-ヽ 丁ii二「 

一一一ヽ ーlく- 

1一一「 1一一・、 
ト一一・「 1一・・〇 

l一・・「 こ王ユ 

l「 ●《?こ、 

・・〇・「 I一一〇 

圭’ ミミ 毒 

’「「 1●・・「 

」 ここつ 咲 ●ヽl 

ー l-●「 

ふと 叶う 

ぐ ._●デヽ ぐと ._●デヽ \二 _.-亨ヽ ぐ 。lさl ぐ ._1チl 

ぐ ぐ 

ぐ ._1ラi 

ぐ 

二㍍、 貴 史 こす 貴 志 

ぐと _lデヽ 

ぐ 言う 

彗 一一二 琶 」 彗 十 

=コ 

三三三 

雲 ‥≡ 言 霊 l」 ∴÷ 志 望 塁〕 ミ三 吾 輩 薫 澗 薯 華 撃 宝 ニ 二三 二二 しこ しこ 二二 ヽ・く一 トで ÷ 卜ヾ」 下し 卜\一 
-・ 

一〇〇 

へこ 義 認 

善 蜜 蜂 

義 認 撃 -\ ーく 

義 軍 拒 義 とニ ーヽi 

寿 詞 薫 

書 詞 室 毅 

室 雪 

室 聖 毒手 重 さヨ こ二 姜 ぜ 

室 
書 聖 .こぞ。 曇 詞 寒 義 認 票 

室 塾 ヤ 室 詞 く 曇 詞 肇 
〇〇 ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ i 亡、 

室 謀 曇 謀 茎 詞 善 さヨ 善 導 妄 言 享 楽 墓 室 基 ヨ 室 詞 三三 善 詞 義 認 
義 幸 」「 

素 話 
畜 殺 で′ 

塞 こ、」 音 くC N ユニ ⊂> N 「 [、- 

善 事 一手章。 

書 聖 
曇 詞 

素 音 至 ∑ 

〇〇 〔、 N i ト、 ⊂⊃ N N 音 しこ 

毒 草 

善 習 遠 

室 謀 ミ 童 話 釜 善 寒 々茎 違 室 詞 ミ 義 謀 芸 詞 義 認 

室 詞 

こ、 略 章 

しこ 」ヨ 
富 童 害 毒 書 手 書 手 認 諾 茸 や 凄 ÷ ぎ ーく e 王 e 二 

室、 ⊥」 
音 二二 

e 蜜・ ⊂⊃ 〔二 三 肇 く‡ ミ ーく 

野 
そ 垂 \ 蛍 

ミ 

土こ 蛍 \ ≒ 重 
芋 C費 二王 窒 

三 二く ミ 善 く 三 ∑ ⊂,う 土 ∑ 三 二〇 ‾\ -1●_ 二十 雪 ‾\ 善 埋 退 き 怪 草 堅 く 単- ÷ 
聾 遥 

⊥】山 芋 

一一 一一 

しき 姿 き 姿 

1
」 lヽ○○ 

l

」 
l
」 

さ を 芋, ÷:ここ しき 寒 キ ジここ 

†三 寒 「-十 

ll- ll- \○○ 

巻 寒 l十 

き 寒 

トー 一一 
1 」 

l

」 

さ を 三 二子こ 

」 ヽ-- 
- 十一 1ヽ○○ 

しき 拳: 三、 二.ここ 

栄 ●..、ご く寸 

しき 姿 羊 ↓:ここ しき 寒 三 二●= †三 を ÷ここ 

き 寒 羊 

しき 姿 三・ ↓●== 

一 一 一一 一一 

窪 寺 活 字 

一一 - 1ヽ- 

せ 寒 l_⊥- 

毒 せ 丁 哩 諒 導 や 

轟 く 

一一 

しき 寒 古 瀬 一字 ÷ 書 蔓 

さ を 三・ 葦 姿 ・〇・・・ヽ ふ← 

く 宅 寒 

姿 ごこご 浩 二’ここ 

拳 寒 ●二へ 姿 ●二へ 姿 ∴二書 巻 

く ‾÷ 

く 

姿 三三 ÷.= 楽 手 ここ 寒 ‡二、 ÷●=こ 

寒 

姿 三・ 二.ここ 姿 字 書ここ 

く 塞く 墓 

く く 

二重 蓑 二三 諒 道 上で 

そ 

業 苦, ざこご 

iこ書 巻 :--」 

く 

ぎモ 

:÷ ‾÷ 

言 霊く 董 ここ 二三 轟く 単 や音 萬 貰 く: 二三 轟く 叢 や ‾盲 轟く 黄 や 

三、 三、 

塗 装 ・▲丁 

ミミ 

÷.ここ ÷「ここ ÷’ここ ÷:ここ こ-= ツここ ざここ ぎこご 

塞く 窒 試 買 

瑳 三 寒 

詮 」。・ヽ ふく ご“y こ..ざ 米j 掌 

選 十二→ 器 十二, 鞋 ・十 

業 ・+一「 ふ仁- 茎 ヾ,` 

姿 七〇 

賛 喜 連 ヾ急 

轟く 蛍 塞く 窒 

姿 」。・「 一章⊂ 業 ミニ 

婆 一・・・・、 一← 塞 墨 」 

姿 = 法 王: 法 」--・ヽ ⊥← 輩 ミニ 

寒 さ二 葺 く 紫 夢二 

器 三 寒 ヾえ 婆 」一・・〇 」← 塞 く持 遵 ミニ 遂 「ノ 法 王ご ま 「「ノ 
鶉 二二 議 .-ノ 

塞く 叢 患 蛍 

.↓“ァ→ ・↓・ニー 

ミニ 裳 

一丁、 

ミニ 連 、;;く 

十;「 

二三 三二 .ヽ一〇ヽ 」← 一〇一ヽ 」← 

芋1 

こく 主) 三 寒 

こく 主) 

・しく- 寒 ふ← 妻 ⊥⊂ 蓑 

■← 塞 、;持 」← 蓑 、又 十÷ 遂 ヾ急 ふく・- 詳 ヾ〉` 

」← 蓑 等) 三三 

十← 寒 さ羊 

〇千 三) 二二 三) 

遂 ヾ弘 塞 くX 

遂 茎 」 塞 善 し 裳 嘗 ト○○ 裳 彗 †-二 

連 

裳 曇〕 ミ三 

裳 ヾ是 

議 
二千 三) 

≡) 警 主) 寒 ミ) 寒 ミ) 寒 ミ〕 堅 ≡) 紫 量) 寒 

・く 主) 

十で ミ) 垂 1 

選 一▲.-」 ‾‾l 

議 i「 

しこ 簿 三十 滴 ≡「 薫 三十 華 ≡「 華 ≡「 謀 対 掌 薄 雲 \」 掌 票」 掌 \」 掌 へ」 掌 ミ判 半 対 掌 

●←- 

対 掌 >、」 掌 
墨 十○○ 

三や 掌 対 掌 ゝ、」 半 峯 ≒ ま ーく 詞 こく ま ーく ま こく 窒 こく き く ;てここ 一冬 :-三ミ ・羊 ;ニこ そ 窒 ーく 羽 撃 

ヽこ き‡ 三、 

〆 ヽ・ “-/ 

き ヨ き二 三) Ⅹ 三) ÷ ヨ Ⅹ ≡) i i Ⅹ ≡】 宣 言I 宣 言) Ⅹ 書 き ヨ 

ここ 
( 

《、 =暮.. ニ\ 

さ二 三】 

二 三) 孝 二T ▲」 、i〇〇 ・-ヽ へ、 圭] 

さ二 軍 皇 軍 

Ⅹ ≡】 這 当 室 誤 字 ÷.=ご 
拳‡ 羊 ふ●= 

※ 三・ 二.::こ ・こゝ 

ゞ ヨ 重 幸 二で ここヽ.● 

Ⅹ 主) 毒 害 暮、 ⊇ 

学 芸 姿 竃 漫 こく ミ) 圭 畿 

二三 二 ぐつ 曇 群 憲 き二 三 

× 雪 × 雪 至 言) さ. ミ) さ書 ヨ 

雪 雪 雲 望 ニ書●. 

」_ 〇号_ 

l曇 ヨ ※、 

→ヽ 二三 →ヽ 

→ヽ ゝ- 

二三 

二二ヽ.● 二:ヽ.● 二・ 三 

ご 善 業 三 〔=-、 姿 

ぎ へ 

己1 箪 ここ.\ 瑳 寓、 奨 」l・ヽ 裟 」」「 嬰 毒「 姿 毒、 叢 」▲・、 奨 (=「 姿 己.、 蓮 竃「 葦三 

一 
喜一、 法 ヽ一・ヽ 法 皐、 妾 

ーヽ 二・ヽ一 筆‡ 

書 三く 芦‡ ニ. 

重 き i′""●、 1_ 

き き ’I...、 「_ 

藻 草 

すく キ ミ 

× き iI●.・- 「_ 
× 雲 ’I一、 「_ × 雲 :′・・〇、 ヽ-∴ × 雲 ●′●.-ヽ 「_ 

三・ 葦 予て 三・ 葦 

i ミ’ 1′●.ヽヽ ヽ_ 至 iI●-ヽ 「」 雲 ●I「 ヽ葛 き 1I●一.ヽ 「- き 笥二 

雲 竿 
雪 ●′,..「 「_ 

き 章二 き i(●.- ヽ_ 室 に 

葦 ※ ’j. 

ト二三 ㌻ニ 「、‾」 轡 を二 三) 三三 

」〇〇〇 ヽ」 多く 芋, 

ー_● "ヽ、 ヽ一 挙 .「ii〇一〇 

-`章一 、-- ※ 

.-.タ ・●→l一ヽ ヽ●一 三塁 手・ 一〇l・- ヽ- 三塁 手・ +こく l三 _/ 楽 手 

十こく 単 一/ 、-ヽ 警 

主事く せ: 一/ ※ 

.手車。 ぎ ーく ※ こ圭 

.毒し 三 二く 三塁 羊 

よこ_ き こく 誤 字 

軍手。 ぎ ーく ぎ‡ よし ぎ ーく ※ 

軍事.. 三、 一く ぎ‡ 芋、 .電し き ーく 拳〈 羊 
糞 穏 賢 二〆 ーi.」 、○○ 

葦 理 賢 三叉 .-ゝ-」 、、1「。 

__ン 」・十〇 、、一 三※ 

_.シ ーヽ- ヽ-〃′ 貿 ・二・ 二●‾“ヽ 〇・ヽ・「 ヽ_- 拳‡ 羊・ ÷."○‾ 

一一○○ 、ヽ_/ 手そ ‡ご ざここ 
一一〇〇 ヽ、一 只 ゝ’一〇ヽ 」・ヽ・「 ヽ、_. 挙 手, ÷’.-ヽ 

」・ヽ・- ヽ〇一 翼 ・▲・ヽ・「 ヽ-一 三ギ 

ヽ、一 義 幸三 \l 葦こ 薫 拳こ 業 楽 

手車。 ぎ ーく まそ 芋、 ごここ ≒ 塗 装 くニ 築 一′ 

翼 

書、← 子 羊‡ ゝ●●i-ヽ 

ここ. 法 主 謙 逼 塞 

茎 糞 葦 等 
誓 姿 葦 穏 .、 

芋1 塗 装 護 轡 ∵ヽ 

=> 瑳 支 離 穏 婆 

芋・ 誓 撃 ∠- 1 

葦 遥 蛍 こ高 ≒ 

…茎 避 寒 穏 l-「 

ふヽ・- ヽ- ぎ‡ ・二 二●‾- 
〇・i・- ) ※ ・二 二●雷 

一一タ も 誤 字 二千""- 
芋1 誓 姿 葦 票 

薬 事 ヽ÷`- 業」 雲 

誓 賛 糞 毅 ●11 

羊 .-∠_ 笥 蔓 蔓 茎 姿; ぐ 染 筆 

蘇 蓄 葦 漫 
I‾ヽ く> 葺I ●「′ .一一\ ーく 

三三 贅 ぎ I十も ミ三 業 ぎ 重 こき 姿 ぎ ー†も ミ三 選 三ざ ††づ ミミ 姿 ぎ †十も 二三こ 法 掌 †十も こき 繋 ぎ †十も ミミ 輩 ぎ †十も こき 賛 ぎ ††も ミミ 器 蜜 一十も こき 鶉 ぎ ー十も こ三こ 繋 ぎ †十も 二三三 業 …ざ 十重 ミミ 嬰 罫 †十も こき 器 三ぎ ーでも 

主 ・:こ 寄 書 主 ,〕、こ 貸 主) 

こき 奨 ぎ †↑も こき二 法 ぎ ーでも ・、手 業 ぎ 叶う 三二・ 繋 ぎ い-5 こ害し 姿 ぎ †↑も ミミ 襲 撃 †でき こきこ 遵 ぎ 1「づ ミミ 繋 ぎ n‾6 ミミこ 婆 ぎ i十も 

二ユ 草 書 

ここ" 寒 ぎ 叶も ・・ここ. 瑳 ぎ †十も 

」」 十t トや ’? せ き こく ミ) 一、\ ミ) 薫 畿 →ヽ 書 こう 畿 」J 十t トQ ’? 

ロ K 口 く、、 

喜 子、二 等 ≡) ヽ 三) 薫 畿 

二三ゝ 鶉 ぎ i十も 二 法 ぎ ヽ子ら ・、三二 輩 ぎ l-1七 

妻 や ヨ 

意 章 

達 二千 三】 三三 

重ミ ニ等 

三 l 

幸 

」で⊃ 

」で⊃ ーi、 

1く.〇 く.〔:) C⊂> く」⊃ く.⊂⊃ 

⊂⊂) -・ヽヽ Cエフ ‾ヽ 

く.〔⊃ くく⊃ くく> 

〔,⊂> 一、ヽ 

(.⊂) t、、- 

し\、- ‾ヽ [、- こ二こ 

〔>〇 ∞ ⊃〇 

〔×⊃ =こ 

こ宴⊃ 

こく二) へ 

〇〇 Cく) Cア) ⊂T〕 ⊂ア⊃ 
こ、」 C\ミ C、ヾ 

二 二 二 二二 

こ 
当 嘗 二 雪 二 里 二 讐 

登 エこ 

C賀 
三 ⊂ヾ 

こち さ) 言 お お お 三 言 :〕 ミ〕 き お ㍍ 言 お 三 言 言 三 言 幸 三 こち き 

三 雲 .ヽl 毛 ぎ ーヽ● 

言 等 

書 き iヽl 

三 お 

三三 雪 

き き ●ヽl 

こち 

三 雲 .ヽl こち 雪 1ヽl き き ●ヽ● 奉 書 .\l お き .ヽl 三 雲 ●ヽ1 

㍍ 三‡ こち 言 寺 き 

ぎ 挙 
雪 †ヽ1 
ぎ ぎ ぎ ぎ 雪 ぎ ぎ ぎ き 竿 ぎ き 、ヽl 雪 ●ヽl き ・ヽ1 雪 、ヽl ぎ iヽl 雪 ●ヽ1 ぎ 1ヽl 

き 
き iヽ● ぎ ●ヽ1 尋 .二〇 き ●ヽ● き ●ヽ1 

雪 
ぎ .ヽl き’ .\l き ーヽl 雪 ●、● 

き’ ●ヽ● 誓 ・ヽ1 ぎ ーヽl 雪 i\l 

⊂> ここ 

“ニー 」で⊃ くC トー °〇 ⊂賀 N ごつ 
"●●- 

し[⊃ くC ト- ユニ こ、 

干ゞ ニ 音で lつ 雲 し- 

ぎ 害 言 こ 筆 こ ;二 
l、二 【、ヽ 亡、- 〔、、- l\ヽ 雫 二二 〔、- ⊂⊃ 〇〇 〇〇 こ\」 〇〇 〇〇 ‾÷“ 〇〇 賽 箋 ト〇 〇〇 ⊃C OC 賽 ⊂⊃ C,⊃ C;⊃ 

てこ. 1-=ii “= 
〇一-- 

= 
“ミニ 二 竺 竺 

はつ しC 

二 i 

二 
し{⊃ しC 

二 
くつ 

音、.●ノ i‾ 

二C 【 

‾「 
一 

-111-



主】 

≒ 

二二 
〇一一 一書く-● 

三 三 

l一一「 ≡ミ ミ ≡- 

†一・・〇 二三 

一・・・・、 一しく・・ ・十一・「 ・ふく・・・ 二三 

ミ 一手 

≡ 

二二 
・・`一・ヽ 」← ・・`一・ヽ ふく・・・ 

一一・・○ ○← 書 

F 三 三 

i三 雲 三二 .÷ 

し・一、 1一一・「 

ミ ーミ 室● 謁 室● 薯 

十・・・・、 
ヽ・・一・- ヽ・〇・・・、 I○○、 」 

一一・・、 一ト キ 転 

垂 

:・千 二ここ、 .=: 豊 

一一〇 ヽ-一ヽ ヽ一・・・・、 
l一・・・- 

ミニ 書 芸、 

ぐ 二㌢ "ヽ■ ミ 馨 道 議 

書 芸- 

墨 染 こく そ 

き 

≒ ≒ ≒ ≒ ≒ 

-、 

こく ここ 二ミミ 一冬 

_ゝ-〕 
〇〇〇- 

ヽ】〇一 =「 薫 撃 
" 

ヽこ 寿 詞 

善 導 雪 ぎ -・・ナ 

畜 殺 三三 、竺 
童 話 讐 ._1デi 千言 

善 導 素 話 

義 認 ヽ lヽ \ト 十千 三 三 三 {「(: 

掌 N ⊂⊃ i 卜 ぐ、 ≒ 
塞 こ、き く⊃ i こ ≒ 

善 事 

室 詞 送 

采 C\〕 音 蒜 二二二 Z 
二三 ⊂⊃ こ∵〕 音 義 二王 之 

喜 認 封 
二十〕 ⊂⊃ eヾ 音 幸 三 

室 詞 

善 詞 

三 二 し、 葦 

室 翠 玉 ∴二 

毒 
善 言ここ 

曇 詞 圭や 二三 

善 詞 ヽ.二〇 室 †ヨ ●ニ.._ 

〔-- こ、」 l 三雲 三 二三二 
善 言雪 ぎ くく こく 室 詞 ギ 馨 れ 

書 聖 茎 \ 

′‾\ 十S 

音室 用 言 

竃● 詞 三、 ヨ 

寿 詞 三寒 室 掌 、、-i 維 工芸 

善 詞 蔓 漬 哀 詞 姦 叢 

ト- 〇〇 C\ミ 音 ま ≒ 

義⊃ N N N i ⊂\」 誉 ‾\ ヽ_/ 

義 認 

寿 詞 > 宝 く 撃 畜 詞 重 や l/ ‾\ 

畜 話 芸 

書 写 こ ′そ 

曇 詞 ≡ 1ヽl 圭 

ニ“ ふ3 

室 詞 

義 認 一雨 

義 認 彗 ーく :∠○○ 

≡) 蛍 塗 義 認 聾 ま ′ 

義 軍 幸 三 

章 二ゴ 

.二二 

室 
業 ヽ。。「 

写 革 
ヽ一・・・・ヽ 三 

業 ÷ 
上、 一一・、ヽ 

十二 二言 
雲 キ 

二上。 苧 
○ 

ふこ う※ 芋・ 

葺 く 葺 く 

lト・- 音○○ \」- 

薫 ミミ 十こ・ 蜜 さし 二三 姿 三・ く守 二〇I 一〇〇 噂 〈二 諒 

葺 く 葺 く 

ーノー 

葺 く 

○○ l∴ヽ- 一、一 一 

三 寒 き 筆: 

一 ー ( 一 ー ヽ○○ ー 

芸 事 蛍 雪 霊 室 二二 章 二1“=、 

一一 lゝ-_ 

葺 く ‾三 吉: 葦 こく ヨ 三三 一冬 

三 寒 ・二 

一 一 

善 く 

一一 ←
1
」 1ヽ○○ 

しき 寒 三. 

しき 窒 書 芸 毒 査読 二二、 害 毒 二、こ、 二言タ :くそ 里 

善 く 浸 く 荒 く 貴 く 

喜 一く ‾言 霊く 葦 ここ ヨ 寒 雲 ーく 

」○○ 

轟 く 荒 く 

一 

叢 埜 裳 「÷ 高 遠 こく 主〕 ●〇一 ヽ-- 

巻 上’●i-1 寒 羊 ÷●.““ヽ 

姿 く 

三宝 …室 姿 三 寒 三三 ・羊 姿 羊・ 窒 鞋 -1」こ・・ 裳 言 一半 

÷ く 

く ‾÷ 

寒 二三・ 

ト〈’‾ 吾 妻 ‾÷ 塞く 葦 や ヨ ●●ヽ.「 ヽ-.一 

替 蓑 ‾÷ 塞く 墜 二二 三) ●【●- 

ミミ 三三 

ミ窒 

寒 ミミ 姿 三 寒 室 」 

く 

姿 三・ て こミ ニー ‾三 富 葦 」キ ヨ l●「 ヽ.- 

く く 

姿 三・ 茎 姿 ミニ 蓑 

く 

キ ー“ニヽ 

姿 芋・ 巻 き, 

子三 寒 三・ 茎 姿 ミニ 裳 幸、 

く 

‾三 富 三宝 

‾言 霊 葦 こく ミ】 ‾三 重: 董 こく ミ) ‾÷ 萬 遠 く、 ミ) 

一三 霊 室 こく 主) 三三 一三 
‾三 重: 窒 こく 主) 三三 一手 

‾三 重: 窒 こく ヨ 三 一三 
‾÷ 塞く 董 こく ヨ ミ 一手 

‾言 霊( 窒 ここ 書 芸、 謀 
‾÷ 塞く 三善 こく 書 き 撃 

‾÷ 塞く 墨 や ≡) 

‾÷ 

言 霊く 葦 や ヨ 茎 斐 

‾÷ 重く 董 キ ヨ 

「÷ 

二三 塞く 叢 二つ ≡】 賞 ‾÷ 萬 葦 二千 号) 寒 ‾÷ 電 送 こく ミ) 寒 

輩 三二 連 輩 三 寒 法 王 詳 

選 言 寒 雲 羊 姿 ・」ヽ 」← 嚢 三 ・羊 

雷 葦 二二 書 き 糞 

業 三 寒 

法 二二 葦 二塁 十〇 婆 一一〇 -しく。 裳 曇 」 

法 具。-「 」← 裳 去- 謀 
雷 壁 上キ ヨ 三 ・羊 

萬 葦 こく ミ) 喜 謀 

霊 葦 二キ ヨ :三〇 

繋 三 寒 ご章二、 

奨 ミニ 裳 嘗 」 

聾 三二 塞 二1iこ、 

萬 葦 や ≡) ヽ:○○- 

雷 遅 く、 主〕 茎 

二 三) 

≒ ≒ ーゝ」 一一“て ーゝ」 ‾““「「 ーゝ」 一一「こ ●〇一 二十〇 

●-●- 

≒ 

へ 

等 
二二“il 華 箋 嚢 寒 箋 ーく -く く 

ヽこ 軍費 】 i i 

孝そ 三三 ミニ 

ぎ〔 ミミ 

さ二 三】 \二「 
二 言】 、二、 

さ二 三) \二「 

乗 羊・ 

三塁 
・-い/ 

卜 \- 」ト、 まそ ざ≡ 

卜\ ヽぐ や、 、.・・リ 

警 ヱ ギ 葦 翠 詳 三・ 当 事 善 苧 

き: 三」 

孝‡ ごく 主. 

き: 三) 、二、 三二 

楽 
) 

) 

i誉 ざ三 、ここヽ 瑳 .」 

塁 こ王 室 洩 

き き 蟄 ・i.了/ 

貿 

ぎ‡ 薄 雪 薫 漫 まそ 三・ 薄 蓄 蓄 電 

さ二 三) 葺 二ま 讐 ._ノ ‾、 三塁 

掌 ≡) 
さ二 三) 一義‾ ....= 

:ヾ ヽ一 、/ 二へ =。ヽ 

ぎ‡ ・ン== 

裳 

手‡ 

宣 言】 書 等 ぎギ ‡主 

きく 

エ 書 手 ヨ‾ 亭 

・●・1’I 

と き 三号 ≒ き し∠○○ 詳 三・ ざ言 

( 

こきこ 法 王× i’.●= 真 言 ししこ ∴ミ ミモ ミ三 上ヾ 詳 

’ヾ 三 塁 、ニ 

i●i’こ 婁 ぐ や 轡 二幸 :う ま さ二 ヨ 襲 撃 ー.「 萎 

」●一I 撃 ●×’ 〔こ、 章二 ●×● 

喜 撃 き き iI-.、 「_〇 十、 

二 言) 肇 

’× 雲 雀 “.↓「l 

l一・へ 業 

重 言 二二 デ‡ 手, ÷●ここ 

ミミ 淫 で、、 l 亡\ 」」 ∵ ・†÷ ミく二 

× ミ) 

手で 雪 ギ 蚤 ヨ 

受 

ミ) 雪 三豊 

こ\← 

三j 

素 手そ 

三」 -≡」 

ミ) き ざ港 

一三〕 

⊂\」 書 三」犠 

:至 只 

き .I""●、 ヽ_ l二二 ・」、・「 ぎ‡ 芋、 き 浅 草 ト十も 

ぎ .I・一〇 ェ 

ぎ .I..〇、 ヽ書 

ご ま 三 上、 賽 二王 

× ヨ 葦 篭 ーく 至 言】 葦 漫 -く 

÷●= ÷.=ご 三・ 二.= 

窪 葦 

1ヽ- 

」く ま しく 蒜 

二重 寒 

予て 三言 

三三 浅 さ〈ニ 

書 き ヽ∴●--1 ●二二ヽ 

掌: 宍 二三’ 三富 ここ 只 二三 三塁 

誓 

きそ 羊. :’三 

※ き 繋 ぎ †↑も 

叢 塁 妄 言 しここ し\二 手 

ヽ二 姿 こく= 

若 婆 
:-三、 

蚕 
詳 

く二 総 督 ミ) 

●- ー 

てこ 築 き 

∴ここ 憲 

業 や1こ: 

ませ やこ 雲: ぎ .′●..「 「_ しこ、 」・ヽ- 

課 雪 ぎ 1I○○ヽ 「_ 

ー.ヽ はつ 
蛍 う〈 一三.」 単 三ズ ーi.」 単 二〆 」」」 

ヽ二 二ゝ く\ \- キ 

×二 
さ… 塗 

べミ嘉 

聖 二記 轟く 室 

鞋 ノー \_ 湊 二、●.- 箪 :ニ 無 事.’.「 拳 三二 経 書.●●- 

ヾ_.- こ‡ 

撃 

掌 一で 三三 ヨ 

ーi「 雲 でヾ 穏 ’こ“丁ア“ 雲 

ーiへ こ、つ 〇〇 N 

遺 〕ニ 湊 .し,.、 

薫き 挙 

翠 葦 漫 こく 主 義 畿 

瑳 竃 葦 
浅 くニ 

≡ _ゝ」 ヽ○○ 

ミi ・≡〕 

ナ. 

;三 一く 

ミ書く き き ヾ_- 二三 

‾“ヽ i 善 こく ミ】 圭 畿 

二二 一三」 

ミ 喜 子弓 畿 二二 三) 宰 畿 ーこ、 ミ) こ雪 ぎ‡ 

ミ ヨ 
三、 号 

」千 言】 圭 畿 

貴 

整 容 善 導 ⊃三 二千 三) 享 楽 二千 号 くせ 畿 

しこ _こ 

し:二 三 〇くi- 裳 警i 
ニ5 ニヽ 挙 

蓑 
.雷“ 雲 

>こ 

し’●1 

」こ 

七 ・:、_ ゴ ミ】 

しこ二 ・;、_ 

ぎ l-青 
ぎ †↑づ 

挙 
芸 事l 幸 二こく 

ー 

ミ) 一〇、∴ 
ヾ_+i 二二 二ヽ 

・⊥「i・「 

挙 
く弓 ※ 

モミ 

圭 一ヽ一 三ミ ミ年 

○ 〃 ○喜 書き 

こ、〕 

こ\〕 一一→\ 

I こ、」 こ、】 C、\J こ、] 弐 ご〕 剛 

ト一 〇\〕 l 

≡i き き ●ヽl 

宗 寒 ㌫ 手 ミ 

≡「 

〇〇 C、\〕 亮 

≡i ヨ 

二‡ ま 
I ま 

C▼つ ここ 

i i 二王 

I 

≡i 

こ、) i 」で⊃ こ、〕 

冒 し子⊃ 二、〕 」二つ こ、〕 〔」つ ぐ\〕 ゴ ミ l、- C、ヾ し- 二〕 (∵- こ、〕 十- ニ\〕 C、ヾ C\〕 C\] こ\〕 こ〕 一、 二」 こ\」 こヽ こ す」 C\ミ N ト○ ○\〕 [、- N トー こら トー こ〕 

義 幸 ÷>〈 義 二メ 

ミ ミミ 二、〕 

ぎ ミ’ 
ぎ ●ヽ1 

こ き 

二 三° .ヽl ∠壬 .こ、 ギ .こ 

ミ’∴ ざ ぎ ミ’ こき ぎ 
二三 ぎl 

ぎ 
ぎ iヽ● 

尋 二 二ぎ ぎ 
こき 、こ- こき .こ‾ こ き ●ヽ● こ き ・\● こき .二〇 き ●\i き ・ヽ1 モ iこ 

ぎ ぎ き キ き ざ ぎ 三三 を 

き ざ 

キ 
こ き 

㍍ ぎ 
こ き .ヽ● 

ぎ 
ぎ ●ヽ● 

三 等 

き ・ヽ’ 

ミこ き き 
鵜 ー 

’i 
●- i““一〇・- ●- ÷ 

圭 挙 至 三 
塞 芸 

し一 三 

⊃⊂ こ、 

三 言 ÷〕 ぎ こ、〕 き 二〕 三言 美音ミ ニミニ: ご: 二」 
≡- N) 

ニ〕 

二言 し- 当 

ユこ こ〕 

二、〕 i 衰i 
弐 幸 二」 主 采 二〕 〔、 二〕 ご〕 こC 斗 愛 三】 三 二、〕 采 N 禾 養 幸 二\」 ‡こ こミ 〇〇 こヾ 窒 こ〕 

ミi 二〕 
へ〕l こ〕 こ〕 弐 託 ニ\〕 

ー112鵜



ヨ 1..こ」 \1- ぢ 

王 l一・・・「 三三 ヽ・〇・〇 三三 

l一一「 妾 ミ⊇ ≒ 

ニ 

≒圭 1一・・・、 ●雫 蓬 

」ヽ 1一一「 十・・「 

」○○ヽ 」章一 
1一・・・、 三三 

し--ヽ ぐ こぞ 

」 ま 
ここ ≒ 

し一・・、 ●三 三三 

二: 三 宝) 

之 ≡’ 

_二 ヽ.÷「 

二二 三 二三 

l三 寒 芸 ーく 

二三 之 ニ ヽ一・・・、 二二 

言 に 。ううl 

1〇一ヽ 重 くぐ 言? 

言 「、 こく 

l一・・・ヽ 三三 二ノ 

二 三 そ 

二二 二二 二二 ー†T 
し一・「 

〇一・〇 こ三つ 十ヤ ま ま 

ニ 

茎 撃 

ふと ご 

三三 鴬 ※ さく 塁〕 掌 

ぐ ∵●ナ 

宝 ・羊 

:コiこ:、 ●.÷_ 

≒ 

」← 

三豊三 幸ナ 王墓 這・ 

去- 

ヽ、、一 

二王 
・ま 毒、 

=:-1 

三幸 .--」 一・、ヽ ≒ 叢 二三> 二三 嚢 ≡「 薫 
ヽ一 三二 

」。」 しこ しこ ●、、一 = ト、ヽ一 

ヽコ 畜 詞 

竃● 詞 と=こ ぞ こ:-- 宣 

善 書 \ 畳 

義 認 主) 誓 

三) 聖 堂 室 詞 く‡ 嘗 

善 詰 寄 や 二」 i「、 1) 
室 賀 ≧三二 く‡ 

蓋 雪 ぎ 

室 詞 こそ 手 蔓 
善 導 ≡ くぎ 室 詞 > き くく 、」」 こき 劃 

÷{‾ 

畜 詞 ミ i「 

曇 智 幸 書 き 

寿 詞 

曇 

室 彗 手記 蟄 望 

義 認 単 二‾ 七 
義 詞 豊… ーく 巻 雲 詞 ミ 選 言● 

善 聖 董 

童 話 竃 

曇 習 う三 重 

室 雪 重 曹 善 雪 ヌ 

善 書 等 、ニー 

竃● 詞 主】 穏 

善 導 ぐ ._.テヽ 

善 事 

【 喜 草 を 掌; 宝 /‾ヽ! 

善 事 

善 

畜 詞 n ヽ も、 

春 雪 岩手 選 書 寿 詞 ミ≡ 

泰 詞 で′ 章 

善 詞 肇 十\ 

畜 詞 琵 里 墓 詞 蜜 

寿 詞 

童 話 †聖 「. 

託 ごつ ⊂⊃ I 掌 こ嘉 ∑ 
主 導 塞 き! 義 認 箪 ーく 

善 詞 義 善 導 

ヨ 蟄 埜 善 導 罫 叱・・ 

畜 掌 ト・●・- 黍 :上。 

三三 ●-● 
ヽ 二二 :ここ 章 

高 ま 

毒 、-二、 

さき :こ き 

一一」 二言 

寝 転 :十、 

尋 、筆 ぎ 遥- 

○○ 
- ー 

ゝこ ※ 芋1 

き 寒 キ ミ茎 奨 三 寒 ※ さく 
遠 く や 患 壁 上で ヨ 寒 善 一く 

一 l○○ 

姜 く 葺 く 善 く 

一 ー( 

巻 寒 三雲、 

葺 く 

ぢ 寒 ニ 

葺 く 姜 く 

轟 く 二言 重く 葦 こく ミ】 寒 雲 ーく 

き 寒 ここ 

葺 く 

しき 塗 

浸 く 《ご 恵 送 こく 学 業」 掌 

巻 姿 

遺 賢 孝二 二、 塞く 窒 こく 喜 美 ・羊 

しき 姿 千一〇. 
しき 輩 1-・ヽ 

ささ 塗 

†さ 讐 「 ブ習 里 芋 二重、 輩 食詰 こく 単 l) 毒 手要 事雪 ::ヾ 三三 

荒 く 

荒 く 三、 毒: 葦 や 云) 千二 

三 寒 穏 ーミ .∠「 碧 雲 三雲 ≒ 

t…二 ・く 

÷こ そ ‾十一 

き 

三 寒 羊. …茎 姿 三 寒 ≒ 

ミ 姿 三 寒 業 喜 連 

三宝 ゴ× i’.i書 芸I ま 窒 き ・三 一三 竜 三“ツ 

‡モ モ lさこ そ 

圭 姿 ニ 姿 二, 
三 寒 こ二. 

三 寒 

姿 三、 

ミき く 十三 萬 葺 く、 ≡】 音-\ 

与き く ‾モ 霊 室 こく ヨ 

曇妄 言十く 
玉 や 

しき 姿 窒 遼 

しき 塗 ・二 重 蛍 雪 連 星 嚢 

しき 姿 き 姿 
._こ く 

議 案 こく 書 寒 雲 ーく 
二、 蛋 叢 こく ≒) 美 学 

二 三と 

雲 憲 違 」で ミ) ≒く そ ‾÷ 塞く 叢 こく 雪 雲 そ 

=“ 諸 道 こく 三) 二、 塞く 董 こく ヨ 

「言 轟 董 こく ミ) 塁) ミヨ 
二三 塞く 叢 二千 三) 璧 十 

「÷ 二三 

書 
」-、 三二 “÷ 

二三 塞く 葦 こく 毒) 三三 一半 

三、 轟く 蛍 や ≡】 章 」」、 

ミ三 寒 宝 寒 謀き く 塗 薬 三二 詳 薬〕 掌 誓 謀 喜 連 楽」 掌 

誓 浩 三: 茎 

き 法 王 寒 雲 一冬 

誓 法 王 裳 業」 掌 ミミ 邁 三 寒 約 掌 ミ≡ 選 〇〇〇ヽ 」← 裳 対 当 塗 嬰 三 当 室 そ 窒 婆 三 寒 三三 一半 誓 輩 三 蛍 雪 箋 
葦 法 王 寒 雲 で・ 

きき 装 三 選 Å」 ‾「 

【こ 喜 連 二二・ 害 毒 :ゝこ ●写) 羊で 至: 

諸 道 こく 三) 吾 輩 憩 室 ・三 三) 茎 嚢 

⇒ 鞋 三二 当 へエー 

義 葦 こく 書 芸 一半 ●ここ 、こゝ 法 王: 茸 ミ キ 

ミミ 輩 ミニ 蛋 三三 
二言 筆 法 こく、 害 毒 ごく二 で孝 二、ヾ 窒 十三 重 さ箪 こく、 害 毒 †こ .雪 二へ’ :三二 

轟く 窒 こく ≡) 「i・- ?輸。 二二 

茜 壁 上で 喜 美 一半 

ふ」 一一で 三 二ま と三 寒 主三 箋 
.-i-」 ‾‾て ≡「 認 説 くく 

ミニ 詳 三・ 

・●h●I 

デモ ふ●= ・、ここゝ 窪 糞 遇 聖 二女 手 言 責 

i・・ソ 

さ二 三) こi‾二二 ・.▼・i/ ・-.ソ さ: ≡) ここ-こ、 

巽 羊 黒 雲 

※ 羊・ ⊥’こご 貿 芋・ 塗 薬 善 導 三、 号 :∴」 鞘 、-重、 

三洋 

雲 ヽ_- 

さ二 ヨ 

・1●・ソ 

詳 
三塁 芋、 葦 

Ⅹ ヨ ニ’ヾ ニ」’ 蜜 

・●-ソ 

さ二 号 号三 三“ 一三 詳 Ⅹ ヨ ぎ‡ 
蓮 華 

_こ: を≡- 芋 ≒ -’「 

警 

卜 ヽ← {\ ′、′‾\ 、」 、“・・’/ 

まそ 芋. ふ7= 、ここ、 奨 竃 穏 二キ ミ) 支 離 

半 量】 葺 ニ丁 重 

こ雪 雲 

Ⅹ Ⅹ Ⅹ ヨ 葺 き一 幸 衰 ヱ 

さ: ぎ ーl●「 二・_ ぎモ 三・ ふ’○○.ヽ 

〆 〇/ \‾ ●・/ 主 ‡二 〇●「 しC 

熱 さ 等 詳 宣 誓 ぎ‡ 葦 

音 音 音 】 孝で 二二 牽 き ÷ 碧 雲 で ≒ 

三・ さき 憲 

芋、 ごま 
三 二一一 すく ÷’ここ 

三) 
雪 

手で 二手・ 寒 さや.’ 

二」 峯‡ 三二二 

書 き ミミ 碧 …貰 

二 軍 き. ミ) 

× 妻 よし 

還 憲 

二 塁 

7“ 二二二 

ナ. 

お 憲 憲 雪 ざ=ご 烹 ま 
ア. 

.ミニ 

ナ● 

三・ 窒 姿 葦 洩 ・三、 三) こき 畿 

雪 lふ← ま き 彗 

菩 言 
べ雲 、’、了l 

亘 二 三) ー 

三 ・・くさく 

〇一し き 言 誤 

・.●・り ≡ 

洋 葦 適 塾 二者 糞 漫 賢 二〆 

ささ 畿 智 ご’y 

圭 畿 幸二 こう 畿 事二二 

誓 瑳 善 玉二 ÷’言 、==. 婆 善 さこ 

≡ 

ま 築 き iヽi ・ミ ヾ_- ≡ 

詰 責 、享 

詳 妻 ぐ 〕尊 母 二や 、〇・l 

義く- 芋 ≒ 丈= 

・、三二ゝ 達 てニ /′i 

▼< ・’小l 

一/ 、ヽ 詳‡ 

詳 妻 ぐ 

享i 繋 ぐ /.土 

三三 姿 竃 ;こ …書 法 善 玉ニ 

つ阜 ミ) 賢 二双 ≒ 三 二に 

貿 二三・ ミ≡ 

÷†= 一三二● 姿 善 幸‾ 

ふ’=こ 、こさ 等 

羊‡ 三・ 茎 瑳 ぎ ー十も 

誓 軽 輩 妻 ぐ 三幸 Iここ 

ぎて こ〈 斗 塗 す- 

∴÷ ー.「 1子〕 

●一/ 、-ヽ ヾい/ 

・< 三 

÷’= 一・二三● 

手 芸 

こミ ※ 
こきこ 姿 ヾニ 築 

適 塾 二〆 

裳 」l )二i トQ .ふ く 茎 」) 十t トQ 言 

三 豊 ギ 

二三 賽 ⊥ 義 

薬 草 孝 三 

」l 十1 トQ ’? 

三雲 繋 ぎ 青も 

モ 菩 こく ヨ 

こう 一・・・ 

き き王 

高 二ヾ ・、「-. 

こく 主 謀 

呈 
ざ三 晶 

茎 法 華 一十も 

亘 や 三・ 一二二ヽ 

・■一i ≡) 

き きだ iせ こいナ こせ .審i」 

穏 当 挙 

三- ≡) くさ 畿 

〇二二二 遇 ’:三° 

≒l ’丁 寧 

{ヽ∴ 斗 糞 

二千 三) 

ミミ 繋 ぎ †↑づ 窒 繋 ぎ †十も 

寒 さへこ 
薬 事.’′「 

三 等 ●ヽ● 

芸 嬰 ぎ ††づ 窒 繋 ぎ 一十も 

綾 ○○:-、 妻 +こ・く 

…三 業 ぎ l↑も 

」ゴ 董 

洩 平 喜 

〇〇 三 、言 草 ≡) 

ヽく〇・一 ≡ ヽ、〇〇 三 

キ ヨ 

ぎ †十も 寒 い・5 

ー 

ぎ †十も 

こく こく 
ヽ′.、’ 

幸 
ぎ 巾 

-ヽ- ミ) 

・トこ 賓 三) ・:・ニ 寄 書 

き .ミ_ ●二二.ヽ ー`二、し ヨ 二や 二二_ヽ 

’ごく 

ニヽ 一〇ヽ 一一、 
十こく 

二二卜 そこ 芸 

OC ご\〕 ミニ 等 ㌻● 

〇〇 こ、」 こち 等 ニー1 〇〇 一、 二、」 き き ニー1 三 C\〕 さ き〇 二二。. N 二\〕 き き 二二-’ ⊂\〕 l e\ミ N こ き 二二〇’ 浅 さ〕 三 雲 二二● 畏 N ミ’ 二二i 

l C〕〔) 雪 

⊂「う き し二二i 三 二二二● 二・ 等 しこ二● 二 等 二二● 〔‾‾、- 雪 〇二一1 

ト一 三 三 

【一 室 二二. 

N ミ" 雪 気 l 記 三・ 三 〇〇 こ」 を 歳 三 こき ま 言 責 二 二ぎ ‾“二〇 Cヽ\〕 雪 」:つ で\〕 雪 C\ミ C\〕 二二 三 ごつ ‾、・) ≒ 

e\〕 1二・〇 三 C、\ミ ニ\] へ1 三・ 二>く 

窯 e\う 三 ぎ 二二。 

浅 C\】 云 霊 ニ\」 去 夫 C\〕 こそ 葛∴- ぐき て、\〕 三 宝 こC こ∵】 N 三 
〇〇 二寸 で\】 三・ 三 

⊂▼つ 三・ 二>( 

」でつ で▼つ き 玉 」了⊃ ごi二 三 三 」でつ ぐ▼つ 三 三 
く.⊂) ⊂▼つ 三 三 

し‾- ぐiつ 三・ 五 二 〇寸 ⊂▼つ き 上土: 
°〇 ⊂▼つ 三 三 ⊂\] C▼つ き 云 N ⊂つ 三・ 三 

詫 C▼つ ミ・ き ●ヽl 

= こき 

三・ 三・ 二言 三・ 三・ 三・ 三・ 二言 三・ 三・ 三・ 三・ 三・ _ミ ニニー. 
.二、 

一二、 二.i 

ご, 
.二二 二二● 

.ニ: ÷-i 

ご上 ご. 
.こ: 二二. _ここ 」二二i 二二 二:-〃i 

ご. 三上 ご. 
.ここ 二二. ここ 」二二. 〇二こ こ:-〃’ 

⊂; 三二 

〇一-● N ミ C\〕 C、\〕 三 千ヾ 三 C、\〕 掌 こ、〕 三 六〕 〔、- ま 〇〇 N 

二二 こ\〕 

lC 弐 窪 N 

し○○ 

薫 ミ … 薫 雲 こ、】 

(ヽ 

基 こ、〕 き ざ】 き こ∵】 薫 塞 ぐ、」 トー くこ」 十一 二㌧〕 こ〕 〔-〇 二、〕 玉 I〇 ㌔ こC トー N ぐ○○ 〔‾-・〇 二\] 〇〇 ト一 〇ヾ 貧 こ」 ⊂⊃ 〇〇 二、〕 〇C N C\〕 、章二 で、〕 塞 N 葛くニー こC C\〕 髪 でヽ」 

十 薫i 

塞 ぐ1 
N N N こ、〕 N Cヾ 器 弐 

ー113-



壁
書
三
豊
薫
き
貴
重

王
室
・
慈
十
、
・
紋
に
・
栄
二
〕
竺
藁

義
詞
謀
議
淳

∞
∞
○
○
-
∽
著
】
之

正
の
甲
①
甘
筆
書
斗

せ
、
∴
∴
∴
京

嚢
∴
∴
詞

釜
∴
∴
詞

に
∴
書
∴
頚

エ
ー
白
雲
詞

き
雪
景
薫
葦
寿
ぎ
三
‥
沖
課
半

壁
書
主
義
∴
※
青
雲
垂
豆
重
言
エ

芙
(
も
哩
三
宝
哩
痩

田
∞
一
票
荘
重
考
古

吋
∴
∴
塗

嘗
∴
∴
∴
唇

曇
∴
∴
詞

筆
∴
∴
詞

市
∴
畜
∴
詞

ユ
ー
∩
童
話

毒
七
十
時
苗
堅
く
書
直
輩
‥
箪
鞘
富

球
音
三
選
苦
虫
三
吉
】
烹
一
書
雲
(
も
哩
÷
車
型
重

出
謀
蛮
捺

日
高
吏
哩
重

薬
上
し
室
講

∞
∽
○
○
-
巾
着
-
文

コ
∞
一
三
二
冨
毒
舌

吋
∴
∴
寒

雫
∴
∴
∴
忘

嚢
∴
∴
詞

葦
∴
∴
詞

沖
∴
曇
∴
詞

エ
I
n
墓
詞

き
誓
言
薫
挙
奇
書
毒

熱
暑
誓
畿
洩
遂
漣
奇
襲
宝
達
言
落
量
≡
詳
室
喜
連
革
ま

寧
リ
セ
重
富
ト
や

せ
∴
∴
∴
嘗

嚢
∴
∴
詞

葦
∴
∴
詞

*
∴
善
∴
詞

」
I
n
室
詞

「
一
C
二
l
㌣
十
㍍
葛
等
斗

軍
学
三
善
詳
言
註
‥
専
業
辛

※
早
塗
薬
菜
三
塁
や
ソ
へ
※
裳

註
寸
言
対
郵

ミ
∴
∴
∴
∴
盲

曇
∴
∴
詞

善
∴
∴
詰

ヾ
∴
芸
∴
詞

エ
ー
白
書
詞

「
三
一
二
の
」
も
一
室
÷

手
下
二
義
室
ミ
皇
室
嚢
‥
キ
※
ニ
ー

楽
手
雲
台
霊
.
轡

「
一
室
亡
霊
討
却

同
寺
∴
∴
∴
苔

室
∴
∴
詞

茎
∴
∴
詞

‡
∴
畜
∴
詞

二
-
n
畜
詞

二
で
一
丁
了
書
l
)
筆
等
す

善
く
‥
二
三
憩
室
÷
三
三
三
寒
‥
キ
※
羊

※
ニ
一
叢
聖
楽
雲
苺
遥

「 :〇 二、 γ〕 三 善 ニー 賽 等 焉 「三 寒 き し一・ 二、・ 三、 塗 装 こ、 ヨ 当 意 に 習 こメ 三 と虹 ※ 三・ 

束、 誓 

≡) こ き 

景 〇 三 

些 草 ま に- 

詞 書 こく⊃ 綜 示 毒) 〔、 N 蛛 亮 毒) N N 蛛 

売 主) ⊂⊃ N 妹 雫 博 吉 鮒 栄 

弄 葦) ⊂「〕 賦 雫 値 しこ 「 。 皆 lニ 

1 「 1 十 皆 

1 」_ 衰 亡 刹 掌 

ト 1 音 十 標 1○○I 

+こ- 薬) 掌 無 学 討 菩 †亡 謝 零 章二 駒 津 艶〕 ミ: 

云 

葺 くこ 埜 軍 馬 益 葺 に 登 葺 に 轟 書 写 轟 義 謹 書 ミ) 宝 達 

七」 

・ユーi ミ 轟 

景 詞 誓 詞 

半 

詫 言 …准 室 薬 害 詫 言 詫 ≒ 準 貢 

…蓬 玄 詫 習 藁 
ー‾「‾ 

さくを 

ミニ ふけ1 

〕ヾ 

と †□ ‡二 王: 
‡二 十‾- 

三 二二 
と _十 〕ヾ 憲 

幸二 喝 三二 

・〆 憲 

宣 誓 法 学 書く C/ \ \‾ ’./ \ 曇 謙」 単 一:「 ●くつ“ 洩 三 幸 

ミ鍵. 

ヽこ 室 謀 

曇 彗 _醸し S 

哀 詞 単 車 ミニ 義 認 輩 哨 素 話 輩 埋 室 詞 三 賞 埋 

書 手ヨ 謹 セ 宣言 義 語 法 ●●・一 一‾」 や 二二三 

曇 謀 こ二 幸 

" 

こし I n 義 認 

⊂⊃ N i 器 二二二 ∑ ト○ ○-÷’ 1 器 :二二 ∑ 器 N ⊂⊃ 看 器 雷 ∑ C▼つ N i 窪 ここ ∑ 
1てこ“ 〔、- C\〕 ⊂⊃ 音 器 二二二 三 

⊃こ ⊂\〕 ⊂⊃ し 窒 こ二二 ∑ 
C賀 ○○ ⊂⊃ N i 詫 二二二 三 ⊂⊃ 〇二ゴ. C\つ N 音 蒜 二二二 三 

⊂ゴ ここ 

N ぐう “く‾’ し臆C ミニ ト- 〇〇 

エ
空
二
二
辻
\
∽
省
一

珊
-
榊
轄
持
味
埋
廿
∽
「
壁
叶



.
汀
∴
∴
茎出

端
瑳
環

曾
∴
∴
蓬

雪
Y
古
」
三
±
±

雫
∴
∴
∴
喜

室
∴
∴
詞

撃
∴
∴
詞

尋
∴
善
∴
詞

′
一
-
白
書
詞

□
ぎ
叶
へ
こ
せ
雪
等
斗

轟
く
十
重
諒
叢
や
ヨ
寒
雲
Y
‥
専
業
豆

詳
言
筆
意
雲
量
三
重
示

重
出
三
尊
ぎ
一

裟
土
工
竺
憲

卜
∽
e
N
-
誓
書
)
【

コ
マ
讐
‖
さ
一
古
筆
賓
㌻

中
-
)
∴
∴
∴
忘
」

嚢
∴
∴
詞

善
∴
∴
詞

に
∴
蓋
∴
詞

手
当
雲
三
豊
≡
三
貴
轟
‥
専
詳
言

吐
ヨ
選
三
十
誌

課
芋
茎
業
苦
若
華
道
半
荘
洋
室

宗
主
の
蘇
罫
Y
‥
ト
Y
玉
里
宝

諌
王
:
三
事
業
に

善
導
一
書
ソ
へ

①
二
N
-
∞
N
(
】
∑

こ
卜
羊
へ
の
中
嘉
一
等
÷

l
書
、
∴
∴
∴
嘗

室
∴
∴
詞

蔓
∴
∴
詞

定
∴
室
∴
詞

」
̃
n
室
ヨ

荒
く
」
〔
圭
配
送
や
ヨ
丁
半
‥
軍
費
菩

挙
手
誉
誓
詰
寄
註
三
重

シ
未
墾
」
重
宝
選

せ
∴
∴
∴
室

曇
∴
∴
詞

葦
∴
∴
詞

に
∴
着
∴
詞

」
-
白
雲
詞

二
愛
三
∞
古
筆
等
㌻

き
寒
宣
誓
鞋
三
寒
室
山
‥
虻
誤
字

×
一
書
善
意
宝
馨
∴
※
芋
茎
贅
ぐ
幾
重
主
三
三
二
-

章
宰
三
二
三
三
三
三
三

窓
に
・
寒
工
〕
王
憲

哀
話
宣
三
高
に

の
き
一
-
卜
N
エ
Z

二
乗
こ
∞
中
一
も
一
室
÷

中
細
)
∴
∴
∴
ぢ

室
∴
∴
詞

誓

詞

ヾ
∴
蓋
∴
詞

′
一
-
n
善
導

葺
く
一
二
。
】
l
憩
室
や
書
芸
そ
‥
キ
栄
吉

羊
二
塁
撃
芋
賢
こ
き
習
字
三
三
毒
手
車
・

二
王
‥
十
Y
三
三
喜

圭
、
∴
∴
∴
貴

室
∴
∴
詞

葦
∴
∴
詞

に
∴
蓋
∴
詞

」
-
白
雲
ヨ

コ
N
∞
二
乙
【
l
∞
中
一
も
一
室
÷

這
七
二
二
三
霊
室
三
言
手
鞠
く
‥
半
※
羊

(
」
夢
l
≒
」
三
三

誓
邁
糞
理
や
ヨ
吾
難

業
窒
三
雲
電
三
寒
̃
三
稔
釜

N l =〕 N e ÷ 雪 ぎ 二一一 秦 生 書 き 姿 三・ 葦 姿 三 寒 熱 く ゝこ 誤 字・ Ⅹ ≡) 宝 達 

華、 塗 

毒) 薄 志 

毒 害 雪 雲 高 二 三 雲 一一十 

泰 章I C「) 変 転 二 三二 学 

寒 ㌫ 二三 単 一ヨ 

寒 高 二 喜 ぎ 宝 義、 二 王二 学 

宝 高 二 妾こ 違 

喜 連 

ヨ く二 重 畢 ミ 埜 毒 素 善 裏 窓 善 法 書 畜 義 認 

曇 三ヨ 誓 詞 

薬 "、、ヾ一 {シら 

芸 …ぎ 

雪 音 

蓑 ヽヽ一 一シと 

㌻ x 叢 主 〕ヾ 憲 

ご 茎’ 

上メ 1メ ≡● 
二二・、 三二 

三、 し÷ ミ鍵・ さくを 「ヾ・・ ト\- 

ヽこ 墓 

重 

芸 事 .電し ヽ 

宣 ・〇十 塞 卜 寸、 こヽ 

塞 く二 義 宝 ÷ 

墓 詞 

喜 怒 義 些 :≡ 

喜 誓 鶉 ぐ 築 寄 主) 

1一・・〇 二ゝ 三三 

雲 高 「‾ 

●- 

I n 室 詞 

⊂⊃ くつ N 音 黒 土.. 

塞 ぐ、] 」 裁 ≒ 至 音 霊 ≒ 

⊂⊃ i 客 土 ‾⊃ 

記 】 写 し 誓 l 拳 ここ 

二 乏 N `、▼つ 一二二● し{⊃ Cよっ 

二
一
N

二
〇
三
l
①
÷
\
二
等
1
ト

享
寒
.
≡
-
手
法
」
茅
-
-
.
誠
\

雪
栄
「

迷
章
票
(
主
意
∴
宣
言
千
二
三
‥
一
′
、
葦

ヨ

せ

き

茎
∴
∴
詞

ニ
ー
∴
∴
∴
∴
半

ボ
∴
善
∴
詞

⊥
-
口
蓋
謀

二
塁
「
l
誓
言
こ
き
斗

華
子
三
三
雪
ぎ
三
三
電
‥
キ
※
羊

栄
二
一
室
金
華
轡

三
詳
‥
山
、
三
七
」
〇
三
二
と

室
詞
予
言
-
一
言
二
重

一
筆
N
-
①
の
し
【
∑

二
雲
こ
豊
)
二
等
÷

昌

堅

固

嚢
∴
∴
詞

雲
∴
∴
詞

ヾ
∴
室
∴
詞

葺
く
二
で
l
義
挙
や
ヨ
寒
雲
Y

詳
言
誓
書
毒
登
竜

運
唾
十
三
に
」
〇
三
二
三

善
賽
三
三

〇
∞
N
一
i
i
冥
)
」
Z

こ
誓
【
さ
さ
響
き
÷

二
蚕
室
茎

ヨ

せ

き

曇
∴
∴
詞

葦
∴
∴
詞

轟
∴
室
∴
遥

′
一
̃
n
室
謀

葺
重
蓑
で
l
富
書
く
ヨ
寒
害
Y
‥
キ
蓑
三
-

エ∴一二一墓室」送呈遷宇



王
農
芸
還

亭
主
窒
・
雲
一
案
射
場
」
三
羽
郵

薬
草
ま
・
薬
三
二

Z
∞
讐

一
(
こ
)
【

二
〇
二
へ
∽
中
三
【
ぎ
÷

二
N
二
l
Z
三
二
ぎ
㌻

や
∴
∴
窒

中
一
)
∴
∴
∴
峯

曇
∴
∴
詞

葦
∴
∴
詞

‡
∴
善
∴
詞

′
一
-
[
云
ヨ

栄
翠
贅
言
や
討
‥
キ
詳
羊

塁
ニ
ー
ヨ
「
ミ
ミ
妾
詳
売
場
へ

一
十
十
三
三
雲
鴇
こ
こ
三
三
三
二
」
母
高
∵

三
‥
キ
蓑
宇

暮
三
-
三
笠

(
エ
二
一
)

〆
/
\
、
/
\
曇
対
せ
・
二
一
、
漫
三
豊
・

王
三
十
÷
二
へ

二
二
「
へ
讐
÷
章
一
ぎ
÷

こ
∴
∴
∴
∴
き

套
∴
∴
詞

葦
∴
∴
詞

′
一
I
[
芸
事
「

葺
七
二
二
三
憩
室
.
ヾ
ヨ
二
.
.
∵
モ
楽
手

ミ
ニ
)

糞
芋
茎
箪
善
導
寺
一
き
ま
↑
三
食

一
三
」
三
三
三

二
卜
三
二
一
三
二
ぎ
÷

<
∴
∴
∴
∴
ぢ

零
∴
∴
詞

誓
∴
∴
詞

′
一
I
n
善
話

き
き
三
薫
害
毒
≡
ト
キ
‥
キ
栄
二

×
一
書
等
主

点
三
三
塗
垂
蚕
と
三
三
-
三
十
番

害
毒
ヨ
上
薬
三
三
三

楽
士
〕
竺
憲

室
詞
㌻
二
義

喜
一
N

ト
一
二
l
}

二
義
二
へ
二
三
二
ぎ
㌻

こ
i

∴
∴
∴
宣

嚢
∴
∴
詞

茎
∴
∴
詞

ヾ
∴
室
∴
詞

二
-
n
畜
詞

亭
雫
妄
言
筆
写
三
魂
ま
‥
キ
詳
ニ
ー

宇
」
詳
草
案
・
「
一
∵
挙
も
三
三
用
句
の
′
当

エ
ソ
へ
Y
王
達
三

中
車
へ
∴
∴
∴
き

嚢
∴
∴
詞

茎
∴
∴
詞

に
∴
畜
∴
ヨ

′
一
I
n
室
詞
「

二
重
こ
こ
三
㌢
一
室
㌻

毒
薬
重
言
霊
叢
や
ヨ
漸
く
‥
キ
誤
字

誤
字
三
幸
≡
さ
を
ヨ
了
へ
一
㌧
つ
へ
せ
こ
こ
き
÷

手
書
㌢
【
持
主
葦
」
喜
雪
ぎ

善
導
毒
害
三

一
票
二
音

と
〔
】
)
-

二
N
二
l
二
三
二
ぎ
三

二
重
ま
等

≒
∴
∴
∴
∴
き

嚢
∴
∴
謁

茎
∴
∴
詞

に
∴
室
∴
詞

エ
ー
n
善
導

貴
之
∴
二
三
蒜
豆
で
二
三
号
衰
‥
尊
貴
羊

幸
三
言
霊
表
芸
寄
毒
圭

蓑



版図真写Ⅲ





水沢市 五反町遺跡 1号焼土 平面

胆沢町 二の台遺跡 陥し穴1 平面

北上市 高田遺跡 2号住居跡 平面

水沢市 五反町遺跡 1号焼士 断面

胆沢町 二の台遺跡 陥し穴1 断面

蟻轟

北上市 南田遺跡 2号住居跡 炉跡 断面

∴‾二二二:十三
北上市 南田遺跡 3号住居跡 断面 北上市 高田遺跡 土坑1 断面

写真図版1 県内遺跡調査状況1

-119-



遠野市林崎I遺跡陥し穴平面 盛岡市細目遺跡陥し穴 平面 盛岡市 沢月旧遺跡 住居跡 平面

盛岡市 沢川目遺跡 住居跡 遺物出土状況

’/
\

北上市 四十九里遺跡 上坑2 平面

二戸市 川袋遺跡 陥し穴 断面

∴∴富㌘ ’∴-三三∴襲撃撃撃重要 な

北上市 四十九里遺跡 土坑1 平面

北上市 四十九里遺跡 土坑2 断面

二戸市 川袋遺跡 陥し穴 平面 二戸市 大向Ⅱ遺跡 溝跡 平面

写真図版2 県内遺跡調査状況2
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宮古市 向沢遺跡 1号住居状 平面

宮古市 向沢遺跡 建物跡 平面

衣川村 淵畑遺跡 2号住居跡 平面

_ 〉 ’ニー

宮古市 向沢遺跡 1号住居状 断面

衣川村 淵畑遺跡 2号住居跡 断面

・’・′ ヾ.
食

書き種話龍∴ ’

衣川村 淵畑遺跡 2号住居跡 炉跡 平面 衣川村 淵畑遺跡 2号住居跡 炉跡 断面

写真図版3 県内遺跡調査状況3
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二軍か

衣川村 淵畑遺跡1号住居跡 炉跡 断面 衣川村 淵畑遺跡 剥片集中遺構 出土状況

衣川村 淵畑遺跡 3号住居跡 平面

「葛r

衣川村 淵畑遺跡 3号住居跡 炉跡 断面

衣川村 淵畑遺跡 8号住居跡 平面

衣川村 淵畑遺跡 3号住居跡 炉跡 断面

衣川村 淵畑遺跡 9号住居跡 平面

衣川村 淵畑遺跡 8号住居跡 炉跡 断面

写真図版4 県内遺跡調査状況4
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千一葛

胆沢町 五反町遺跡

北上市 高田遺跡 2

北上市 南田遺跡 4

盛岡市 沢II旧遺跡 2

国産函適
′裏-

北上市 高田遺跡 1

管・ ・禽 ●」で書

北上市 南田遺跡 3

で鍵、二第七㌔細腰

盛岡市 沢川目遺跡 1

盛岡市 沢月旧遺跡 3

写真図版6 県内遺跡調査出土遺物1
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盛岡市 沢月旧遺跡 4

二戸市 大向Ⅱ遺跡

衣川村 淵畑遺跡 1

衣川村 淵畑遺跡 3

北上市 四十九里遺跡

宮古市 向沢遺跡

衣川村 淵畑遺跡 2

衣川村 淵畑遺跡 4

写真図版7 県内遺跡調査出土遺物2
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衣川村 淵畑遺跡 6

衣川村 淵畑遺跡 8

衣川村 淵畑遺跡10

江刺市 MF91-1028

衣川村 淵畑遺跡 5

衣川村 淵畑遺跡 7

日
間
圏

衣川村 淵畑遺跡 9
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4

衣川村 淵畑遺跡11

写真図版8 県内遺跡調査出土遺物3
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軽米町 大道口遺跡

北上市

四十九里遺跡

江刺市 盛岡市
MF91-1028 猪去館遺跡隣接地

水沢市 杉の萱遺跡 2

胆沢町 大滝水上遺跡 2

圭∴欝
園

蒔簿㌢

盛岡市 猪去館遺跡隣接地

水沢市 杉の堂遺跡 1

胆沢町 大滝水上遺跡 1

川崎村 河崎の柵擬定地 1

写真図版9 県内遺跡調査出土遺物4
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川崎村 河崎の柵擬走地 2

遠野市

平倉観音遺跡
石鳥谷町

貝の淵I遺跡

北上市 金附遺跡 1 No.23

北上市 金附遺跡 3 No.23 底部

陸前高田市 雲南遺跡

江刺市 広岡前遺跡

・ ∴醇

北上市 金附遺跡 2 No.24

北上市 金附遺跡 4 No.24 底部

写真図版10 県内遺跡調査出土遺物5
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北上市 金附遺跡 5

∴∵・i言
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◆う 農事二㌔

二隼も百着 ▼

北上市 金附遺跡 7

北上市 金附遺跡 9

新里村 永田I遺跡

ヽ-I

北上市 金附遺跡 6

北上市 会附遺跡 8

●ノ
ー●

/

遠野市 大久保遺跡

遠野市 栃洞Ⅱ遺跡

写真図版11県内遺跡調査出土遺物6
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江刺市 大中田遺跡 1

前沢町 明後沢遺跡群 1

水沢市 中半入遺跡

水沢市 島田Ⅱ遺跡 1

江刺市 大中田遺跡 2

愚
息
灘
繚
膏
-
∵
〉

前沢町 明後沢遺跡群 2

前沢町 寺之上遺跡

水沢市 島田Ⅱ遺跡 2

写真図版12 県内遺跡調査出土遺物7
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水沢市 島田Ⅱ遺跡 3

l●

豊麗藷萱

石鳥谷町 高畑遺跡 1

石鳥谷町 貝の淵Ⅱ遺跡

遠野市 林崎館跡

水沢市 根蕪遺跡

石鳥谷町 高畑遺跡 2

遠野市 平倉観音遺跡

醒悪習

北上市 大橋遺跡

写真図版13 県内遺跡調査出土遺物8
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